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第一話　離れてしまったディスタンス







「……ん……朝か……」

　目が覚めた俺おれ、砂さ戸ど太た郎ろうは、寝ていたベッドから降りた。

　一階に向かうためにドアを開け、部屋を出る。

　姉貴の部屋の前を通ろうとすると――

「太郎ちゃん……突然わたしの部屋にやってきて、なんの用？」

　扉の向こうから、そんな声が聞こえてくる。

　太郎ちゃん？

　太郎ちゃんである俺はここにいるし姉貴の部屋にも行ってないのだが……

　不思議に思った俺は、そっと姉貴の部屋のドアを開き、中を覗のぞく。

　部屋の中には当然、俺の姉貴である砂戸静しず香かがいる。

　そして、姉貴の目の前には――

　布団を簀す巻まきのように長細く巻き、それを縦にしたものが立っていた。

　しかも、その布団の上には枕まくらが置いてあり……その枕には、極太の黒ペンでなんか少女漫画チックな感じの男の子の顔が描いてある。

　姉貴は、その布団で作った等身大の人形っぽいものに話しかけている。

「……わたしに話がある？　い、いったいなにかな？」

　姉貴は緊張した様子で顔を上げ、布団人形の顔面を見つめる。言うまでもないことだが、人形はなにも喋しやべっていない。

「えええええ！　わ、わたしのことが好き!?　付き合ってほしい!?」

　姉貴はポッと頬ほおを赤らめると、

「……うれしいよ。わたしも、ずっと前から、太郎ちゃんのことが好きだったの」

　と、告げた。

「…………」

　俺はあまりにシュールな光景に、思考停止状態になった。

「……うん、もちろんだよ！　今日からわたしと太郎ちゃんは恋人どうしだよ！」

　言って、姉貴は布団人形にぎゅっと抱きつく。

　布団人形を抱かかえたまま後ろ向きに歩き、自分からベッドの上に倒れ込む。

「た、太た郎ろうちゃん!?」

　慌あわてた声を発する。

「そんな……恋人どうしになったからって、いきなり体を求めてくるなんて……う、ううん、イヤじゃないけど、まだ心の準備が……あ、あああ太郎ちゃん！　太郎ちゃんはすっごくテクニシャン――あああああああああっ！」

「おまえはいったいなにをやってるんだっ!?」

　俺おれはもう我慢できず、姉貴の部屋に怒鳴り込んだ。

「えっ!?　太郎ちゃん!?」

　布団人形の下敷きになっていた姉貴は、ぎょっとした顔をする。

　それから、部屋に入ってきた俺と布団人形の顔を交互に見て、

「た、太郎ちゃんが二人……い、いったいどっちが本物の太郎ちゃんなの!?」

「こっちが本物に決まってるだろうがっ！　妄想と現実の区別はちゃんとつけなさい！」

　俺は大声を上げてから、

「……姉貴。その怪しげな人形はなんなんだ？」

「これは、太郎ちゃん人形だよぉ」

　姉貴は予想通りのことを言った。

「太郎ちゃんに愛の告白をされたとき慌てないようにシミュレーションでもしとこうかなと思って、この人形を作ったの！」












「おまえは本当にアホだ……」

　俺おれはため息をついてから、人形にぽんっと軽く触れ、

「つーかこの人形、よく普通に立ってんな。なんか布団を丸めただけだったら折れたり倒れたりしそうなのに。あと、どうやって枕まくらをくっつけてんだ？」

「あ、それはこんな感じで――」

　姉貴は布団人形から枕を外し、布団を広げる。

　と、その中から――先端が三つに分かれた長い槍やりが出現する。

「この三みつ叉またの槍に布団を巻き付けて安定させてたんだよ～。そして刃のところに枕をぶっ刺してたのっ」

「三つ叉の槍!?　なんでそんなの普通に持ってんの!?」

「それは、太た郎ろうちゃんに群むらがるクソアマどもを串くし刺ざしにするためだよ～」

「笑顔でそんな恐ろしいこと言わないで！　怖いから！」

「大丈夫だよ、苦しむ間もなく一瞬であの世に送ってあげるからっ！」

「だから笑顔で言うなって！　あんたはサイコ野郎ですかっ!?」

　やれやれ、このアホお姉ちゃんは……

「ねえねえ、太郎ちゃん」

「なんだよ……」

　姉貴は俺を見上げ、

「告白シミュレーションをしているときにふと思ったんだけど……太郎ちゃんって、学校で女の子から告白されたこととかないのかな？　ほら、太郎ちゃんってすんごいイケメンだから女の子たちが放ほうっておかないかもとか――太郎ちゃん？　どうしてそんなに汗をかいてるの？　目が泳いでるの？」

「えーっと……お、おいどん、そろそろ学校に行くでごわす」

「待ちんしゃい」

　部屋から去ろうとした俺の腕を、姉貴がぎゅっと掴つかむ。

「まさか太郎ちゃん……誰だれかに告白されたんじゃあ……」

「な、なにを言ってるんだよ、姉貴。告白なんてされてもにゃもにゃお……」

　と、そのとき――

「な、なんですとぉ！」

　俺の母さんである砂さ戸ど智とも子こが、すごい勢いで姉貴の部屋に入ってきた。

「告白!?　そ、それは本当ですか!?」

「か、母さん!?」

　俺はぎょっとしながら母さんを見つめた。

　母さんは、なんか体に大きな紙を巻いている。裸体の上に。バスタオルを体に巻き付けるように。

　その大きな紙には……

　なぜか、巨大な俺おれの顔が印刷されていた。

「おまえはいったいなにを着ているんだ!?」

「これは……太た郎ろうさんのカッコいいお顔を大きく印刷して見てみようと思って作ったんですけど……そのうち、これを裸体の上に巻き付けたら太郎さんと一体化できた気分になってすんごく気持ちいいんじゃないかと……」

「馬ば鹿かすぎるだろ！　その変態的イマジネーションは逆にすげえよっ！」

「えへ。太郎さんに褒ほめられちゃいました」

「褒めてねえ！」

　と、俺は力いっぱい怒鳴った。

「でも、この格好は本当に気持ちよくて最高なんですよ。私、今日はこれを着て外に買い物に行こうと思ってるんです」

「頼むから……頼むから、それだけはやめてください！」

「お母さんには負けてられないから、お姉ちゃんもそれを着て外に出るよ！」

「だからそれはマジでやめろってええええええ！　そんなことをしたらご近所で評判になっちゃうから！　もうこの辺りには住めなくなっちゃうから！」

「――って、いまはそんなこと言ってる場合じゃなかったよっ！　それより、さっきの告白の話！」

　姉貴がくわっと両目を見開きながら俺に詰め寄り、詰きつ問もんしてくる。

「太郎ちゃん、誰だれかに告白されちゃったの!?」

　俺は姉貴の勢いに押される感じで後ずさりながら、

「そ、そんなわけないじゃないか姉貴。俺は告白なんてされてもにゅもにゅもにゅ……」

「太郎さん！　本当に女の子に告白されたんですか!?」

「か、母さんまで……告白なんてそんなことあるわけほにゃほにゃほにゃ……」

「さっきからこの話題になると語尾が変な感じになっちゃってるよ！　明らかにごまかしてるよ！」

「太郎さん、まさか本当に……」

　二人は猜さい疑ぎ心しんに満ちた瞳ひとみを向けてくる。

　やばい。

　このままではやばい。

　なんとかごまかさなければ……

　俺はうなだれるようにうつむくと、

「じつは……そうなんだ。告白されたんだ」

「ええっ!?」

「ほわあ!?」

　姉貴と母さんが驚きの声を上げる。

　俺おれはゆっくりと顔を上げ、

「告白されたんだ……母さんに」

　と、言った。

「……へ？　わ、私に？」

　母さんはぽかんとした顔で俺を見つめる。

「この家を出て、どこか遠いところで二人だけで暮らそう――そんなふうに告白されたんだ。母さんに。何度も言うけど、母さんに。俺、それですっごく困っちゃって……」

「え？　ええ？　た、太た郎ろうさん、どうしてそんな嘘うそを……」

　母さんは困惑した様子で言ってくる。

　と――

「お母さん――いや、このファッキンアバズレクソババァ……」

　その傍かたわらに、恐ろしいほど強大な闘気が生まれた。

　姉貴は全身から殺気を放出しながら、血走った眼球を母さんのほうに向けている。

「この家を出て二人だけで暮らそう……？　わ、わたしを捨てて二人で駆け落ちでもするつもりだったんかいコラァ……」

「ちょ……し、静しず香かさん、落ち着いて……」

「お、おお、おちついてられられりゅりゅああああ――っ！」

「ごぱぁ――っ!?」

　怒いかれるモンスターと化した姉貴が母さんに鬼のような攻撃を繰り出す。

「こ、この年とし増ま！　このこのこの！　よくも――」

「ご、ごかいですしずかさ……べぼっ！　ばぶうう！」

　俺は姉貴が母さんをフルボッコにしている隙すきに部屋を出る。

　母さん、すまん……

　本当にすまん……

　俺は激しい罪悪感を感じながら階段を駆け下りた。




　バレンタインデーから二週間ほど経たった、三月の初旬。

　すべての授業が終わったあとの放課後、俺はいつものように第二ボランティア部の部室に向かった。

　とても重い足取りで。

「……はあ」

　ため息が漏もれる。

　かなりの負の気配を宿したため息だった。

　陰いん鬱うつな表情で歩みを進める。

　やがて、俺おれの体は部室の前にたどり着いてしまった。

「う、うう……」

　扉に手をかけるのをためらう。

　この扉を開けたくない。

　このまま家に帰ってしまいたい。

　でも、そんなことをしたら、あとでとんでもなく酷ひどい目に遭あわされてしまう。確実に。

　選択の余地ははじめからないのだ。

　俺は思いきった気持ちで部室の扉を開けた。

　部室は十畳ほどの広さ。さらに奥にもう一つ、六畳ほどの広さの畳敷きの部屋がある。

　その部室の中央あたりに――

　小柄な少女が仁王立ちになっていた。

「遅いわよ、ブタロウ！」

　両手を腰に当て、眉まゆの角度を鋭角にしながら、少女は怒鳴るように言う。

「す、すみません」

　俺は反射的に謝ってしまう。それから、少女の顔色をうかがうような感じでオドオドした瞳ひとみを向ける。

　亜あ麻ま色いろの髪を長く伸ばした、とても綺き麗れいな少女だった。

　透き通るような肌に、麗うるわしい桜色の唇。魔性的な魅力を宿した二重の瞳。

　彼女は第二ボランティア部の部長である石動いするぎ美み緒お先輩だった。

　部室には先輩のほかに二人の人物がいる。

　白衣を着た長身の女性は保健医である鬼おに瓦がわらみちる先生。彼女は普段通りの気け怠だるげな無表情で俺のほうを見ている。

　そしてもう一人は、ショートカット気味の髪に大きな瞳が印象的なかわいらしい少女。

　第二ボランティア部の部員であり俺のクラスメイトでもある結ゆう野の嵐あらし子こだった。

　男性恐怖症で、男性に触れるとその男性を反射的に殴ってしまうという習性を持った女の子である。

　こちらを見ていた結野と目が合う。

　その瞬間――俺の心臓の鼓動は不規則に乱れた。

　結野は微妙に顔を赤くしながら俺から目を逸そらす。少し気まずそうな、そして寂さびしそうな表情をしていた。

　ふいに、バレンタインデーに結ゆう野のから伝えられた言葉が脳裏によみがえる――

『わたしは……タローのことが、好きです……』

　結野はチョコレートとともに、自分の気持ちを俺おれに贈ってくれた。いま俺たちがいるこの第二ボランティア部の部室で。

　俺はとても驚いた。

　死ぬほど驚いた。

　もしかすると、ちょっとのあいだ本当に死んでたかもしれない。

　あの日。きっと結野は、俺の気持ちも知りたいと思っていただろう。

　俺が結野のことをどう思っているのか、自分の気持ちに応こたえてくれるのかどうか、知りたいと思っていただろう。

　それは当たり前のことだ。

　俺はなにかを言わなければならないと思っていた。

　が、俺が口を開く前に、部室に石動いするぎ先輩が姿を現し、そのせいというわけではないけれど色々とうやむやになった感が――

「おまえなにエロい妄想に夢中になってやがんだこの変態がああああ！」

「うおりおさがせっしゅあああ――っ!?」

　思考を遮さえぎるように放はなたれた突然の暴力。

　先輩の鉄球のような拳こぶしが俺の顔面にめり込み、俺は背後に吹っ飛んだ。

　俺の脳内で、快楽の花が咲く。

「ぬあしゅしゅしゅしゅしゅ――――っっ！　ろろろろろどりげーすっ！」

　スーパー悦楽タイムに入ってしまった俺は、理性の鎖が外れたどうしようもない笑顔を浮かべながら、先輩のほうに駆け寄った。さらなる快感を求めて。

「そ、そうなのれす！　ドＭ皇帝である砂さ戸ど太た郎ろうは身内以外の女性から罵ののしられたり冷たくされたり殴られたりすると気持ちよくなってしまうという変態体質であるからしていまの俺はすっごくすっごく気持ちいい状態であるゆえにもっともっともっともっと殴ってほしいのでありま――」

「その無駄に説明的なセリフはなんなんだキモすぎて吐きそうだろうがブタあああ！」

「ぬがあああああ――――っっっ！」

　先輩のカウンター後ろ回し蹴げりを喰くらった俺は、全身の細胞が溶けそうなほどの極上快楽を味わいながら床に倒れた。すべての人類から後ろ指さされ組な感じの嬌きよう態たいを晒さらしながらビクビク痙けい攣れんしている。

「えひゅえひゅ……きょ、きょうもいいおてまえでぇ……」

「ほんと、うんざりするほどの変態だわ」

　石動先輩は両腕を組みながらため息混じりに言った。

　そして冷たい目で俺おれを見下ろしながら、

「おら、さっさと正気に戻りなさいよ変態。これからドＭ治療をはじめるんだから」

「ドＭ治療……やっぱり今日もやるんれすか？」

　俺はふらふら立ち上がりながら尋たずねる。

「当たり前じゃない！」

　先輩はきっぱりと告げた。

「あんたの変態ドＭ体質はこの美み緒おさまが絶対に治してやるんだからっ！　神様であるこのあたしがっ！」

　石動いするぎ先輩は自分のことを神様であると宣言していた。

　自称神様。

　本気で言っているのかどうかは不明だがちょっとアレな感じであります。

「じゃあさっそく治療を開始するわ！　今日だってすんごくいいドＭ治療方法を考えてきたのよ！」

「…………」

　俺はそっとため息をつく。

　うんざりした気持ちを抱かかえながら。

　――もう十日連続だった。先輩がドＭ治療方法を考えだし、それを実践するのは。

　俺が第二ボランティア部に所属しているのはドＭ体質を治すためという理由もあるので、先輩がドＭ治療方法を考え出し実践するのはおかしなことではないし、これまでだって治療は何回も何回も行われてきたのだが……

　最近の先輩の張り切りぶりはちょっと異常だった。

　この十日間毎日、酷ひどいときは日に二度や三度や四度、ドＭ治療を行っている。これまでとは違う、尋常じゃないほどのハイペースだった。

　アロマの効果で治療と言って強烈な匂においのする液体を俺の顔面にぶっかけたり、足裏ツボ押しで治療と言って俺の足裏を突き破ろうとしたり、鍼はり治療と言って絶対に死ぬようなぶっとい針を刺そうとしたり、赤ちゃんからやり直して治療と言ってオムツをはかせた上に折せつ檻かんしたり……言うまでもないことだが先輩の考えたドＭ治療にまともで安全なものはなく、治療のたびに俺は酷い目に遭あい心と体に傷を負おってきた。

　その傷が癒いえる間もなく次の治療、また次の治療……

　はっきり言って俺の心身はもう限界に近い。最近は部活に出るのが憂ゆう鬱うつで仕方がないほどだ。

　先輩はそんな俺の極限的状況を気にするふうもなくというかまったく気付かない様子で、自分の考案したドＭ治療方法の説明をはじめる。

「ブタロウ！　あんたのドＭ体質は、身内以外の女性に対してしか発動しないのよね？」

「は、はい、そうですが……」

「なぜ身内以外の女性にしか発動しないのか――あたしはそこに着目したわ！」

　くわっと両目を見開き、叫ぶように告げる。

「ブタロウが加か虐ぎやくを受けて気持ちいいのは女性だけ。しかも身内以外に限る。身内以外の女性……つまりそれは、性欲の対象となる相手に限るということよ！」

「せ、性欲の対象？」

「その通りよ！　普通、男性相手や身内の女性には性的な欲望を抱かない！　性欲を抱くのは身内以外の女性にだけ！　それはブタロウが加虐を受けて気持ちよくなっちゃう相手と一致する！　つまり……」

　先輩は俺おれをびしっと指さし、

「あんたのドＭ体質は――ありあまる性欲が歪ゆがんだ形で出現してしまったものなのよ！」

　と、自信満々な感じで言った。

「ありあまる性欲って……」

　俺は困惑しながらつぶやく。

「間違いないわ！　抑えきれないほどの膨大な性欲……それがマゾヒズムという歪いびつな姿となって現れてしまった。これがドＭ体質の真の原因。それを治療するにはどうすればいいか。原因がわかったのなら治療方法はおのずと見えてくる」

　先輩はふっと余裕の笑みを浮かべる。

「ブタロウのドＭ体質を治すには、ブタロウのありあまる性欲をうまく解消してやればいい！　それに成功すればドＭ体質が目覚めることもなくなるはずだわ！」

　そう叫ぶ先輩は、なぜか『勝った』と確信しているような表情をしていた。

「なるほど……美み緒おの考え方は確かに正しいな」

　と、みちる先生が感心したような声を上げる。

　いったいどこが正しいのだろうか。先輩びいきで適当なセリフを吐くのは本当にやめていただきたい。

「そうでしょ！　やっぱりあたしはすごいわねっ！」

　キラキラした笑顔で言う。

　ああ、ほら先輩が調子に乗っちゃったじゃないですか。

「それで、美緒。砂さ戸ど太た郎ろうのドＭ体質を治す具体的な方法も考えてあるのか？」

「もちろんよ！　昨日の夜、必死に考えたわ！」

　みちる先生のほうに向けていた瞳ひとみを再びこちらに向け、

「ブタロウ！」

「は、はい」

「あんたのドＭ体質を治すために、あんたの異常なほどありあまった性欲を解消してあげるわ！　というわけで来なさい！」

「へ？　ちょ、ちょっと……」

　石動いするぎ先輩は問答無用で俺おれの左手を握ると、そのまま部室の扉のほうに向かった。

　扉近くで一瞬立ち止まると、みちる先生と結ゆう野ののほうに顔を向け、

「これからドＭ治療方法を試してくるから、みちる姉ねえと嵐あらし子こは部室で待ってなさい！　ブタロウが再びこの部室に戻ってくるとき、ブタロウは真人間に生まれ変わってるはずだから！」

「え、えっと、美み緒おさ――」

「行くわよ、ブタ！」

　微妙に不安そうな顔をしていた結野の様子には気付かず、先輩は俺を連れて部室の外に出た。

　がっしりと俺の左手を握り、駆け足に近いほどの早足で校門を抜ける。

「せ、先輩、いったいどこに……」

「黙ってついてくればいいのよ！」

「ちょ……そんな強い力で引っ張られると腕が痛くてはあ、はあ、はあ……」

　俺はちょっぴり気持ちよくなりながら、先輩の小さな背中についていく。

　やがて先輩の足が止まる。

　そこは――

「……本屋？」

　学校の近くにある、本屋だった。

「先輩……どうして本屋になんか……」

「それはね――」

　振り返り、言いかけたところで。

　先輩はなぜかびっくりした猫のような表情を浮かべた。

　先輩の視線が向いているのは、自分の右手――

　俺の左手を掴つかんでいる右手だった。

「あ……」

　いま手をつないでるのに気付きました。そんな様子の先輩は、慌あわてて自分の右手を引っ込めた。そして胸の前で両手を重ねるような格好をする。

　なんか、火傷やけどしそうなほど熱いものに触れてしまった右手を左手でさするような感じだった。

　それから、ふいっと顔を逸そらすように半回転させる。

「石動先輩？　どうかしたんですか？」

　俺は首をかしげる。

「ど、どうもしないわよ」

「でも、ちょっと様子が……」

「う、うっさいわね！　それ以上くだらないこと言うと口の中にスズメバチを放ほうり込むわよっ！」

　先輩は赤い顔をちょっとだけこちらに向け、そう怒鳴った。

「とにかく、ついてきなさい！」

　先輩は本屋の扉を抜け、ずんずんと進んでいく。

　俺おれは仕方なく先輩のあとに続いた。

　わりと広い本屋だった。扉の近くには最近出た新刊や売れている本のタイトルが並び、奥にはハードカバーの小説や文庫の小説が置いてあるコーナー、漫画や雑誌が置いてあるコーナーなどがある。

　先輩は書籍が並ぶ棚のあいだを縫ぬうように進む。

　先輩が目指していた場所、それは――

　エッチな本が並ぶ、18禁コーナーだった。

「え……？」

　先輩はエッチな表紙の雑誌や本を満足そうに眺め、

「うん、なかなか充実しているわね」

「せ、先輩！」

　俺は慌あわてて声を上げる。

「なんでこんなところに……つーか、俺たちはこのコーナーには来てはいけないのですよ年齢的に！」

「うるせえ！　細かいことは気にすんな！」

「細かいことではなくれっきとした法律です！」

　突然の女子高生の闖ちん入にゆうに、そのコーナーでいろいろ物色していた男性客たちがなんか気まずそうなというか生まれてきてすみませんとでも口にしそうなほど申し訳なさそうな顔をしながらすごすごとこの場を立ち去る。

　ああ、申し訳ないのはどちらかといえばこっちのほうなのに……本当にすみません。

　先輩は睨にらみつけるような目で俺を見て、

「しょうがないのよ！　これもあんたのドＭを治すためなんだから！」

「は、はあ!?」

　俺のドＭを治すこととエッチな本にどんな関係が……

「あんたのドＭ体質を治すためには、あんたの異常な性欲を解消しなくちゃいけない！　というわけで、ここにやって来たのよ！」

　と、先輩は言い放はなった。

　それから棚に並んでいたエッチな本を一冊手に取り、

「こういうエロい本はエロい男どもの性欲を解消するために存在してるんでしょ？　ということは、こういう本をいっぱい読めば読むほど性的な欲求は解消されていくってことよね！」

「えーっと、それは……」

　解消というか、なんというか……

「だから、あんたにはこういうエロい本をいっぱい読んでもらって性的な欲望を解消してもらうわ！　エロい本の力で性的な欲望を完全に処理することに成功したとき、あんたのキモいマゾヒズム体質は治ってしまうという寸法よ！」

「あ、あの、石動いするぎ先輩……」

　こういう本をどんなに読んだとしても、性的な欲望を完全に処理することはたぶんできないと思います……一時的には収まるかもしれませんが……

「つーわけで、エロい本をいっぱい買いなさい！　さあ買いなさい！」

　言いながら、先輩は手に取ったエッチな本を俺おれの両腕に抱かかえさせた。

「ちょ――せんぱ……」

「これも！　あ、こっちも！　このスクール水着が表紙のやつもいいわね！」

　先輩は次々とエッチな本を俺に押しつけてくる。

　俺の両腕には二十冊近くの大量のエッチな雑誌やエロい漫画が載せられてしまった。

「ぬ、ぬお……重い……」

「まあ、こんくらいでいいか」

　先輩は満足そうにうなずくと、

「ではブタロウ。レジに行って買ってきなさい」

「ええっ!?」

　俺は驚きの声を上げる。

　思わず本を落としそうになってしまった。

「か、買ってきなさいって……俺がですか？」

「当たり前じゃない。あんたの治療のための本なんだから」

「で、でも……」

「いいから――さっさと行けよ、変態」

　石動先輩は極上の殺気を眼光に乗せる。

　お、おおう、なんて素晴らしい殺気……はあ、はあ、はあ……

　こんな眼光に晒さらされ続けては俺の変態体質が目を覚ましてしまう。

　仕方なく、俺はエッチな本を抱えるように持ったまま、レジカウンターのほうに向かった。

「……あう」

　運が悪いことに――

　レジにいるのは、二十歳ぐらいの若い女性だった。

　すらっとした長身で、髪を茶色に染めたちょっと気が強そうに見える女性。

「おら、固まってないでさっさと買ってきなさい」

　言って、先輩が俺おれの尻しりを軽く蹴ける。

「ぬはあ!?」

　せ、先輩、やばいことはやめてください。かなり気持ちよかったじゃないですか。

　俺は重い足取りでレジの前に立つ。

　店員の女性が気配に気付き、顔を上げる。

「あ、あの、これをくださ――ああ!?」

　後ろめたさによる焦あせりがあったのか、本をレジカウンターの上に置こうとしたときちょっと失敗してしまって縦に重ねていたエッチな本を崩してしまった。

　レジカウンターの上に本の山ができあがる。

　一冊はカウンターの向こうに落ちてしまった。

「す、すみません！」

「いえ、大丈夫ですよ」

　言いながら、女性店員は床に落ちた雑誌を拾い上げ――

　ほんの少しだけ眉まゆをひそめる。

　それから、レジの上の本の山を見つめ、さらに眉をひそめる。

「あの……」

　女性店員が無表情な顔を俺に向ける。

「こういう本は十八歳以上じゃないと買えない決まりになってるんだけど……あなた、いったいいくつ？」

「えっ!?　じゅ、十六歳ですが……」

　と、俺は思わず本当のことを言ってしまった。

「十六……」

「ま、間違えました！　本当は二十六歳です！」

「……そんな大人には見えないけど。あと、高校の制服着てるし」

「こ、ここ、この制服は……ただのコスプレです！」

「…………」

　女性店員の表情が冷たいものに変わる。

　その怜れい悧りな視線が、俺の肉体を興奮させる……はあ、はあ、はあ……

　って、やばす！

　ここで顔を上気させながらハァハァしちゃうのはマジやばすっ！

　で、でも、次第に高まっていく快感を止とどめることはできず、うおおおお……

　ダメだ、このままじゃあ悶もん絶ぜつして我を忘れ――

「どはあああああっ！」

「――っ!?」

　悦楽で我を忘れる直前、俺おれは額ひたいを思いっきりカウンターに打ち付けた。

　女性店員が驚いた声で、

「ちょ、ちょっと……」

「どぶああああ！　おおおおう！　おおおおおおううう！」

　強烈な衝撃によってドＭ的悦楽を分散させようという発想。

　俺はカウンターに何度も何度も額を打ち付ける。

　狂ったように。

　女性店員は気味の悪そうな様子で、

「な、なにそれは？　もしかして土下座っぽくお願いしてるつもり？　そんなことをしてまでエロい本が欲しいの？　あなたの性欲、尋常じゃないわね」

　と、冷たい口く調ちようで言った。

　その口調と視線がさらに快感を加速させちゃうんだばああああ！

　や、やばい！

　マジでやばい！

　このまま興奮して女性店員に詰め寄ったりなんかしたら……下へ手たしたら警察沙ざ汰た、停学とかになっちゃう恐れも……

「エ、エロふぉおおおん！　エエエエエロふおおおおん！」

　意味不明な叫び声まで飛び出しちゃう緊急事態。

　もう予断は許さない、絶望的状態。

　――そこに神は舞い降りた。

「おまえなにを恥ずかしいこと叫んでやがる同じ学校の生徒として恥ずかしいだろうがブタああああああ！」

「ういきゃあああああああああああん！」

　石動いするぎ先輩は俺の腰に両手を回すと、電撃的な勢いのバックドロップをかましてくださいました。おげぶっ。

　脳天に大ダメージを喰くらった俺は、リミッター解除な感じの超快楽に脳みそを汚染され昏こん倒とうした。えへへ、やばいでやんす～。

「うちのブタが失礼しました！」

　先輩は店全体に響くような声で告げると、倒れる俺の後ろ襟を持って本屋を出て行った。

「やれやれ……エロ本を買うことすらできないとは……」

　石動いするぎ先輩はうんざり口く調ちようでつぶやく。

「この方法も失敗ね。次のドＭ治療方法を考えないと」




　部活が終わり、俺おれは帰路につく。

　校門を抜け、下校路を歩く。

　もう三月なのだが外はまだ肌寒い。

　隣には……結ゆう野のがいる。

　俺と結野は最も寄より駅が一緒なので、下校のときはいつも一緒に帰っている。

　もうずっと前からそうだ。その習慣はいまでも変わっていない――結野に告白されてからも。

　だが、二人のあいだに横たわる空気は、以前と同じとは言えなかった。

　あまり会話が弾はずまない。

　会話しててもお互いなんだか緊張している感じがする。

　不自然で、なんだか気まずい。

　……これは、俺のせいだ。

　間違いなくそうだと思う。

　結野ははっきりと、清すが々すがしいほどまっすぐに、俺に好きだと言ってくれた。

　でも、俺はその告白にまだ返答できないでいる。

　結野は俺の気持ちをいろいろ推察して悩んだり苦しんだりしているはずだ。そんな状態で俺と一緒にいるのは……たぶん、つらいと思う。

　情けないな、俺は。

　いっそのこと、しばらく一緒に帰るのはよそうと提案しようかとも思ったが、それはただ俺がこの気まずさから逃げ出したいだけなのかもしれないと思い至って、一度そう思ってしまったらそれを提案することもできなくなってしまった。

　ほとんど会話もないまま電車に乗る。

　最も寄より駅に到着する。

　駅を出たところで、

「じゃあ……」

　と、結野に声をかけ、足を踏み出す。結野とは家の方向が逆なのだ。

「あの――タロー」

　駅から立ち去ろうとしたところで、結野に呼び止められた。

　俺はびくりと肩を震わせてしまった――反射的に。

　そんな俺の様子を見た結野は、一瞬悲しそうな顔を見せる。

　そして、

「……ううん、やっぱりなんでもない」

　無理矢理な感じの笑みを浮かべ、軽く首を横に振る。

「じゃあね。また明日」

「あ、ああ」

　結ゆう野のが俺おれに背を向け、歩き出す。

　その背中をしばらく見つめる。

「……ほんとに情けないな、俺は」

　空を見上げるようにして、俺はつぶやいた。




　帰宅し、夕食を食べ終えたあと、俺は自分の部屋で唸うなっていた。

　ベッドの上に仰あお向むけで寝ころびながら、頭を抱かかえる。

「……はあ」

　深く、深くため息をつく。

　結野は俺に告白してくれた。

　俺はそれにまだ返答できないでいる。

　結野は返答を聞きたいみたいなことを言ってきているわけではないが、言わないだけで本当は俺の返答を聞きたいと思っているはず。

　俺はどうすればいいのだろう。

「いや、ちゃんと俺の気持ちを伝えればいいだけなんだけど……」

　それはわかっている。

　わかっているのだが……

「あー！　もう！」

　俺はぐしゃぐしゃと両手で髪をかきむしる。

「……ダメだ」

　俺はつぶやくと、携帯電話を手にした。

　これはもう、俺より恋愛に慣れているっぽい奴やつに相談するしかない。

　というわけで、辰たつ吉きちに電話することにした。

「もしもし、辰吉か？　ちょっと相談したいことが――」

　電話で相談しようと思っていたのだが、辰吉はちょうど外に出ていたところだということで、俺の家まで来てくれることになった。

　しばらくすると、辰吉が俺の家に到着した。

　玄関で迎え、自室に連れて行く。

「悪いな辰吉、わざわざ来てもらって」

「いいって。ちょうど近くにいたし」

　辰たつ吉きちは繁華街で服を買い終え、家に帰ろうとしていたところだったらしい。買った服が入っているのであろう大きな紙袋を持っていた。

　辰吉は床の上にあぐらをかくと、

「――で、相談ってなんだよ？」

　と、切り出した。

「えっと……じ、じつは……」

　俺おれはしどろもどろになりながら結ゆう野のに告白されたことを告げる。辰吉はなんでも話せる親友なのだが、さすがに気恥ずかしかった。

　話を聞いた辰吉は目を丸くしていた。

「結野がおまえに告白を……マジで？」

「ああ、マジなんだ」

「おお……結野の奴やつ、がんばったんだな……」

　辰吉は両腕を組みながら、感心したような声を上げる。

「本当にびっくりしたよ。結野が俺のことを好きだったなんて……」

「いや、それは俺も気付いてたけど」

「え、ええ!?　いつから!?」

「いつからというか……てゆーか、おまえは本当に結野の気持ちに気付いてなかったのか？」

「ああ。まったく」

　言うと、辰吉は深く長いため息をついた。

「こいつは……まあそれはいいや」

　辰吉は顔を上げ、俺を見つめる。

「それで、返事はしたのか？」

「……してない。じつは、それで悩んでるんだ」

　俺は自分が悩んでいることを辰吉に言った。

　結野に返答できないでいること。

　それによって結野と少し気まずくなってしまっていること。

　すると辰吉は、

「それは、おまえが悪い」

　と、きっぱり言い放はなった。

　辰吉はずいっと俺に顔を近づけ、

「結野は勇気を出しておまえに告白したんだぞ？　おまえはそれに対して、真しん摯しに応こたえるべきだ」

「……ああ、その通りだよな」

「なにも難しいことじゃないだろ。いまのおまえの気持ちを、素直に、正直に、伝えればいいんだから」

　辰たつ吉きちは続ける。

「おまえも結ゆう野ののことが好きなら、付き合えばいい。そうじゃないなら断ればいい。どっちつかずなのが一番結野を苦しめると思うぞ」

「ああ……」

　その通りだ。

　その通りなんだけど……

「でもさ……俺おれって、ドＭ体質じゃねえか」

　ぽつりとつぶやく。

「女の子にちょっと痛いことをされただけで気持ち悪く興奮してしまう変態野郎。そんな俺なんかが、普通に女の子と付き合えるのかな……」

　辰吉は目を丸くして、

「おまえ、それが理由で結野の告白に答えられずにいるのか？」

「いや、そういうわけじゃないんだ」

　そういうわけじゃない。

　それがすべての理由じゃない。それは本当だ。

　でも、自分のこの奇妙な体質のことが少し引っかかっているのも事実だった。

　結野と付き合いたいのかそうでないのかを考える前に、自分のこの体質のことを考えてしまう。付き合うかどうか悩む前に、まずこの体質をなんとかしないと――そんな考えにとらわれてしまって……

「……ふと思っちまうんだよな。ドＭの俺なんかが女の子と付き合っていいんだろうか。その資格があるんだろうか。たとえ付き合ったとしても、絶対にうまくいくわけがない。だから、なによりもまずこのドＭ体質を治してから――」

「馬ば鹿かかおまえ」

「え……？」

　辰吉は睨にらむようにして俺を見つめている。

　なんか、怒っているご様子だった。

「ドＭの俺なんかじゃあ女の子と付き合う資格がない？　じゃあアレですか、女の子と付き合うのは自分のコンプレックスを全部克服して完かん璧ぺき超人になってからじゃないとダメなんですか」

「い、いや、そこまで言ってるわけでは――」

「ふざけんな。コンプレックスなんて多かれ少なかれ誰だれにだってあるもんじゃねえか。そんなもんを言い訳にする奴やつは最低のへたれ野郎だ」

「そこまで言わなくても……」

「それに――結ゆう野のは、おまえのドＭ体質のことを充分に知ってるだろうが」

　辰たつ吉きちは真剣な声で告げる。

「おまえが気持ち悪く身み悶もだえる姿をずっと近くで見てきて……誰だれよりもおまえが変態であるってことを知ってて……それでも、おまえに告白したんじゃねえか。好きって伝えたんじゃねえか。それなのに、おまえがドＭ体質を気にして言い訳にしてどうすんだよ」

「…………」

　確かに、その通りだ。

　結野は……俺おれがドＭであることを知っているのに、俺に好きと告げてくれたんだ。

　辰吉はふうと息をついてから、続ける。

「まあ、確かにドＭ体質ってのは気持ち悪い。親友の俺でも、おまえが興奮する姿がキモすぎて直視できなくなるときがある。人間としてかなりのマイナス部分だ、間違いなく」

　……辰吉さん、それはちょっと酷ひどすぎませんか。

「でも……おまえはただ変態なだけじゃないだろ？　ドＭってのは確かにマイナスだけど、おまえはそれ以上のプラスを持った奴じゃねえか。俺はそう思ってる。結野もきっとそう思ってる」

　そこまで言った辰吉はちょっと恥ずかしくなったのか、唇を尖とがらせるようにして俺から顔を逸そらし、

「……だから、『俺なんか』って卑ひ屈くつな言葉は二度と使うなよな。俺がムカつくから」

「辰吉……」

　俺は辰吉の言葉を胸の中で何度も噛かみしめたあと、

「ああ、おまえの言うとおりだ」

　言って、ほほ笑む。

「ありがとな、辰吉」

「わ、わかればいいんだよ」

　辰吉はまだ恥ずかしそうにしていた。

　――うん、本当にその通りだ。

　コンプレックスとか、資格とか、そんなのはまったく関係ない。

　関係があるのは……

　俺が、結野のことをどう思っているのか。

　その一点だけだ。

　そのことにはっきり気付かせてくれた辰吉に感謝する。ときに俺のためを思って厳しい言葉を使ってくれる辰吉は、本当に大切な親友だと思った。

「…………」

　俺おれは瞼まぶたを閉じ、自分の意識に深く潜もぐる。

　瞼の裏に映し出されたのは――結ゆう野のの笑っている顔。

　怒っている顔。

　泣いている顔。

　怖がっている顔。

　きょとんとした顔。

　不安そうな顔。

　寂さびしげな顔。

　そして……やっぱり、笑っているときの顔。

　結野のいろんな表情が、いろんな姿が、これまで起こった様々な出来事とともに脳裏によみがえってくる。そのとき湧わき上がった俺の感情とともに。その感情を、俺は素直な気持ちで吟ぎん味みする。

　かなり長いあいだ黙っていたのだが、辰たつ吉きちはなにも言わず待ってくれていた。俺は瞼を開けると、

「俺は……」

　辰吉に向かって告げる。

　俺が結野のことをどう思っているのかを。

「俺は、結野のことが好きだと思う」

　友人としてはとても好きだ。いや、それ以上の好意も……

　それは、結野に告白された時点ですでにわかっていたことだったんだ。いま思えば。

「だったら……」

「でも――」

　でも――いや、だからこそ、簡単に『付き合おう』とは言えなかった。

　好きだからこそ……真剣に考えて、自分が結野をどう思っているのかを本当に本当にちゃんと考えたうえで、答えたかった。応こたえたかった。

　そういう気持ちをたどたどしく辰吉に告げると、

「……なんか生き真面目まじめすぎる気がするけど。好きって気持ちが少しでもあるんなら付き合ってみていいと思うんだが」

　ふっと苦笑しながら言う。

「ま。おまえらしい感じはするけどな」

「……できるだけ早く答えを出すようにはするつもりだ。マジで」

「まあいろいろ言ったけど、結局は当事者どうしのことだからな。おまえがじっくり考えたいんなら、そうすりゃいいんじゃねえか？」

「ああ……」

　辰たつ吉きちは後ろ手に両手をつきながら、独ひとり言のように、

「もしかしたら、結ゆう野のも本当は告白の答えなんて聞きたくないとか思ってるかもしれないし。言っただけで充分、みたいな」

　俺おれは顔を上げ、

「なんだよそれ。おまえ、結野の告白に真しん摯しに応こたえるべきだとか……」

「俺はそう思うんだけどな。でも、結野が本当はどう思ってるかなんて、結野にしかわからねえじゃねえか。女の子の気持ちなんて、所しよ詮せんは男にすぎない俺たちには理解できねえよ」

　と、どこか投げやりな口く調ちようで言う。

　とても無責任なセリフだったが、なんか妙に納得してしまう。

「そうだよな……女の子の気持ちなんて、わからないよな……」

　そのとき、辰吉がなにか思いついたような顔をした。

「女の子の気持ちか……」

「ん？」

「いや、女の子の気持ちがわかれば、いまのおまえの相談にももっと実のあるアドバイスができるんじゃないかと思って――ちょっと待っててくれ」

　言って、辰吉は部屋のドアを開けて外に出た。横に置いていた紙袋を持って。

　なんだよ、あいつ……

　しばらくして、部屋のドアが開き――

「オーホッホッホッホッホッ！」

　高笑いが炸さく裂れつした。

「な……」

　俺は絶句する。

　艶つやのある長い髪に、涼やかな目元。

　そこには、なぜか女装した辰吉が立っていた。

「オーホッホッホッホッホッホッ！　完全無欠のエンドレス貴族、ここにご光臨ですわ！」

「ご光臨するんじゃねえ！」

　俺は激しく怒鳴った。

「おまえなんで女装してやがるんだ！　わけわかんねえぞ！」

「女の子になれば、女の子の気持ちがわかる。そーゆー理屈でこの姿になったのでしてよ！　すべてはグズグズ庶民であるあなたのため！　血へど吐くほど感謝しなさい！　オーホッホッホッホッホッ！」

　と言ってから付け加えるように、

「じつは、さっき繁華街で買った服を一刻も早く着てみたかったから――とか、そんな理由ではないですわよ」

「絶対にそっちの理由がメインだろうがボケ！」

　クソ、この女装野郎は本当に……

「やっぱりこの服はかわいくて素晴らしいですわ！　あなたもそう思わなくて？」

　得意げに言うと、辰たつ吉きちはその場でくるっと綺き麗れいに回転する。長い髪がそれを追いかけるように舞う。

　いまの辰吉は、アイボリーを基調とした厚手のワンピースを着ているのだが……

「…………」

　腹が立つことにそれがすげえ似合っているのだった。

　ちくしょう。本当に腹が立つ。

「あらら？」

　俺おれの表情を見た辰吉の瞳ひとみがいたずらっぽくゆるむ。

「あなた、わたくしのかわいさ＆美しさに言葉も出ないようですわね」

「そ、そんなわけねえだろ！」

　辰吉は俺の目の前に正座するように座ると、不意打ち気味な感じで顔を近づけてくる。

　男とは思えないほどの整った顔立ち。小悪魔っぽい、かわいらしい表情。

　辰吉の思惑通り――俺はドキッとしてしまった。

「うふふ……」

　こいつ、俺をからかって遊んでやがる。

　なんてムカつく奴やつなんだ。俺はそんなことを思いながら、辰吉から顔を逸そらした。たぶん、ちょっと顔を赤くしながら。

　女装辰吉は立ち上がると、

「あ……わたくし、いいことを思いつきましたわ！　貴族的ナイスアイデアを！」

「いいアイデア？」

「そうですわっ！」

　辰吉は両腕を組むと、

「結ゆう野の凡民があなたに告白したのはバレンタインデー……もうけっこう前のことですわね」

「まあ、そうだな」

「そんな前のことだと、あなたがそのとき感じた気持ちも劣化してしまうものでしょう？　というわけで、いまからここで告白の場面を再現して、そのときのあなたの気持ちをよみがえらせるのですわ。告白されたときあなたがどんなふうに思ったのか、もう一度新たな気持ちで知ることができるのですわよ」

「告白の場面を再現って……どうやって……」

「わたくしが結ゆう野の凡民の役をやって、いまからあなたに告白いたしますわ」

「は……？」

「我ながら素晴らしいアイデアですわね！　さっそくやってみましょう！」

　言って、辰たつ吉きちは俺おれを立ち上がらせる。

「ちょっと待て……そんなことやって、意味あんのかよ……」

「それはやってみないとわからないですわ！」

　辰吉に強引に説得されて、バレンタインデーでの告白の場面を再現することになった。

　俺と辰吉は向かい合って立つ。

「では……はじめますわよ」

　今日はバレンタインデー――という設定。

　ここは部室――という設定。

　いま俺の目の前に立っているのは結野――という設定。

　女装辰吉は胸の前で手を組み、俺を見つめ、言った。

「劣等種族……」

「待て」

　俺は片手を突き出し、ストップをかける。

「……結野は、俺のことを劣等種族とは呼ばない」

「そうですの？　……しょうがないですわね、やり直しますわ」

　辰吉は俺を見上げ、

「タロー庶民……」

「おしい」

「タロー下しも々じもの者……」

「ちょっと遠くなった」

「タロー……」

　女装辰吉は、告げた。

「わたしは……タローのことが、好きです……」

「……っ！」

　潤んだ瞳ひとみ。上気した頬ほお。力を込めて握られた胸の前の両手。震える声。

　それは――なんというか、迫真の演技だった。

　こいつ、本気で俺のこと好きなんじゃないか……一瞬そう思ってしまったほどだ。

「あ……う……え、えっと……」

　なんか、俺はしどろもどろになってしまった。よくわからない危機感を覚えて女装辰吉の瞳から目を逸そらす。

　と――

「本当に……大好きなの！」

「うおおっ!?」

　いきなり、女装辰たつ吉きちが抱きついてきた。

　俺おれの首に両腕を回し、ぎゅーっと体を密着させてくる。

「た、辰吉!?　なにを……」

　あたふたしながら言う。かなり顔が熱い。

「あら？　結ゆう野の凡民は抱きついたりはしなかったんですの？」

「当たり前だ！　あいつは男性恐怖症だぞ！」

「そうでしたわね。うっかりしてましたわ」

　とにかく離れろよ――そう言おうとしたとき。

　部屋のドア付近に、異様な気配を感じた。

　慌あわててそちらに顔を向けると――

「な、なんか太た郎ろうちゃんの部屋が騒がしかったから様子を見に来たんだけど……」

「こ、この状況はいったいなんなんでしょうか……？」

　超危険生命体、俺の姉と母が立っていました。

「姉貴!?　母さん!?」

　俺は慌てて辰吉から離れる。

「た、太郎ちゃんがどっかの小娘と抱き合ってる……そんなふうに見えるんだけど……」

「わ、わた、私にもそう見えます……信じたくはありませんが……」

　二人は血の涙を流しながらこちらを見つめている。

「う、うはう……」

　辰吉は姉貴と母さんのほうを見つめながら、大量の汗を流していた。二人の全身から放はなたれている恐ろしい殺気におののいているのだろう。ほんと、トイプードルくらいだったら近づいただけで死んじゃうんじゃないかというほど高密度の殺気だった。

「あ、そうか。わかったよ」

　姉貴は殺気を放ちながら、言った。

「あの小娘はきっと、太郎ちゃんのクラスメイトかなにかなんだよ。で、イケメンな太郎ちゃんのことが好きになっちゃって、部屋に不法侵入して夜よ這ばいをしかけようとした。でも、太郎ちゃんにはまったくその気がないから、とても困ってた」

「なるほど、そういうことでしたか。さすがは静しず香かさん、鋭いですね。つまり……あの小娘は、太郎さんと相思相愛で抱き合っていたのではなく、一方的に抱きついていただけだと」

「うん、そうだよ。迷惑千万な不法侵入娘なんだよ」

「そんなはた迷惑な小娘には……おしおきが必要ですね……」

「そうだね……おしおきが必要だね……」

　二人は怖い声でつぶやくと、素早く辰たつ吉きちに近づき、両サイドから両腕をがしっと掴つかんだ。

「え、あ、ああ、あの……なんですの？」

「ちょっとおしおきするから、こっちに来てよ……」

「大丈夫です、軽くおしおきするだけですから……」

「は、放はなしなさい！　わたくしは貴族の中の貴族、タツミ・アントワネット――というかすごく嫌な予感がしますので放してですわあああああああああああ！」

　イヤイヤと首を振る辰吉を、二人は無表情で連行していく。

　俺おれは展開について行けず、なにも言葉を発することもできず、呆ぼう然ぜんとしていた。

　しばらくして――

　階下から、女装辰吉の壮絶な絶叫が聞こえてきたのだった。




　翌日。

　すべての授業が終わったあとの放課後。

　はあ……また部室に行かないとダメなのか……メチャクチャなドＭ治療を受けなきゃいけないのか……

　そんなことを思いながら、椅い子すから立ち上がったとき――

　教室を出ようとしている、結ゆう野のの姿が目に入った。

「結野……」

　今日の授業中は、ずっと結野のことを考えていた。

　自分が結野のことをどう思い、どういう関係になりたいのか。

　俺は、結野の告白に、どんな言葉で応こたえるべきなのか。

　そんなことを考えていた。

　自分がドＭだからどうこうという受け身の考えではなく、自分が結野をどう思っているのかを、自分なりに真剣に考えた。

　でも、まだ答えは出ていない。

　うーん……なんか、考えすぎて知恵熱が出そうだ……

「……ほんと、マジで、勘弁してほしいですわ……これ以上酷ひどい拷ごう問もんをされたら、わたくしは人格崩壊……うふふふ……」

　近くの席では、辰吉が両手で頭を抱かかえ怖い微笑を浮かべながらなにやらぶつぶつとつぶやいている。朝からずっとこんな感じだった。

「た、辰吉、大丈夫か？」

「貴族的にもう限界ですわ……おっほっほ……」

　昨日のおしおきがよほど苦しかったのだろう、かなりの精神的外傷を負おっているようだった。女装していないのに貴族人格が漏もれ出ているのがなんかやばさを表しているように思える。

「姉貴と母さんの隙すきを見てたすけだしたんだけど……そのときにはすでにボロボロだったからな……」

　二人に女装していることがバレなかったのが不幸中の幸いだったのかもしれない。

　そして、辰たつ吉きちの近くでぶつぶつつぶやいている男子がもう一人――

「どこに……いるんだ……愛する……マイハニー……会いたい、会いたい……」

　クラスメイトの小太りな男子、内うち原はらくんだった。

「う、内原くん？」

　その雰ふん囲い気きがあまりに異質だったので、俺おれは思わず声をかけてしまった。

　内原くんはガラス玉のような瞳ひとみをこちらに向ける。

　俺はちょっと及び腰になりながら、

「ど、どうしたんだ？　なんか元気ないみたいだけど……」

「マイハニーが……」

「え？」

「バレンタインデーのとき僕に本命チョコを渡してきたマイハニーが……どこを探しても見つからないんだ……」

「…………」

「同じ学校だってことは間違いないはずなのに……会いたい、とても会いたいよ……」

「そ、そうか……それは、残念ですね……」

　俺は引きつった笑みを浮かべながら言う。

　内原くんが探しているというマイハニー……いくら探しても見つかるはずはない。なぜなら、それは女装した俺なのだから。

　内原くんは俺の顔を見つめながら「……ん？」とつぶやく。

「砂さ戸どくん……」

「なんだ？」

「砂戸くんは……マイハニーにちょっと顔立ちが似てる気がする……」

「――っ!?」

「もしかして、マイハニーは砂戸くんのお姉さんとか……」

「な、なななにを言ってるんだよ内原くん！　俺は内原くんのマイハニーとはなんの関係もありませんというわけでこれで失敬！」

　俺は冷や汗を流しながら教室を出て、部室を目指した。

　部室に到着。












　俺おれが部室に入ったとき、すでに結ゆう野のとみちる先生はいたのだが、まだ石動いするぎ先輩は来ていなかった。が、俺が到着してから数分も経たたないうちに――部室の扉が開き、先輩が姿を現す。

　今日の先輩は一人ではなかった。隣に、人を連れている。

　部室にやってきた先輩は、

「ブタロウのドＭを治療するのは、本当に難しい……」

　真剣な顔をしながら言う。

「というわけで――今日は助っ人を用意したわ！」

「……どうも。助っ人の間ま宮みや由ゆ美みよ」

　先輩の隣に立っているツインテールの女子、結野の親友である間宮由美さんが、両腕を組みながら仏ぶつ頂ちよう面づらで言った。

「え？　由美？」

　結野がぽかんとした顔で、

「由美が助っ人って……」

「こいつは変態的なマッサージ術の使い手！　そのマッサージ術の中にブタロウのドＭを治せるようなマッサージがないかって訊きいたら『ないこともない』って言ったんで部室に連れてきたの！」

　と、石動いするぎ先輩が得意げに言った。

「マッサージでドＭを治療……そんなことが本当に可能なのか？」

　みちる先生がいつもの無表情で尋たずねる。

　間ま宮みやさんは小さくうなずく。相変わらずの不機嫌そうな顔で。

　間宮さんはゆっくりと俺おれのほうに近づいてくる。

　そして、俺の耳元で囁ささやくように、

「……嵐あらし子こに聞いたんだけど」

「え？」

「嵐子……あなたに告白したんだって？」

「――っ!?」

　俺は思わず息を呑のむ。

「あなたはまだ嵐子に返事をしてないみたいだけど……」

　そこまで言って、間宮さんは全身から怒気を迸ほとばしらせる。

「あなたみたいな変態と嵐子が付き合うなんて……わたし、どうしてもゆるせないわ。どうしても」

「う、うう……」

　氷のような口く調ちよう。怖すぎる。

「でも……あなたが嵐子の返事を断ったら、嵐子はきっと泣くわよね。わたしの大事な嵐子を泣かすなんてこともゆるさない。絶対に」

「で、ではどうしろと……はあ、はあ、はあ……」

　俺は微妙に気持ちよくなりながら言う。

　間宮さんはすっと俺から一歩離れると、

「じゃあドＭ治療のためのマッサージをやるわ」

　と、言った。

　そして間宮さんは「ふおおお……」と呼気を吐き出しながらなにやら構えをとる。

　俺はふと疑問に思った。

　俺のことが大嫌いな間宮さん。

　そんな間宮さんが、どうして俺のドＭ治療を治すために協力してくれる気になったのだろうか。

　訝いぶかしく思いながら間宮さんを見つめ――俺はハッと気がついた。

　間宮さんの双そう眸ぼうに宿るのは、この上なく純粋な殺意。

　いまからなにかしらの治療をしようとしている人間の目には見えなかった。

「ま、まさか、間宮さ――」

「間宮流マッサージ術・殺人術――気げ通つ我が点てん衝しよう――！」

「ひ、ひいいいいいいいいいいいい！」

　刺突するように右手の人差し指を繰り出す間ま宮みやさん。俺おれは横っ飛びでそれをかわした。

「チッ！　あなた、どうして避よけるのよ！　せっかく治療してやるって言ってんのに！」

「ウソつけ！　いま殺人術とか言ってただろうが！　つーかなんでマッサージに殺人術があるんだ!?」

「うるさい！　おとなしく殺されなさいっ！」

「やっぱり殺す気ですね!?」

「ちょ、ちょっと間宮!?　あんたなにご乱心してるのよ！」

「間宮由ゆ美み。冷静になれ」

「由美！　やめて！」

「黙れええええええええ！　この変態を殺してわたしも死ぬうううううう！」

「ひぎゃあああああああああああああ！」

　俺は泣き叫びながら間宮さんから逃げ出した。




　さらに翌日。

　放課後、部室に向かうと、

「今日は屋上でドＭ治療を行うわ」

　と、石動いするぎ先輩が言った。

　先輩に連れられ、俺、結ゆう野の、みちる先生は屋上に向かう。

　屋上への扉を開く。そこにはすでに人影があった。

　髪の毛を頭の右側で結んだ、小学生にしか見えない少女。あれは……

「ひ、柊ひいらぎさん？」

「はいです」

　柊ノアさんは、にっこりほほ笑みながらうなずいた。

「えっと……どうして柊さんが……」

　俺は首をかしげながら言う。

　と、先輩が柊さんに近づき、

「このチビッコは今日の助っ人よ」

「チビッコじゃないです！」

　柊さんはウキーと怒いかりながら言った。

　先輩はぽんぽん柊さんの頭を叩たたきながら、

「あたしの考えたドＭ治療を行うには、このチビッコの協力が必要だったの。だから頭を下げてお願いしたわけよ」

「あ、頭を下げてお願い!?　ウソです！　暴力で脅きよう迫はくしたです！　いきなり発明部の部室にやってきて部室にいた日ひ村むらをボコボコにして『こうなりたくなかったらおとなしくあたしに協力しなさい』って――」

「うっさいわねえ。細かいことをごちゃごちゃと」

「どこが細かいことですか!?　日村はいまも保健室で気絶中ですよ!?」

「じゃあブタロウ、今日どんなドＭ治療をするつもりか教えてあげるわ」

「む、無視するなです！」

　柊ひいらぎさんは両りよう拳こぶしをぶんぶん上下に振りながら怒っている。

　先輩は柊さんに向かって、

「ほら、チビッコ。例のやつを出しなさい。ちゃんと作ってきたんでしょ？」

「……こいつ……マジでむかつくです……」

　柊さんはぶつぶつつぶやきながら、傍かたわらに置いてあった大きなバッグを開けた。

　取り出したのは、なんかバネの固まりのような謎なぞの物体。

　それを俺おれのほうに近づけると――

「う、うおっ!?」

　バネの固まりがびょーんと展開し、俺の全身に絡からみついた。

「装着完了です」

　と、柊さん。

　バネを束たばねて作った鎧よろい――そんな感じの代しろ物ものが、俺の体に装着されている。

「な、なんだこれ？」

　俺は自分の体を見下ろす。腕や足を動かすとギシギシとバネが鳴る。

「うんうん、なかなかいい感じじゃない」

　先輩は満足そうに俺の姿を眺めている。

「せ、先輩、柊さん、これは……」

「それは――あたしがチビッコに頼んで作らせた、ドＭ矯きよう正せいギブスよっ！」

　と、先輩は大声で言いはなった。

「ドＭ矯正ギブス……？」

「そうよっ！」

「それはいったい――」

「みちる姉ねえ」

　先輩はみちる先生のほうを向き、

「ちょっとブタロウをいじめてみて」

「了解した」

　みちる先生は俺の目の前に歩み寄ると、無表情のまま鋭いビンタをした。

「おのでっ!?」

　予備動作のほとんどない見事な一撃。

　みちる先生は相変わらずの無表情、何事もなかったかのように俺おれを見つめている。

　その鋭いビンタが……みちる先生の路ろ傍ぼうの石でも眺めているかのような視線が……

「はあ、はあ、はあ、はあはあはあ……」

　この上なく俺を高まらせてくれる。

　そして、俺の理性は弾はじけた。

「うおおおおおおおお！　ちるちるちるちるみちるせんせえええ！　もっともっともっとわっちをいじめてくださあああい！」

　我を忘れた俺はみちる先生に飛びつこうとして――

「へぐばっ!?」

　突然の拘束に自由を奪われた。

「ぐ、あ、おお……？」

　俺は直立不動の姿勢でその場に立っていた。なぜか身動きがまったくできない。

　いったいこれは……

　なぜ身動きがとれなくなったのか――俺はそれにすぐ気付いた。さきほど装着させられたドＭ矯きよう正せいギブスとやらが俺の全身を締しめ付け、動きを拘束しているのだ。

「どうやら成功みたいです」

「うん、そのようね」

　柊ひいらぎさんと石動いするぎ先輩が続けて言った。

「せ、先輩……これは……」

「ドＭ矯正ギブス。あんたがドＭ的に興奮して我を忘れたら装置が作動し、あんたの動きを強制的に停止させるのよ」

「ノアが作ったです」

「あんたはドＭ的に興奮すると、我を忘れて変なアクションを起こしたり加か虐ぎやくを与えた女性に飛びつくという残念な習性があるわ。それをこのギブスで矯正するの」

「ノアが作ったですよ。さ、砂さ戸どくんのために……わずか三十分で……」

「このギブスをつけてあんたに加虐を与える。あんたは我を忘れて気持ち悪い動きをしようとするけど、そのときギブスが働いてあんたの体の動きを止める。それを何度も繰り返す。すると、なんということでしょう、ブタロウはいつの間にかギブスがなくても気持ち悪い動きをしなくなったのです。興奮して我を忘れそうになると体が直立不動に拘束される――肉体がそう覚え込んでしまったのです」

「最初は脅きよう迫はくされてしかたなくだったですけど……でも、砂戸くんのためだってことがわかってから、ノアは一生懸命このギブスを作ったです。こ、心を込めて……」

「この方法じゃあ女性から加虐を受けるとドＭ的に興奮しちゃうという根本の習性を治すことはできないけど、我を忘れての暴走を制御することができるわ。それはもう端はたから見ればドＭが治っていると同じこと。あんただってかなり生きやすくなるはず」

「だ、だから、がんばったノアを褒ほめて欲しいというか、頭を撫なで撫でして――」

「あんたさっきからうるさいわよ」

「ほにゃ!?」

　先輩から強烈なデコピンをもらった柊ひいらぎさんは、涙目になりながらうずくまった。

「う、うう、痛いです～」

「さて」

　先輩は俺おれの目の前に立つ。

「じゃあ説明は終了。いまから加か虐ぎやくを与える作業に移りたいと思います」

　先輩が右みぎ拳こぶしを振り上げる。

　俺は慌あわてながら、

「ちょ……せ、せんぱい、待って――」

「おらあああああああ――っ！」

「ふもっふぁ!?」

　先輩の拳が俺の顔面にめり込む。頭ず蓋がい骨こつが粉砕しちゃいそうな一撃だった。

　俺は派手に後方に吹っ飛ぶ。

　さっきのみちる先生のビンタとは威力が段違い。

　だから快楽も段違い……はあ、はあ、はあ、はあはあはあはあはあ……

「あびょらあああああああああああああああ――――っっっ！　うおおおーん！」

　がばっと立ち上がった俺は、力士が突っ張りをするような動きで先輩のほうに近づこうとして――ドＭ矯きよう正せいギブスが作動、問答無用で体が拘束される。

「はあ、はあ、はあ、はあああああああん！　あはあああああん！」

　俺は直立不動の姿勢で悦楽の雄お叫たけびを上げる。

「おらあ、もう一丁！」

「どうすああああ――っ！」

　鉄てつ拳けんのおかわり。二発目の拳をいただいた俺は、後頭部をコンクリートの床に激突させる。尋常じゃないほどの快楽が全身に広がる。

　俺はびょんと立ち上がり、先輩に抱きつかんばかりの勢いで駆け寄ろうとして――強制的に直立不動。動けなくなる。

「お、おおおお……おはあああふううううう……」

　ギブスが容赦なく俺の全身を拘束し、俺の動きを止める。ギシギシ、ギシギシと強烈な力で締しめ上げてくれる。

　あ、ああ、あほおん……超絶美少女の鉄拳によって身もだえるブタ肉体を、ロリロリ天才美少女が作った怪あやしげなギブスがギシギシと締しめ上げてくださる……

　その快楽の相乗効果によって俺おれの興奮はかつてないほどに高まってしまって……はあはあはあはあ……

「う、うううう、うううおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　右足が、前に進む。

　次に左足。

「な……？」

「え……？」

　先輩と柊ひいらぎさんが驚きの声を漏もらす。

「おにょにょおーん……し、しぇんぱい、もっともっと殴ってくだしゃいよ……はあ、はあ、はあん……えへへへへ……」

　興奮がギブスの拘束を超える。

　俺は両腕を前に出し、口からベロを出した気持ち悪すぎる表情で、ゆっくりゆっくりと先輩たちのほうに近づいていく。

「も、もっと殴って……おねがいだよぉ……はあ、はあ、はあ……」

「う、うおう！　まるでゾンビのような動き……」

「砂さ戸どくん、怖いです……」

　先輩と柊さんは微妙に怯おびえた表情を浮かべていた。

　先輩はあわてた様子で、

「ちょ、ちょっとチビッコ！　なんであいつ動いてるのよ！　なんとかしなさい！」

「わ、わかったです」

　柊さんはポケットから小型のリモコンのようなものを取り出す。それを操作する。

　その瞬間――

「げぶっ!?」

　ギブスが全身を拘束する力が強まり、俺は急停止した。

「ギブスのパワーを上げたです。これで大丈夫――え？」

「う、うほひひふふふへほ……！　あぽあ！」

　す、すごい拘束！

　さらにさらに興奮しちゃうよお！

「そ、そんな……どうしてまだ動けるですか……？」

「チビッコ！」

「こうなったら――マックスパワーですっ！」

　柊さんがリモコンを操作する。

　ギブスの力がアップ。それも恐ろしいほどに。

「ぐ、ぐばあ！」

　うぼお……これは、さすがに動けない……

　直立不動になった俺おれを見て、柊ひいらぎさんはホッと胸を撫なで下ろす。

「ふう。これで一安心です」

　ギブスはすごい力で俺を締しめ上げてくる。

　それは本当にすごい力で……

「げ、げぎょおおおお――っ!?」

　俺は叫び声を上げた。

　ちょ、ちょっと柊さん、ギブスの力が……

「えっ!?」

　柊さんが両目を見開く。俺とリモコンを交互に見つめながら、

「あ、あれ？　マックスパワーからさらにパワーが上がって……ノアはなにもしてないのに……」

「チ、チビッコ！　ブタロウの体が……」

「ぎ、ぎゃあああああああああ！」

　ギブスの力がさらに強まる。さらにさらに強まる。とんでもなく強まる。

　ギブスの強烈なパワーのせいで左腕がねじり上げられるように背中のほうに回され、右腕が内臓を破裂させるほどの勢いで腹に回され、両足のふくらはぎが首の後ろに……

「リモコンの制御を受け付けない……ど、どうやら故障してしまったみたいです！」

「故障って……ど、どうすんのよっ！　なんかブタロウの体がどんどん圧縮されて球体に近づいていって……」

「ぎょ、ぎょあああああああああああああああああ！」

「あ、あわわ！　あわわわわ！」

「な、なんとかしなさい！　このままじゃあブタロウが肉にく塊かいになっちゃうわよっ！」

「どぎゃああああああああああああああああああああああああああ！」

「こうなったら――最後の手段です！」

　柊さんは言うと、リモコンの下のほうにあったカバーを開ける。

　カバーの下には、大きな赤いボタンがあった。

「このボタンは別系統で制御されてるです。だから、ギブスも受け付けるはずです」

「そのボタンを押せば、あのギブスは停止するのね!?」

「えっと……まあ一応は。でも――」

「じゃあさっさと押しなさいよっ！」

　先輩は言うと、柊さんの横から赤いボタンを押した。

「でも、これは自爆ボタンで……」

「え？　自爆ボタン？」

　自爆ボタン……？

　その言葉を頭の中でつぶやいた瞬間――俺おれの全身が爆音と閃せん光こうに包まれた。

「ばぼらあああああああああああ――――っっ!?」

　全身が粉々になるような衝撃。超激痛と超快感。

　俺の体はきりもみ回転しながら空高く舞い上がった。

「ブタロウが、飛んだ……」

「飛んだです……」

　先輩と柊ひいらぎさんは唖あ然ぜんとした表情で俺を見上げている。みちる先生はいつもの無表情、結ゆう野のは顔を青くしていた。

　そして――

「ぺぎょおお！」

　俺は、顔面から屋上に墜つい落らくした。

「…………」

　俺は屋上にうつぶせで倒れながら、気絶した。

「飛べないブタロウはただのブタロウ……でも、飛んだブタロウもただのブタロウだったわ……」

　気絶する直前、先輩がそんな意味不明なことをつぶやいていた。




　俺がはじめて飛んだ日の夕方からは、コンビニのアルバイトがあった。

　レジカウンターに立つ店長――道どう明みよう寺じさんが俺に言った。

「砂さ戸どくん、ちょっとそこのジュース補充しといてくれへんやろか？」

「……え？」

「ジュース補充しといてくれって言うてまんねん。お願いしますよって」

「は、はあ……」

　俺は言われたとおり、ジュースを補充した。

「おお、ほんまおおきに。おおきにでんがな」

「…………」

　俺はジト目で店長を見つめる。

「ん？　どしたん、砂戸くん」

「あの、店長……どうして急に関西弁で喋しやべってるんですか？　この前までは普通に標準語だったのに……」

「よくぞ訊きいてくれまんがなっ！」

　店長はなぜか得意げな感じで言った。

「じつは、僕の大好きなアニメ『マゾマンガ大王』に出てくる兵ひよう庫ごさんという女の子がね、関西出身でかわいらしい関西弁を喋しやべっているんだよ！　だから僕も関西弁で喋ることによって関西人になろうと思ったんだ！　兵庫さんにちょっとでも近づくために！」

「兵庫さん？」

「兵庫から転校してきた女子高生だから、みんなに兵庫さんというあだ名で呼ばれてるんだよ！　貧乳なことをちょっと気にしている、愛らしい女の子なんだ！　ああああ、兵庫さん……僕は本当に兵庫さんを愛している……」

「へえ、そうなんですか」

　と、俺おれはどうでもいい口く調ちようで言った。

「つーか、言葉が標準語に戻ってますよ？」

「おお、こいつは気付きまへんでしたわ！　ほんま修行が足りまへんでっしゃなー！」

「あと……なんか、店長の関西弁って、ちょっと変な感じがするんですが……」

「え……？」

　店長は驚いた表情で俺を見る。

「変な感じ……？」

「はい。大げさすぎて違和感があるというか」

「……それは、僕も思ってたんだよ」

　店長は真剣な顔で告げる。

「兵ひよう庫ごさんと同じように関西弁で喋しやべりたいのに……関西人になりたいのに……うまくできないんだ……それが、本当につらい……」

　いや、いくら関西弁で喋っても関西人にはなれないけど……

「僕が思うに……」

　店長は言った。

「僕に足りないのは、たこ焼き分だと思うんだ」

「たこ焼き分？」

「たこ焼きに入っている成分だよ」

　言うと、店長はどこからともなく大量の冷凍たこ焼きを取り出した。うちの店でも扱っている商品だ。

「関西といえばたこ焼き。関西人の体はたこ焼きでできている。だから、たこ焼きを大量に摂取すればするほど関西人に近づける、兵庫さんに近づける――というわけでんがなあああああああ！」

　叫びながら、店長はすごい勢いで冷凍たこ焼きを口の中に放ほうり込む。冷凍のまま。

「ちょ、ちょっと店長！　それはあっためてから食べないと体をこわしちゃいますよ！」

「関西人になるためにはこうするしかないんやああああああああ！」

「そんなことをしても関西人にはなれません！　ほ、ほんまにもうやめなはれえええ！」




　そして、翌日。

　陽光が俺おれの瞼まぶたをくすぐる。俺は目を開けた。

「……ん……朝か……」

　俺は布団の中でため息をつく。

「学校いかなきゃ――つ……」

　なんか頭が痛い。

　それに、腹も痛い気がする。

　つーか胃が。

　早く起きて学校に行かなければ……そう思えば思うほど、痛みは増していく。

「これはもしや……ストレスから来る痛みか？」

　たぶん間違いない。

　連日連夜のドＭ治療による心身の疲労が限界を突破し、肉体を変調させているのだ。

「俺、そこまで追いつめられてたのか……」

　まあ、無理もないけど。

　俺はかなり悩んだ結果、












「今日は休もう……」

　という結論に至った。

　こんな状態では学校には行けない。今日は、今日だけは、ゆっくり休んで体を回復させよう。そう思った。

　――布団の中で丸まって過ごす。

　一眠りして何気なく時計を見ると、正午近く。

　俺おれは軽く昼ごはんを食べてからまた一眠りする。

　頭と胃の痛みはもうすっかりなくなっていた。

　もともと回復力は高いほうなのである。

「休むまでもなかったかな……」

　つーか、ほんとに休んでしまったんだな……

　きっと先輩は今日もドＭ治療を考えていたはず。

　俺が休んだせいでそれを実行することが出来なかった。

「石動いするぎ先輩、怒ってるかも……」

　そう考えると、すごく怖かった。

「う……ま、また胃が……」

　そのとき、家のインターホンが鳴った。

「あ、誰だれか来た」

　俺は部屋を出て玄関に向かう。

　体調がメチャクチャ悪かったら居留守を使っていたかもしれないが、そうでもないので出ることにした。

　玄関のドアを開けると――

「え……？」

　ショートカット気味の髪に、大きな瞳ひとみの女の子が立っている。

「ゆ、結ゆう野の？」

　そこにいたのは、間違いなく結野だった、

　どうして結野が俺の家に……

　結野は「あの、えっと」としばらく繰り返したあと、顔をうつむかせながら、

「タローが学校を休んだから……し、心配で、お見舞いに……」

　と、なんだか叱しかられているような表情で告げる。

　俺はしばらくしてから、ハッと我に返り、

「あ、そっか……ありがとう」

　それから、よく考えもせず脊せき髄ずい反射的な感じに、

「もしあれだったら、家に上がってくか？」

「え？　い、いいの？」

　結ゆう野のは顔を上げ、言う。

　言ってしまったのだから、うなずくしかない。

「じゃあ、ちょっとだけ……」

　結野は遠慮した様子で家の中に入る。

「…………」

　俺おれは結野を家に招き入れながら、微妙に後悔していた。

　今日、姉貴と母さんは家にいない。

　二人とも大学と仕事の用事で外出しているのだ。

　つまり、家には俺と結野二人きり……

　これは、なんというか、ちょっとまずいんじゃないだろうか。なんとなく。

「あの……お姉さんとお母さんは……」

　家に人の気配がないことに気付いたのか、結野は尋たずねてきた。

「えっと、いま二人ともちょっといないんだ。しばらく帰ってこないと思う」

　言うと、結野はとてもわかりやすく顔を赤くした。そして、

「そ、そうなんだ……」

　と、掠かすれたような声で言った。

　俺はそんな結野の反応には気付かないふりをして、部屋まで案内する。

　部屋に入り、俺と結野は向かい合って座る。

「…………」

「…………」

　予想通り、とても気まずい。

　気まずすぎてうまく呼吸が出来ないほどだ。この部屋、ちょっと酸素が薄いんじゃないかとさえ思ってしまう。

　それは結野も同じ、いや、俺以上のようで、そわそわ体が揺れたり視線をきょろきょろさせたりしている。

「えっと……」

「あの……」

　間が悪いことに、二人同時に口を開いてしまう。

　ハッと顔を見合わせ、

「な、なんだ？」

「う、ううん……タローこそ……」

「いや、俺は大したことじゃないから……」

「わ、わたしのほうも……」

　こんな感じで、建設的な会話はまったくできない。困った。

　そして再び沈黙の時間。

「……そうだ。お茶ぐらいは用意しないとな」

　立ち上がり、ドアのほうに向かおうとする。

「あ……タ、タローは病人なんだし、わたしが用意するから……」

　言って、結ゆう野のも立ち上がる。

　二人同時にドアのほうに向かおうとして――体が、少しだけ接触してしまった。

「あ……」

　しまった、と思った。

　だが思ったときにはもうどうしようもなく――

「い、いやああああああああああああああああ！」

「ごのすんぱあああああああ――っっ！」

　俺おれは、結野に殴られていた。

　全身に広がる悦楽を噛かみしめながら、背後に吹っ飛ぶ。後頭部が壁に激突し、さらなる快楽が。もう全身が溶けちゃいそうだった。

「あ、あひいいいい……きもちいいんだすううう……」

「――ハッ!?」

　我に返った結野は、大の字になって倒れる俺のほうに駆け寄る。

「タ、タロー、大丈夫!?　ご、ごご、ごめん、わたしったら……」

「だいじょっぶっぱー、ぱっぱっぱー……」

　快楽が消えてくれたあと、俺は上半身を起こした。

　結野はおろおろしながら俺を見つめている。

　俺は殴られた頬ほおをさすりながら、

「なんか……」

　ちょっと微笑を浮かべ、言っていた。

「結野に殴られるの、久しぶりだな……」

　最近は気まずさで距離が開いたせいか、あまり身体的に接触することがなかったのだ。

「え……？」

「いや、べつに、結野に殴ってほしかったとかそんなことを思っていたわけじゃないぞ念のため！　そういう趣旨の発言じゃないから！」

「う、うん、わかってる……」

　結野はこくりとうなずく。

　俺と結野は再び向かい合って座る。

　顔を見合わせ――苦笑する。

　殴ったり、気持ち悪く身み悶もだえたり……そんなことをしておきながら緊張を維持するのは、なんとなく馬ば鹿か馬ば鹿かしい。そんなことを思った。

「殴っておいてこんなこと訊きくのも変なんだけど……体調、大丈夫？」

　おそるおそる、そんな感じで結ゆう野のが尋たずねてくる。

「ああ、大丈夫だ。大事をとって休んだだけだから。いまはもうなんともない」

「そっか……よかった……」

　言って、結野は安心したように顔をほころばせる。

　当たり前の問いかけと、当たり前の受け答え。

　それができたことが、なんだかすごくホッとする。そして、結野の安心したような顔を見られたことも。

「部活も休んじまって……石動いするぎ先輩、怒ってただろ？」

「うん、まあ……」

　結野は苦笑しながら言う。

「でも、すっごく怒ってるわけじゃなかったと思う。ぷりぷりしてたけど、『最近は連続で治療してたし、まあ一日ぐらい休養日があってもいいか』みたいなことも言ってたし」

「え？　そうなのか？」

　それは意外なセリフだった。

　激怒して家に乗り込んで来るという可能性も考えていたのに、まさかそんなことを言っているとは……

「ふう、よかった。じつは、先輩に折せつ檻かんされるんじゃないかって心配してたんだ」

「それは確かに怖いかも……」

　二人で笑いあう。

　そして、

「なんだか……」

　結野はつぶやくように告げる。

「久しぶりな気がする。こんなふうにタローと喋しやべるの」

「え……？」

　俺おれは結野の顔を見つめる。

「確かに、そうかもな……」

　小さな声でしみじみつぶやく。

　学校を休んだおかげでこうやって結野と話す機会が作れたというのなら、休んでよかったな。そう思った。

　が、結野は、

「――ごめんね」

「は？」

　俺おれは首をかしげる。

　結ゆう野のに謝られる理由がわからなかったからだ。

　結野は憂うれいの表情でうつむき、

「……わたしのせいで」

　囁ささやくような声で、でも絞り出すようにしながら、告げる。

「わたしがタローに……告白、なんかしちゃったから、二人のあいだがギクシャクしちゃって……気まずくなって……」

「いや、それは――」

「せっかく仲良くなれたと思ったのに……それなのに、わたしが……」

「結野……」

　太ももの上に置いた両りよう拳こぶしをぎゅっと握りしめながら、結野は震える声を発する。

「だから、ね」

　顔を上げる結野。

　薄い涙の膜で覆おおわれた瞳ひとみで俺を見み据すえながら、言った。

「もし、タローが迷惑だったら……あの言葉は、忘れて」

「忘れて……？」

　俺は呆ぼう然ぜんとしながら結野を見つめる。

　それはどういう意味だよ……

　結野は無理矢理な感じにほほ笑みながら、

「わたしの告白は忘れて、なかったことにして、また前みたいに……」

　――そこまで言って、言葉に詰まる。

「ま、前みたいに……」

　そして。

　結野の大きな瞳から涙が落ちる。

「……やっぱり、嫌だよ」

　涙のしずくのように小さな、声。

「忘れてほしくない。なかったことになんか、してほしくない」

　決して激しい口く調ちようではない。

　でも、その声は痛切に俺の胸をえぐる。

「……ごめん。わたし、わがままだ。本当は、このことを言うためにタローの家に来たのに……それなのに……やっぱり、あの言葉をなかったことにしてほしいなんて言えない。ごめん、ごめんなさい……」

「…………」

　――ああ。

　俺おれはなんて馬ば鹿かなんだ。

　俺の優柔不断な態度が、男らしくない態度が、こんなにも結ゆう野のを苦しめていたなんて。

「結野」

　俺は真剣な表情で結野を見つめ、言う。

「俺は、結野の言葉を、忘れたりしない。なかったことになんかしない。絶対」

　結野の瞳ひとみが大きく見開かれる。

「俺、結野に好きって言われて、うれしかったんだ。本当に」

　ありのまま、素直な気持ちを、告げる。

「こんな俺のことを好きだって言ってくれるなんて……マジでうれしかった」

「タロー……」

「だから――っていうのもおかしいかもしれないけど、結野の気持ちに中途半端な気持ちで応こたえたくなかった。俺だって結野のことは好きだ。でも、俺の『好き』は結野の『好き』に向き合えるほどのものなのか、自分の中の答えをはっきりと出してから、結野に返事をしたかった……そんなふうに考えてたら返事が遅れてしまって……」

　そのせいで、結野を苦しめてしまって――

「ごめん。悪いのは、ぜんぶ俺だ。本当に悪い」

「そんなこと……」

「もう少しだけ、待ってくれないか」

　俺は結野の瞳をまっすぐ見つめ、言った。

「長いことは待たせないつもりだ。もう少し、もう少しだけ、待っていてくれ。俺が結野のことをどう思っているのか、結野とどんな関係を築きたいのか、ちゃんと自分でわかって、答えを出したら……そのときは、俺のほうからおまえに返事をする。必ず」

　うやむやになんかせず、俺のほうから。

「勝手なことを言っているのは充分わかってるけど――」

「うん、ほんとに勝手」

「うぐ……」

　間かん髪はついれず告げられた言葉に、思わず呻うめき声を上げてしまう。

　一瞬ぎくりとする。が、結野の瞳はいたずらっぽくゆるんでいて、

「でも……タローらしいって、そんな気がする」

　言葉の輪郭はやわらかく、優しい。

　それ、辰たつ吉きちにも言われたよ……心の中で苦笑する。

　そして、

「うん、わかった」

　結ゆう野のはほほ笑みながらうなずいてくれた。

「わたし……タローが返事してくれるまで、待ってます」

　そのほほ笑みは、憑つきものが落ちたかのように晴れ晴れとしているように見えた。

　俺おれがどんなふうに考えていたかを知って心のしこりがとれた――もしかしたら、そんな感じなのかもしれない。いまの結野の胸中は。

「……ありがとう」

　俺も笑顔を見せながら言った。

　その瞬間、空気が変わったと思った。

　ギクシャクした感じや気まずさが不思議と消え去っている。俺は以前と同じように結野と向き合うことができていた。

　俺は胸の中でもう一度、感謝の言葉を告げた。勇気を出して俺の家にお見舞いに来てくれた結野に。俺のわがままな言葉を受け入れてくれた結野に。

　ありがとうな、結野。












幕間　八十一マスの攻防！







　ある日の休日。

　朝。俺おれが目を覚ますと、

「――おはよう、太た郎ろうちゃん」

　と、そんな声が聞こえた。

「え……？」

　ふいっと顔を横に向けると、そこには、

「あ、姉貴！」

　我らが残念お姉ちゃん、砂さ戸ど静しず香かが寝ていました。

　俺はがばっと上半身を起こし、

「姉貴、また俺のベッドに忍びこみやがったな！　もういい加減にしろと何度も何度も……へ？　あ、あれ？」

　そこで気付く。

　いつもとは違う部屋の内装。違う雰ふん囲い気き。

　ここは……俺の部屋ではない。

「ここって……」

　俺は呆ぼう然ぜんとしながらつぶやく。

「姉貴の部屋、か……？」

「うん、そうだよ～」

　姉貴はにこにこしながら言ってくる。

　ここは姉貴の部屋。

　そして、俺は姉貴の部屋のベッドに横になっている。

「あれ……どうして俺は姉貴の部屋に……？」

「え……？」

　姉貴はショックを受けたような顔をする。

「た、太郎ちゃん、覚えてないの？」

「なにをだ？」

「……そっか。太郎ちゃん、昨日、すごく酔っぱらってたから……」

　姉貴は俺おれから顔を逸そらし、恥ずかしそうに顔を赤らめる。

　酔っぱらってたって――そう言いかけたところで、俺はベッドの枕まくら元もとに転がっている無数の空き缶を見つけた。

「なんだこれ？」

　空き缶を一つ手に取る。どうやらこれはビールの空き缶らしい。ほかのやつも同じ、全部ビールの空き缶だ。

　姉貴は俺を見つめ、

「昨日、太た郎ろうちゃんはお酒をいっぱい飲んでたんだよぉ。すんごく酔っぱらって『悪いのは俺じゃない、俺を認めないこの社会だ！　社会なんてウンコだ！』的なことを叫びながらわたしの部屋にやってきて……それで、酔いに任せてわたしをベッドに押し倒したんだよ……」

「俺はどこのダメ人間だっ！」

　俺はたまらず怒鳴った。

「嘘うそをつくんじゃねえ！　俺は酒なんて飲まねえよっ！　どうせ、俺が寝ているあいだに俺をこの部屋まで運んだんだろうが！」

「バレちゃったか。てへっ」

　姉貴はぺろっと舌を出す。

「まあ、それはともかく――せっかくだから、わたしのベッドでいちゃいちゃしようよ～っ！」

「せっかくだからってなんだ!?　こ、こら、抱きついてくるんじゃねえ！」

　俺の胸にぎゅーっと抱きついてくる姉貴。

「抱きつくなって言って……おらああ！」

「ひゃあうっ!?」

　俺は姉貴を引っぺがし、姉貴をベッドの外に捨てた。

「うえーん！　太郎ちゃんが捨てたよぉ！　体だけもてあそんだあげくに捨てたよぉ！」

「うるせえ！　人聞きの悪いことをおっしゃらないで！」

　やれやれ、この馬ば鹿か姉は……

　俺はため息をつき、ベッドから立ち上がる。

　どうでもいいけど、姉貴の部屋に入るのは久しぶりだな……そんなことを思いながら首を巡めぐらし――大きな額がく縁ぶちに入れられ壁に飾られている、俺の写真を見つけた。

「…………」

　俺はなんとも言えない気分になりながら、その写真を見つめる。肖しよう像ぞう権けんがどうやらと言ってあの写真をはがしてやろうか。

　と――

「ねえねえ、太た郎ろうちゃん」

　姉貴が俺おれの肩を叩たたいてくる。

「なんだよ」

　俺が振り返ると、姉貴は将棋盤と駒こまを手にし、

「久しぶりに将棋やろうよー。なんかね、急に太郎ちゃんと指したくなったの」

「将棋か……」

　俺はちょっと考え、

「まあいっか。どうせ時間あるし」

「やったー！　お姉ちゃん、すごくうれしいよーっ！」

　姉貴ははしゃいだ様子で小こ躍おどりする。

　将棋盤を挟み、俺と姉貴は向かい合って座る。

　姉貴は俺の顔を見て、

「じゃあ、いつものように飛車角金銀抜きでいいかな？」

「ああ」

　と、俺はうなずく。

　俺と姉貴の将棋力の差は恐ろしいほど開いている。だから、いつもかなりのハンデをもらっているのだ。

　駒を並べ終えると、

「太郎ちゃん、どうせだから賭かけでもしよっか」

「またかよ……」

　姉貴は将棋をするとき、よく賭けをふっかけてくる。

　が、その賭けの内容はいつもいつもアホみたいなものばかり。

「……一応、聞くだけ聞いてやる。賭けの内容は？」

「えっとね、じゃあ……」

　姉貴は胸の前でぱんっと両手を合わせると、

「じゃあ、お姉ちゃんが将棋に勝ったら、お姉ちゃんが全裸になるってのはどうかな？」

「どうかなじゃねえ！　そんなアホみたいな賭けには乗りません！」

　俺がそう叫ぶと、姉貴は胸の前で合わせていた両手を床の上につき、

「――錬れん成せいっ！」

「いきなり意味不明なことをしないでくれる!?」

「それじゃあ等価交換で賭けは成立だね。勝負スタート！」

「こ、こら、わけわからんことを言って勝手にスタートするな！」

　姉貴が歩の駒を前に進めたので、俺もしょうがなく駒を動かす。

　――決着は、わりと早くついた。

　いつものように、姉貴の勝利で。

「わーいわーい、大勝利だよ～」

「く……」

　姉貴はバンザーイと両手を挙げている。

　くそ、やっぱ姉貴は強い……

「さて……」

　姉貴はなにやらなまめかしい視線を寄こしながら、

「勝負に勝ったから……約束通り、全裸になるよ……」

「お、おい!?　こら、やめろ！」

　マジで服を脱ぎはじめた姉貴の両腕を掴つかみ、その動きを止める。

「太た郎ろうちゃん、なにするんだよぉ。あ……もしかして、このままわたしを押し倒すつもりじゃあ……」

「そんなつもりではありません！　服を脱ぐのを止めようとしただけです！」

「せっかく賭かけに勝ったのに……」

「姉貴が勝手に決めた賭けだろうが！」

「太郎ちゃん、男らしくないよぉ」

　姉貴は言うと、

「――っ!?」

　どこからともなく取り出した鎖で、俺おれの両腕の手首と両足首を固めるようにして拘束した。

「ぬあ……！　いったいどこから鎖を……」

「うふふ……」

　姉貴は怪あやしげにほほ笑むと、

「これで……太郎ちゃんは身動きができないね……」

　すくっと立ち上がった。

「う、うう……」

　俺は姉貴を見上げる。

　姉貴はハァハァと息を荒あららげながら、

「じゃ、じゃあ、賭けに勝った報酬……わたし、全裸になるから……」

　服の前のボタンに手をかける。

「た、たたた、太郎ちゃんが見ている前で全裸に……こ、こんな近くで、生まれたままの姿を……」

　ボタンを一つ外す。二つ外す。

　姉貴の、静じよう脈みやくが透けて見えるほど白い肌が、露あらわになっていく。

「や、やめろ姉貴！」

「は、恥ずかしい……恥ずかしいよぉ、太た郎ろうちゃん……」

「恥ずかしいならやめればいいだろうが！　誰だれも強制してないからね！」

「ハァハァハァ……」

　なんなんだこれ！

　なんで身内のストリップショーをこんな間近で見なきゃいけないんだ！

　あまりにアホらしすぎる。姉貴はもう最後のボタンに手をかけている。

　と、そのとき――

　音もなく気配もなく、姉貴の背後に人影が忍び寄った。

　人影はすっと右腕を前に回すと、姉貴の口もとに折りたたんだハンカチを押しつけた。

「ふ、ふが……っ!?」

　姉貴は呻うめくと、

「…………」

　意識を失い、その場に倒れ込んだ。

　俺おれは唖あ然ぜんとしながらその人影――俺の母親である砂さ戸ど智とも子こを見つめる。

「ふう……間に合いましたね……」

　母さんは額ひたいの汗をぬぐうような仕草をしながら言った。

「か、母さん……」

　俺は母さんを見上げ、それから倒れる姉貴を見やり、

「姉貴、えらく簡単に気絶しちゃったけど、いったいなにを……」

「ちょっとクロロホルムをかがせただけです」

「クロロホルム!?　それはあまりにやばいだろ!?　なんか犯罪臭がしますよ!?」

「えへっ」

「笑ってごまかすんじゃねえ！」

　まったく……

「まあ……たすかったのは認める。姉貴のストリップショーなんて絶対に見たくなかったからな……」

　俺はつぶやき、ため息をつく。

　母さんはうなずき、

「そうですよね。静しず香かさんのストリップショーを見せられるくらいなら舌を噛かんだほうがマシですよね」

「いや、そこまでは言ってないけど……」

「ではお口直しに――今度は私のストリップショーを！」

　言うと、母さんは上に羽は織おっていた服をぽーんっと脱ぎ捨てた。

「ぶっ!?　な、なに言ってんだあんたは！」

「チャラララララ～♪」

「こら、謎なぞの歌をうたいながら服を脱いでいくんじゃねえ！　マジで……マジでやめてええええ～！」




　別の日――学校の昼休み。

　食堂でパンを買って教室に戻ろうとしていた途中で、

「あ……砂さ戸どくん」

「おお、柊ひいらぎさん」

　髪の毛の右側を結った小学生みたいな少女、柊ノアさんと会った。柊さんは子供みたいな容姿をしているが俺おれよりも一つ年上で、そして学校でも有名な天才少女だった。

　柊さんはあせあせとした様子で、

「こ、こんなところで会うなんて……奇遇です」

「そうですね、校内でばったりってのは珍しいですよね」

「は、はいです……なんだか、うれしいです……」

　柊さんはぼそっと言ったあと、顔を真っ赤にした。

　うれしいとまで言われるのは大げさな気がしたが、悪い気はもちろんしない。

　俺は笑顔を見せ、

「そうですね。俺も、うれしいです」

「…………」

　柊さんはさらに顔を赤くし、うつむいてしまう。なんだか不自然なほどに顔が赤い。体調が悪いのではないかと心配になってしまうほどだった。

　柊さんは俺が持っているパンを見つめ、

「砂戸くん、これからお昼ごはんですか？」

「あ、はい、そうです。柊さんもですか？」

　柊さんも手に小さな弁当箱を抱かかえていた。

「はいです。いまから発明部の部室に行って食べようと思ってたです」

　柊さんは言ったあと、

「あ、あの……」

「なんですか？」

「も、もも、もしよかったら……」

　柊さんは思い切ったようにがばっと顔を上げ、

「い、いまから……一緒に、お昼ごはん、食べないですか？」

「え？」

「迷惑なら諦あきらめるですけど……」

「迷惑だなんて、そんな……」

　俺おれはそう言ってから、

「でも、いつも一緒に食べてる友達が教室で待ってて……」

「あ……そ、そうですか……」

　柊ひいらぎさんはしゅんと小さくなりながら、

「だったら……仕方ないです……」

　と、残念そうにつぶやいた。

　とてもしょんぼりした様子の柊さん。

「…………」

　俺は携帯電話を取り出すと、教室で待ってる辰たつ吉きちに電話した。

「――おお、辰吉。……いや、ちょっとな、パン買って帰る途中に知ってる人に会って……ああ、それで、せっかくだから今日はその人と一緒に食おうかと……おう、悪いな。じゃあ、またあとで……」

　俺は電話を切ると、携帯電話のフリップを閉じた。

「砂さ戸どくん……」

　柊さんはどこか呆ぼう然ぜんとした様子で俺を見上げている。

　俺は柊さんに笑いかけると、

「ここでばったり会ったのもなにかの縁ってことで、今日は一緒にごはん食べましょうか？」

「は、はいです！」

　柊さんはうれしそうにほほ笑みながら、何度も何度もうなずいていた。

　――第二校舎にある、発明部の部室に向かう。

　俺と柊さんは発明部の大机に並んで腰掛けた。

　昼ごはんを食べながら、

「柊さんは、いつもこの部室でごはんを食べてるんですか？」

「はいです。たいていは部室で食べてるです」

　柊さんはうなずく。

「もしかして、いつも一人で？」

「えっと……そうです。でも、たまに日ひ村むらの奴やつが来たりするです」

　日村というのは、日村雪ゆき之の丞じようのこと。発明部に所属している線の細い美少年で、あとロリコンである。

「一人で……クラスの友達とかと一緒に食べたりはしないんですか？」

「……ノアは、あんまりクラスに溶け込めてなくて」

　ちょっと恥ずかしそうにしながら、告げる。

「それで、友達と呼べる人は一人もいないです……ノアは、みんなと仲良くなりたいと思ってるですけど……」

「…………」

　柊ひいらぎさんは天才少女。

　普通の高校生とは比較にならないほど優秀な頭脳を持つ人である。

　でも、もしかするとその特別な頭脳が、一般のクラスメイトたちと打ち解けられない一つの要因になっていたりするのかもしれない。

「……大丈夫ですよ、柊さん」

　俺おれは、はむはむとタコさんウインナーを食べていた柊さんに言う。

「柊さんが仲良くなりたいと思ってるのなら、いつか絶対に仲良くなれますよ。大丈夫です、きっと」

「砂さ戸どくん……」

　柊さんは目を見開きながら俺を見上げ、

「あ、ありがとうです……砂戸くんにそう言ってもらえると、なんだか本当に仲良くなれる気がするです」

「それはよかった」












「……でも、もうすぐ二学年も終わってしまうです」

「……そ、そうですね。大丈夫です、まだ時間はありますよ！　たとえダメでも三年になったらまた仕切り直しで！」

　俺おれはあえて明るく言った。

　柊ひいらぎさんはチラッと俺のほうを見て、

「あの……砂さ戸どくんは……」

「はい？」

「さ、砂戸くんは……ノアのことを、友達だと思ってくれてますか……？」

　少し不安そうにしながら、尋たずねてくる。

　俺は、

「当たり前ですよ」

　大きくうなずき、言った。

「柊さんとは一緒にキャッチボールもしたし、おままごとだってしたじゃないですか。俺たちはもう普通の友達です」

　すると、

「……うれしいです。砂戸くんは、この学校でできた、はじめての友達です」

　柊さんは、なんだか泣きそうな笑みを浮かべながら告げた。

　それから、うつむき加減で顔を赤くすると、

「で、でも、いずれは友達以上の関係になりたいというか、えっと……」

　ぼそぼそなにかを言ったりしている。

「柊さん？」

「な、なんでもないです！　ノアはなにも言ってないです！」

　柊さんはメチャクチャに両腕を振り回しながら言う。

「はあ……」

　俺は曖あい昧まいにうなずく。

　俺は自分のパンを食べ終えたあと、何気なく発明部の部室を眺めた。

　部室には、なんか機械や道具やらがたくさん置いてある。あれらはきっと、柊さんの発明品だろう。ちょっと見ただけではどう使用するのか判断できないものが多かった。あと、赤いランドセルや園児服なども置いてあったりしたが、あれらはたぶん日ひ村むらの私物だろう。

「すげえ数の発明品ですね」

「暇があれば作ってしまうです。最近はちょっと数が多くなりすぎて保管場所に困ってる状態です。数を減らすために、ネットでこっそり売ったりもしてるですが……ちっちゃいロボットとか戦闘力を計る機械とかそんなのを……」

「へえ……」

　俺おれは発明品を眺めながらぼんやりうなずく。

「ん……？」

　それらの発明品に埋もれるようにして、壁沿いにある机の上に、ぽつんと縁ふちなしメガネが置いてあった。

　異質な発明品の中でそれだけが普通のものなので逆に目を引いた。あれも発明品なのだろうか、それとも柊ひいらぎさんか日ひ村むらの持ち物だろうか。

　俺の視線に気付いた柊さんが、

「あ、これですか」

　そのメガネを手に取る。

「これはですね、普通のメガネに見えて、ちゃんとした発明品なのです」

「あ、そうなんですか。どんな発明品なんですか？」

「このメガネはですね、ちょっと前になんとなくで作った、チェスや将棋や囲碁とかのボードゲーム対人戦用のコンピューターメガネなんです」

「チェスや将棋や囲碁……対人戦用のコンピューターメガネ……？」

「はいです」

　このメガネをかけながらボードゲームで対戦すると、コンピューターが盤上の状況を分析し、勝利に通じる最上の一手を教えてくれるのだという。その指示通りにやれば、たとえプロが相手でも勝てるらしい。

「へえ、すげえな……」

　俺はメガネを手に取り、つぶやく。

　そのとき――ふと、あることを思いついた。

「柊さん」

「なんですか？」

「この発明品……ちょっとのあいだ、貸してくれないか？」

「へ？」

「迷惑だったらいいんだけど……」

「そんなことないです。作ったはいいけどあんまり使う機会がなくて放置してたですから。砂さ戸どくんが貸してほしいなら貸すです」

　言ってから、うつむくようにして、

「と、友達だったら……物を貸したり借りたりは普通ですから……」

「ありがとう、柊さん」

　俺は笑顔でお礼を言った。

　よし、この発明品があれば……

「でも、そのメガネはちょっとインターフェイスを懲こりすぎたのと、無理にほかの機能を付ふ随ずいさせようとしてちょっと――」

　柊ひいらぎさんが言いかけたとき、部室のドアが開いた。

　部室に入ってきたのは、

「……ふう。やっぱりクラスの女子たちは発育がよすぎて吐き気がするなあ。ここはやっぱりロリロリ天使であるノア様に会って……ん？」

　発明部の部員である、日ひ村むらだった。

「砂さ戸どくん……」

「おう、日村」

「砂戸くん、どうしてこの部室に……」

「ああ、ちょっと柊さんと一緒にごはんを食べようと思って」

　俺おれがそう言うと、

「――そうですか」

　日村は急に親しげな笑みを浮かべた。

「なるほど……そっか、そうですか……」

「日村？」

　日村は俺の隣の椅い子すに座ると、フランクに俺の肩を叩たたきながら、

「砂戸くんも……目覚めたんですね？」

「え？」

　目覚めたって、なにに？

「幼女の素晴らしさに」

「…………」

　こいつはなにを言っているのだろうか？

「幼女の素晴らしさに目覚めた砂戸くんは、スーパー幼女体質であるノア様のお姿を見たくて見たくてしょうがなくなった……だから、部室までノア様に会いに来たんですね？」

「アホなことを言うな！　おまえと一緒にするんじゃねえ！」

「恥ずかしがらなくてもいいですよ、同志」

「同志って言うな！」

「同志である砂戸くんにいいものを見せてあげますよ」

　言って、日村は懐ふところから携帯電話を取り出す。ディスプレイに動画を再生する。

「これは、近所に住んでいる薫かおる子こちゃん（六歳）が公園でハ○ヒダンスを踊っている動画です。どうです、とってもかわいいでしょう？」

「おまえマジで警察に捕まるぞ!?」

「大丈夫です、撮影許可はちゃんと取ってますから」

　このロリコンはマジでやばい。やばすぎる。

「砂さ戸どくん……」

　柊ひいらぎさんは両手で頬ほおを挟みながら、顔を真っ赤にし、

「し、知らなかったです……砂戸くんが、ノアに会いたくてここに来ただなんて……」

「さっきばったり会ったことをお忘れですか!?　その記憶はいったいどこに!?」

「さ、砂戸くんがその気だったら、ノアはいつでも……」

「おおう！　真っ赤になるノア様かわいいハァハァ……」

　日ひ村むらは興奮した様子で柊さんを見つめている。

　なんか、ダメだこいつら……俺おれは心から思った。




　その日の夜。

「……ふう」

　風ふ呂ろから上がった俺は、タオルで髪を拭ふきながら自室に戻った。

　部屋のドアを開けると――

「太た郎ろうちゃん！」

「まあぶっ!?」

　なぜか部屋の中にいた姉貴が俺の胸に飛びついてきた。タックルのような勢いで。

　姉貴は俺の胸に顔をうずめながら、

「あ、あふう……お風呂上がりの太郎ちゃんはとってもセクシーでかっこいい……山Ｐクラスのかっこよさだよお……むしろタロＰだよお……」

「あ、姉貴！」

　俺は怒鳴りながら姉貴を引っぺがす。

「なんで俺の部屋にいやがる!?　あとタロＰってなんだ!?」

「わたしは太郎ちゃんを待ってたんだよ！」

　言ったあと、どこからともなく将棋盤と駒こまを出し、

「また太郎ちゃんと将棋がしたいなあと思って、この部屋で待ってたの。ほんとはお風呂に突入して『全裸の将棋大会☆　ポロリもあるよ！』的な感じにしちゃおうかと思ってたんだけど、我慢して部屋で待ってたんだよお！　お姉ちゃんえらいでしょ？　褒ほめて褒めて！」

「まったくえらくねえ！　常識だそれは！　つーか全裸だったら最初からポロリしてるじゃねえか！」

「あ、そっか。……わかったよ、じゃあお姉ちゃんがいまからポロリするよ」

「なぜだ!?　意味わかんねえ！」

　服を脱ぎはじめた姉貴を慌あわてて止める。

「太郎ちゃん、将棋しよ！　将棋！」

　にこにこしながら言ってくる。

「……わかったよ。やれやれ」

　ぼやくようにそう言った俺おれだが、内心ではニヤリとしていた。

　将棋盤を挟み、俺と姉貴は向かい合う。

「じゃあ勝負をはじめよっか。いつも通り、飛車角金銀抜きでいい？」

「いや……」

　俺は姉貴に告げる。

「今日は久しぶりに平ひら手てでやってみるか？」

「え？」

　姉貴はきょとんとした顔で、

「平手って……ハンデなしでやるってことかな？」

「ああ」

「でも、それだったら太た郎ろうちゃん瞬しゆん殺さつされちゃうよ？」

　確かにその通り。

　俺と姉貴の将棋力の差は絶望的。

　平手でやれば本当に瞬殺されてしまう。

　だが、今日は……

「まあ、たまにはいいだろ。すぐ終わったらもう一回やればいいだけだし」

「太郎ちゃんがそう言うならわたしはそれでいいんだけど……」

「あと」

「ん？」

「賭かけもしよう」

「へ……？」

「もし、この勝負に姉貴が勝ったら……そうだな……」

　俺はちょっと考え、

「一日だけ、俺が姉貴の命令をなんでも聞くってのはどうだ？」

「ええっ!?」

　姉貴は両目を見開き、

「め、命令を!?　なんでも!?」

「ああ、そうだ」

　俺はうなずく。

「ど、どどどんなことでもいいのかな!?　どんなインモラルな命令でも!?」

「インモラル……ま、まあそうだな。どんな命令でもオッケーだ。ただし――」

　俺は姉貴を見つめ、言う。

「俺おれが勝ったら――もう二度と、俺のベッドには忍び込まないこと」

「ほ、ほえええ!?」

　姉貴はぎょっと表情を歪ゆがめる。

「そんな……太た郎ろうちゃんのベッドに忍び込めなくなるなんて……そんなことになっちゃったら、お姉ちゃん死んじゃうよ！」

「いや、死なねえだろ」

「死ぬもん！」

「じゃあ、賭かけはやめとくか？」

　ちょっと挑発するような口く調ちようで告げる。

「俺に勝つ自信がないっていうんなら、賭けをするのはやめとけばいい。俺はどっちでもいいけど」

「や、やるに決まってるよっ！」

　姉貴は片かた膝ひざを立て、叫んだ。

「絶対にやる！　だって、わたしが平ひら手てで太郎ちゃんに負けるはずないもん！」

「ふふふ……じゃあ、賭けは成立だな」

　俺はにやりと笑みを浮かべた。

　そして、メガネをかける――柊ひいらぎさんに貸してもらった、ボードゲーム対人戦用のコンピューターメガネを。プロにでも勝てるというマジカルメガネを。

　これを使えば、姉貴にも勝てる。

　俺の狙ねらい……それはイカサマで姉貴に勝つことではなく、賭けを姉貴に受けさせた上で姉貴に勝ち、二度とベッドに忍び込まないという約束を取り付けることだった。

　この勝負に勝ったら、毎朝のドタバタから解放される。それはとてもうれしいことだった。

　イカサマをしていることに対しての罪悪感はもちろんあったが、平穏な朝を取り戻せることへの魅力がそれに勝った。

　姉貴、悪いな……だが、イカサマはバレなきゃイカサマじゃないという説だってあるんだぜ……

「あれ、太郎ちゃん……」

　姉貴は俺の顔を見つめ、

「太郎ちゃん、今日はメガネするの？　太郎ちゃんって目わるかった？」

「あ、ああ、最近ちょっと視力が落ちてきて……」

「ふうん……」

　姉貴はじっと俺の顔を見つめてくる。

　じーっと見つめてくる。

「な、なんだよ」

　俺おれは内心焦あせりながら言った。

　もしかして……姉貴の奴やつ、第六感でこのメガネの機能に気付いたりしたんじゃあ……

　俺が不安になっていると、

「おふう……」

　姉貴はふにゃあと表情を溶かし、

「メ、メガネをかけた太た郎ろうちゃん、かっこよすぎるよぉ……萌もえ萌えメガネ男子にお姉ちゃんやられちゃいそうだよぉ……」

「……あ、そう」

　どうやらそれは杞き憂ゆうだったようだ。

　そして、勝負がはじまる。

「お願いします」

「お願いします」

　お互いに頭を下げてから、勝負スタート。

　先手は姉貴。

　姉貴が盤上の駒こまを動かす。

　頼むぞ……俺は胸中でつぶやきながら、メガネの蔓つるにあるコンピューターの起動ボタンを押した。

　すると――

　目の前に、すげえ大柄でマッチョな黒人さんが現れた。

「ぬぼあ――っ!?」

「ぬ、ぬぼあ？　太郎ちゃん、いったいどうしたの？」

「い、いや、なんでも……」

　俺はとりあえずそう言うと、いきなり目の前に出現した大柄な黒人さんを見つめる。

　黒人さんは、とても素敵な笑顔を浮かべながら、言った。

『やあ！　ベリーズビートキャンプへようこそ！』

「…………」

　思考停止状態。

　なんだこれ？　なんなんだこれ？

『私の名前はベリー！　このコンピューターメガネに搭載されているインターフェイスだ！　使用者がわかりやすいよう立体グラフィックで擬人化してあるのさ！　私の姿はメガネをかけている君にしか見えないから、注意するんだぞ！』

「…………」

『私の言うとおりにやれば、たとえ相手がプロだろうと簡単に勝利することができる！　……ふむ、今回の勝負は将棋かい？　オーケーオーケー、大得意だ！　まったく問題がない！』

　黒人さん――ベリーはうなずくと、

『まずはここだ！　ここに歩を移動させるんだ、ボーイ！』

　言って、盤上のあるマスを指差す。

　俺おれは驚きながらも、歩を移動させる。

『いいぞ、ボーイ！　そこで大丈夫だ！　自分を信じて！』

「…………」

　そうか、ベリーはこうやってどこに指せばいいのか教えてくれるのか。確かにわかりやすいかもしれない。立体グラフィックに最初はビビったが、じつは便利な代しろ物ものなのかもと思った。

　ちなみにベリーの声はメガネの蔓つるの先端――耳をかけるところに備そなえ付けてあるスピーカーから聞こえてくる仕組みで、姉貴には聞こえない。ブリッジの辺りに高性能マイクも搭載されているので音声入力も可能、とベリーが教えてくれた。

　姉貴が次の手を指す。

　俺はベリーを見つめる。

　さあ、次の手を教えてくれ。

『よし、次の手だな！　……が、まずはその前に、基本のステップから！』

　とベリーが言うと同時、スピーカーからなんか軽快な音楽が流れはじめた。

　基本のステップ？

『さあ、はじめようっ！　右、左とリズムよくステップを刻むんだっ！　右、左！　右、左！』

　ベリーはリズミカルにステップを刻みはじめる。左右に反復横跳びするような感じで。……えーっと、この立体グラフィックはなにをやってるんだ？

　俺はぼそぼそと、

「あの……そんなステップはどうでもいいから、早く次の手を……」

『ダメだ！』

「え？」

『基本のステップを真面目まじめにやらないと、次の手を教えないぞ！　だから、一生懸命にステップを踏むんだ！　パワフルに行こうぜ！』

「なんでだよっ！」

　俺は思わず叫んでいた。

　姉貴はびっくりした顔で、

「太た郎ろうちゃん……どうして、いきなり虚こ空くうにツッコミを入れたの？」

「い、いやあ、ちょっと疲れてて……」

「そうなんだ……それより、次は太た郎ろうちゃんの番だよ」

「あ、ああ……」

　ベリー、さっさと次の手を教えやがれ！

『将棋だけをやっていては運動不足になる――ということで、このコンピューターメガネには体力強化とダイエット効果のあるエクササイズを組み入れているんだ！　がんばってくれ、ボーイ！』

　体力強化とダイエット効果だと？

　そういえば、柊ひいらぎさんは言っていたような気がする。無理にほかの機能を付ふ随ずいさせようとしてどうとか……それが、このベリーズビートキャンプによる体力強化とダイエットだったのか。

『さあ、早くステップを踏むんだ！　自分のＰＯＷＥＲを信じて！』

　くそ、超うぜえ……

　しかし、ステップを踏まないと次の手を教えてもらえない……となると、俺おれは姉貴に負ける……賭かけに負けて、一日なんでも命令を……

「…………」

　俺はすくっと立ち上がり――

「右、左！　右、左！　ふんふん！　ふんふふーん！」

　猛烈な勢いで左右にステップを刻んだ。

「た、太郎ちゃん!?　いきなりなにしちゃってるの!?」

「ぜえ、ぜえ、ぜえ……き、気にしないでくれ……」

「気にしないでくれって……それは不可能だよ……」

「ちょっと最近運動不足だなあと思って……それで……ぜえ、ぜえ、ぜえ……」

　俺は肩で息をする。

『うん、いいぞボーイ！　ナイスステップだ！　では、このマスに金を移動してくれ！』

「ぜえ、ぜえ、ぜえ……」

　俺は金の駒こまをつまみ、指定されたマスに移動させる。

　姉貴はちょっと考えたあと、次の手を指す。

「ベ、ベリー……次の手を……」

『よーし！　次は、腕立て伏せだ！　腕立て伏せ百回！』

「百回!?」

「た、太郎ちゃん、なにが百回なのかな……」

『大丈夫、君なら必ず勝てる！　腕立て伏せに勝てる！』

「ち、ちくしょう！」

　俺おれは床に両手をつき、超高速で腕立て伏せをはじめた。

『素晴らしい闘争心だボーイ！　君はパワフルだ！』

「うおおおおおおおおおおおおおおおお！　おおおお……おお、お……」

『どうした！　腕が止まってるぞ！　そんな調子じゃあ、また以前のブタボディに戻ってしまうぜ！　心だ！　大切なのは心で腕立てをすることだ！』

「う、うるせ……おおおおおおおおおおお！」

『そうだ！　いいぞ、そうだ！　君はタフガイだ！』

　そして――

　なんとか腕立て百回が終わる。

『では次の手だ！　ここに指しなさい！』

「ぜえ、ぜえ、ぜえ、ぜえ、ぜえ……」

　俺はパチンと駒こまを移動させる。

　あまりの疲労にぷるぷる指先が震えていた。

　姉貴はちょっと考えたあと、次の手。

　ああ、もっとゆっくり考えてください……

『よーし、次はスクワット百回だ！　気合いを入れていけ！』

「……勘弁してくれ」

『諦あきらめるな！　明日の自分を作るのは、いまの自分のがんばりなんだ！』

「く、くそおおおおおお！」

『おお、ナイススクワットだ！　君はスクワットの才能があるぞ！』




　そんなこんなで盤面は進み――

　勝負は終盤戦。

「……そ、そんな」

　姉貴は顔を青くしながらつぶやく。

　コンピューターには勝負の趨すう勢せいを分析する機能もついている。『超優勢』『優勢』『互角』『劣勢』『超劣勢』『死亡』の六段階評価で、盤上の状況を使用者に教えてくれるのだ。

　いまのところ分析結果は『超優勢』だった。つまり、俺のほうが圧倒的優位に立っているということだ。

　俺はにやりとしながら、

「へ、へへ……どうした姉貴……顔色が、悪いぜ……ぜひゅー、ぜひゅー……」

「それ、いまの太た郎ろうちゃんだけには言われたくないんだけど……な、なんか顔色が土つち気け色いろで呼吸音がおかしくなってるけど、大丈夫なのかな……？」

「も、問題ないさ……自分を信じて……ＰＯＷＥＲ……」

「…………」

　ベリーのエクササイズで俺おれはもう半死状態。

　が、その甲か斐いあって、もう勝利は目前だった。

『よくがんばったな、ボーイ！　エクササイズはこれで終了だ！』

　おお、マジか……

『あとはエクササイズなしで最上の手を教えよう！　勝利はもうすぐだ！』

　そう、勝利はもうすぐ……もうすぐ……

「へへ……つ、次は、姉貴の番だぜ……」

「…………」

　姉貴はじっと盤面を見つめている。

　かなり追い込まれている――そんな様子だった。

「どうした？　投了するのか？」

「どうやら……」

　これまで見たこともないほど真剣な表情で盤面を睨にらむ。

「どうやら……久しぶりに『アレ』をやるしかないようだね……」

　真剣を通り越した、氷のような無の表情。

　そして、叫んだ。

「――ダイブだよっ！」

　その瞬間、姉貴の全身を覆おおう気配が変わった。

　なんか水の中に飛び込む姉貴のイメージ映像が見えたような気さえした。

　姉貴は指の先で駒こまをつまみ、力強く盤面に叩たたきつける。バチーンという小気味いい音が響く。

　その一手と同時――これまでずっと『超優勢』だったコンピューターの盤面評価が、『互角』に変わった。

「……は？」

　え、なんで？

　さっきまで超優勢だったはずなのに……

『ぬう……？』

　ベリーが短い呻うめき声を上げた。

「お、おい、ベリー！」

『はっはっはっ！　ちょっといい手だったかな！　だが心配はいらない！』

　俺は内心焦あせりながら、ベリーの指示通りに次の手を指す。

　間かん髪はついれず、姉貴が駒を動かす。

　さっきまでとは別人のような気配。

「く……」

　お互いの手が進む。

　盤面評価は『互角』から『劣勢』に。

　そ、そんな……

　やばい、このままでは……

「ベ、ベリー、いったいどうなってやがるんだ!?」

『だ、大丈夫だ、ボーイ！　勇気を持って前に進むんだ！』

　脂汗をだらだら流しながら次の手を指す。

　やがて盤面評価は『超劣勢』に変わる。

「ごばあ！」

『ごばあ！』

　俺おれとベリーの叫び声が唱和した。

　絶体絶命。卒倒しそう。

「ベ、ベベベ、ベリー！」

『…………』

「おい、ベリー！」

『そうだ……今日は、ワイフの誕生日だった』












「へ？」

『というわけで、私はこれにて失敬させてもらうよ。あとはボーイだけでがんばってくれ！　では！』

「お、おまえにワイフなんているわけないだろうが！　おいいいいいベリイイイイイ！」

　ベリーは笑顔を浮かべながら虚こ空くうに消えていった。

　マ、マジかよ……

「お、おおおおぶぶぶ……ぜえ、ぜえ、ぜえ……」

　な、なぜだ……

　なぜこんなことに……

　俺おれはしょうがなく、自分で考えて次の手を指す。

　が、それは明らかに悪手。

　状況はさらに悪化。

　そして。

　ついに――

　盤面評価は『死亡』になった。

　死亡でございます。

「これで詰み――お姉ちゃんの勝ちだよ！」

「ほげげげげげげげ……」

　俺は口から泡を吹きながら背後に倒れる。

「やったあやったあ！　お姉ちゃん、賭かけに勝ったよぉ！」

　姉貴は両手を挙げながらぴょんぴょん跳びまくっている。

「太た郎ろうちゃん、約束だからね！　お姉ちゃんの命令、聞いてもらうよっ！」

「…………」

「さ、さあ、どんな命令をしちゃおうかな……もうお姉ちゃんはエロい興奮でどうにかなっちゃいそうだよ……」

「…………」

「うふふ、うひひはほひへほ……」

「…………」

　姉貴はハァハァ息を荒あららげながらにやにやしている。

　俺は――

　部屋の窓を開け、そこから外に逃げた。

「うおりゃああああああああああ！」

「太郎ちゃん!?」

　両足に激痛を感じながら着地。

　俺おれは夜の中に逃げ出した。全速力で。

「ほとぼりが冷めるまで……逃げるしかねええええ！」

『いいぞ、ボーイ！　ナイスダッシュだ！　そのまま明日に向かって走り続けるんだ！　大丈夫、自分を信じて！』

「おまえなに再登場してんだベリイイイ！　ワイフはどうしたあああああ！」

　俺は絶叫するような怒鳴り声を上げた。












第二話　合宿！







　放課後になり、俺おれは第二ボランティア部の部室に向かった。

　部室の扉を開けると――

「……なおらない……ドＭ……クソ変態……ファッキンブタ……ちくしょう……」

　石動いするぎ美み緒お先輩が、手に持った金属バットを見つめながらぶつぶつつぶやいていた。

「……このあたしが……あんなにも……社会の弱者のくせに……クソったれ……りかいできないわ、りかいできないりかいできない……うふふ、ふっふふー……」

「…………」

　右手で金属バットのグリップを握り、左手でバットの真ん中あたりを優しくさすりながら、濁にごった目でなにかをつぶやき続けている先輩。なんというか、とても怖かった。

　先輩の普通じゃない雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、すでに部室にいた結ゆう野のとみちる先生は先輩から遠く離れたところで微妙な表情を浮かべている。

　俺はおずおずと、

「あ、あの……石動先輩……？」

「あっ、ブタロウ」

　先輩の両目がこちらに向く。

「やっと来たわね。待ってたのよ」

　言って、ほほ笑みを浮かべる。

　が、笑ったのは口元だけで目は笑っていない。まったく笑っていない。

　先輩は相変わらずの濁った目で、

「……うん……テレビ……故障……直すには……だいじょうぶ……金属バットで……いろいろだいじょうぶ……世界はだいじょうぶ、あたしもだいじょうぶ、ぶぶぶ……」

　と、意味不明なことをつぶやいてから、笑みを広げ、

「――というわけで、いまからあんたの頭を金属バットで殴るわね」

「えええええっ!?」

　俺は激しく驚きながら、

「な、なんなんですかその謎なぞのストーリー展開は!?　ちゃんと理由を説明してくださ――いや、どんな理由を聞かされても『わかりました、殴ってくださいまし』とか言うわけないけどっ！」

「ガトツゼロシキィイィィィ――ッッ！」

「ひぎゃあああああああああ!?」

　周りの大気が怯おびえて震えそうなほどの鋭い突き。俺おれはそれをなんとか避よける。

「せ、先輩！」

　ゆらり、と金属バットを振り上げる石動いするぎ先輩。

「やめてください先輩！　頼むから殴らないでーっ！」

「……殴らない……殴ります、殴る、殴るとき、殴れば、殴れ……殴れ……ブタロウを殴れ、れれれ……」

「な、なぜ五段活用……」

　ダメだ。完全にイっちゃっている。

「オラアアアアアアアアア――ッ！」

「ふひいいいいい！」

　神速の金属バットをギリギリでかわす。

　これもう逃げるしかない。

　俺は全力で部室を飛び出した。

「なんで逃げるんじゃああああいいい！」

「逃げるのは当たり前えええええええ！」

　いろんな意味でいつも以上に怖い先輩が、金属バットをぶん回しながら追っかけてくる。うう、武器を持った先輩から逃げるのはこれで何度目だろう……

　でも、どこに逃げれば――

「そ、そうだっ！」

　死のピンチを感じた脳みそがナイスアイデアを思いつく。

　俺は校舎に向かって駆けた。

「ぜえ、ぜえ、ぜえ……」

　校舎に足を踏み入れる。

　俺が向かった先は、男子トイレだった。しかも職員用の。

　男子トイレに逃げ込んだ俺は、額ひたいの汗をぬぐいながら、

「ふう……ここならさすがの先輩も――」

「チョリッス」

「うひゃああああああ!?」

　すぐ後ろに、石動先輩が立っていた。

「せ、先輩!?　ここは男子トイレですよっ!?」

「え？　だから？」

　うおお、まったく気にしてない……

　というか、よく考えたら先輩がそんなこと気にするわけないじゃないか。このポンコツ脳みそが。

「ふふふ……」

　先輩が不気味にほほ笑みながら俺おれのほうに近づいてくる。

　俺は恐怖に震えながら後ずさった。が、すぐに壁にぶつかり、それ以上は下がれなくなる。絶望感が両足の力を奪い、俺はその場に尻しり餅もちをついた。

　先輩は俺の目の前に立つと、

「……古いテレビ」

「え？」

「古いテレビが微妙に故障して映りが悪くなったとき、テレビの横を叩たたいたらまた普通に映るようになることとかあるじゃない？」

「は、はあ……」

「それと同じ理屈で……あんたの頭をぶん殴れば、ドＭが治ったりすることとかもあるんじゃない？」

「な、治るわけないじゃないですかっ！」

　俺は声を荒あららげる。

「そんなアホみたいな理由で俺を殴ろうとしてたんですか!?　メチャクチャすぎますよ！」

「そうね……メチャクチャね……」

　先輩は乾いた笑みを浮かべ、

「でも、たとえ治らなかったとしても……出るわよね？」

「出る？　なにがですか？」

「血とかが」

「それは出ちゃダメでしょ！」

「あと、脳みその中にある透明な液体とか」

「脳のう漿しようのこと!?　それは人体の中で最も外に出たらダメな液体の一つですたぶんっ！」

　俺が冷や汗を垂らしながら怒鳴ると、

「だって……」

　先輩はつぶやくように言う。

「このあたしが、あんたのドＭを治すために、いくつもいくつも治療法を考えてやったのに……すんごくがんばったのに……あんたはずっと変態のままで……」

「そ、そんなことを言われても……」

「だからもう、ぶん殴って治すしかないと……」

「それはやめてくださいっ！　つーか金属バットで頭を殴ったりしてもドＭが治ったりはしません！　俺おれが死ぬだけです！」

「そっか……死んじゃうか……」

「ええ、だから――」

「でも、死んだらドＭ的に興奮することもなくなるし……」

「あんたなに言ってんの!?　それは本末転倒です！」

「ドＭが治らないくらいなら死んだほうがマシだべさ――あんた、そう言ってたよね。泣きながら言ってたよね。あの日、夕焼けに染まった屋上で」

「そんなことを述べた記憶はございませんがっ!?　都合のいいウソエピソードを捏ねつ造ぞうしないでください！」

「とりあえずイライラするから殴らせろおおおおおおおおおお！」

「うぎゃあああああ！　ストレス解消で殴らないでえええええ！」

　石動いするぎ先輩が金属バットを持った両腕を思いっきり振り上げ――

　その振り上げの勢いがあまりに鋭かったせいか、両手からバットの柄がすっぽ抜けた。

「ほえ……？」

　矢のような速さで先輩の真後ろに飛んでいった金属バット。

　その金属バットの先端が、

「マ、マッチョオオオオオオオオオ!?」

　ちょうどウサギ跳びしながら男子トイレに入ってきた俺のクラスの担任、中なか山やま先生の顔面にめり込んだ。

「……え……えきすぱんだふ……」

　床に倒れる筋肉のかたまり、もとい中山先生。そのまま昏こん倒とうしてしまう。

「…………」

「…………」

　水を打ったような静寂が、辺りを支配する。

　やがて――

　先輩は俺の頭の上にあった窓を開け、脱だつ兎とのような勢いで男子トイレから逃げ出した。

「ちょ……!?　せ、先輩！　一人で逃げるなんてズルい――」

　俺もすぐにそのあとを追った。




「……悪かったと思ってるわよ」

　両腕を組み、むすっとした顔をしながら、先輩は言った。

　第二ボランティア部の部室である。

　職員用の男子トイレから逃げ出した俺と先輩。息と気持ちを落ち着かせたあと、先輩は俺に言ってきた。

「あまりにもあんたのドＭが治らないから、あたしもイライラしちゃったというか軽いノイローゼみたいになっちゃって……」

「それで、俺おれを殺そうとしたんですか？」

「殺そうとしたわけじゃないわ！　あれだって一応はドＭ治療の一つだったんだから！」

「…………」

「た、確かにやりすぎだったのは認めるけど……」

　先輩は気まずそうに俺から顔を逸そらす。

　俺はため息を漏もらす。

　やれやれ……まったく、この人は……

「……うーむ、ちょっと行き詰まっているわね……なにか新しい風を……」

　先輩は顎あごに手を添え、ぶつぶつつぶやきながら俺のもとから去っていく。椅い子すに座り、思案顔になる。

　俺も椅子に深く腰掛け、もう一度ため息をつく。

　と――

「タロー、お疲れさま」

　結ゆう野のが俺の隣にあった椅子に座り、声をかけてきた。やわらかい笑みを見せながら。

「ああ、結野」

「あの、これ……」

　言って、結野は四角い容器を俺のほうに差し出してくる。

「ドＭ治療で疲れたときの栄養補給にと思って、これ作ってきたの。レモンのハチミツ漬け。……よかったら食べて」

「え？　お、おう、じゃあ……」

　俺は輪切りにされたレモンを指でつまみ、それをかじる。

「おお、うまい」

「ほんと？」

「ああ。甘くて、適度に酸味が利きいてて……」

　もう一つつまみ、口の中に放ほうり込む。

　結野はホッと安あん堵どの表情を浮かべ、

「よかった。酸すっぱくておいしくなかったらどうしようって心配だったの」

「いや、これはマジでイケる」

「どんどん食べてね」

「おう」

　でも、差し入れにレモンのハチミツ漬けを作ってくるなんて、なんか運動部のマネージャーみたいな感じだな。ちょっと感覚が微妙にズレている気がするが、まあいっか。普通においしいのでありがたいし。

　おいしいと言ってもらえたことがうれしいのか、結ゆう野のはにこにこしながら俺おれの食べるところを眺めている。

　――この前、結野が俺の家にお見舞いに来てくれたときから、俺と結野の関係は以前通りに戻っていた。

　いや、たぶん以前よりも親密になった感じがする。

　俺はそのことが普通にうれしかった。

「わたしも一つもらおうかな」

　言いながら、結野が容器に手を伸ばす。

　俺ももう一つもらおうと、容器に手を伸ばしたところだった。

　二人の手が――ほんの少しだけ、重なる。

「あ……」

　俺と結野は顔を上げ、お互いの顔を見つめる。見つめ合う。

　結野は右手を頬ほおに添え、ポッと顔を赤くしながら――えぐるような左フックを繰り出してきた。

「ごびゃああああああああああああああ――っ!?」

　殴られた俺は椅い子すから転がり落ちる。

「ふ、ふえええーん！　じかんさでおとこのこコワイコワイよおおおおお！　レモンをもっとどうぞおおおおおお！」

「ご、ごぼぼぼぼぼぼ!?」

　鋭い動きで椅子を蹴けった結野は、仰あお向むけに倒れる俺の口元にレモンのハチミツ漬けが入った容器を押しつけてくる。押しつけながら、空あいているほうの左手で拳こぶしを作り俺の腹部を殴ってくる。残ざん虐ぎやくなコンボだった。

　ドＭの変態である俺は当然気持ちよくなってしまったわけで、

「あ、あひひひひっ！　れもんおいしいおいしいでも的確に胃をなぐられてるからいろいろ逆流しちゃいそうでもう上も下もエンドレス快楽だよおおおおおお！」

「こ、こわいこわいこわいこわいよぉ――っ！」

　結野さまの加か虐ぎやくは続く。俺はもう昇天してしまっていた。

「あ、あひい……」

「ハッ!?　ご、ごめんね、タロー！　わたし、また……」

「ぺろぺろぴっぴ、ぽるばっくだふす。あっぴろろんだよぉ～」

「え？　それ何語？」

　俺はふらふらしながら立ち上がった。

　心配そうな表情の結野を安心させるため、笑顔を見せる。が、快楽のせいでその笑顔はかなり気持ち悪いものになってしまった。

　そのとき――

「……閃ひらめいた。起死回生の策を」

　椅い子すに座り、ずっとなにかを考え込んでいる様子だった石動いするぎ先輩が、立ち上がった。

　そして突然、

「――合宿をするわ！」

　と、言い放はなった。

　一瞬、しんと静まる部室。

「合宿？」

　みちる先生が尋たずねる。

「そうよっ！」

　先輩はぐっと右みぎ拳こぶしを握りしめ、

「普通にドＭ治療をしててもブタロウのドＭは治る兆きざしも見せない！　これはもう、合宿をして集中的に治療を行うしかないわ！　というわけで、第二ボランティア部で合宿に行くことに決定しました！」

「合宿って……」

　俺おれは呆ぼう然ぜんとつぶやく。

　合宿でドＭ治療。

　学校ではない場所、生徒や教師の目が届かない空間で、時間やモラルの制限もなく連続でドＭ治療を行える環境……

「そ、それは……」

　全身がガクガク震える。あまりの恐怖に。

「そ、そそそ、それはマジでやばいというか絶対に死んでしまうううううううう！」

「タ、タロー!?　大丈夫!?」

「お、おぶぶぶぶぶ……」

「うん、ブタロウもうれしそうね」

　先輩は満足そうにうなずいている。

「合宿か……うむ、環境を変えてみるのもいいかもしれんな。で、いつぐらいにする予定なんだ？」

「早いほうがいいに決まってるから……」

　先輩はちょっと考えたあと、言った。

「合宿は次の土曜日――学校が終わってから出発することにするわ！」




「はあ……」

「タ、タロー。さっきから五秒に一回の割合でため息をついてるよ？」

　部活が終わり、俺おれと結ゆう野のは桜さくら守もり駅に向かって歩いている。

　合宿ってマジですか……

　マジなんですか……

「大丈夫よ、タロー」

　結野は優しいほほ笑みを浮かべながら言ってくる。

「合宿だからって、そんな命に関かかわるようなメチャクチャな治療はしないわよ。美み緒おさんは加減を知っている人だから」

「……結野。本当にそう思ってるのか？」

「…………」

「なぜ顔を逸そらす？」

「……包帯とか、いっぱい持って行くね」

「切なくなるようなことを言わないでくれ」

　俺は再びため息をつく。

　ゆっくりとした歩調で足を進める、俺と結野。

「まったく……」

　俺は頭をがしがしかきながら、

「ずっと思ってたんだけど……最近の先輩の張り切りようは異常だよな」

　と、愚ぐ痴ちるように言った。

「うん。確かに」

　結野はうなずく。

「なんで急にそんなやる気になったんだろ。意味わかんねえよ」

「美緒さんがやる気になった原因……」

「結野？」

　結野は少しうつむき加減で、

「美緒さんがドＭ治療をがんばりだしたのって、あのあとだよね」

「あのあと？　……あ」

　あのあと――結野が俺に告白したところを先輩が目撃したあと……

「結野は……あのことが、先輩がドＭ治療をやる気になった原因とかきっかけだと思ってるのか？」

「うん。間違いないと思う」

　結野にしてははっきりとした物言いだった。

「でも……」

　俺は微妙に困惑しながら、

「あのとき、先輩はすげえ驚いてたみたいだったけど……次の日にはもう普通な感じで、昨日のことなんか綺き麗れいに忘れてるみたいだったじゃねえか。だから俺おれ、先輩にとってあのときのことはまったく印象に残らない出来事だったんだなって……下へ手たしたら、マジに忘れてるんじゃないかとすら……」

「そんなことないよ」

　結ゆう野のは無表情で告げる。少しいつもと雰ふん囲い気きが違うように見えたのは、俺の気のせいだろうか。

「美み緒おさんの気持ちが全部わかるってわけじゃないけど……でも、あのときの美緒さんはすごくショックを受けていたと思う。きっと」

　そうなのだろうか。俺にはいまいちよくわからなかった。

「それにね……三日前ぐらいに、美緒さんに訊きかれたの」

「訊かれたってなにを？」

「最近、タローと仲がいいように見えるけど……もしかして、わたしとタローは恋人として付き合いはじめたのかって」

「え？」

　石動いするぎ先輩がそんなことを？　それはとても意外だった。

　そう尋たずねられた結野は、正直に、俺が返事を保留しているということを述べたらしい。

「それを聞いた先輩は？」

「ふうんって言ってから、タローは変態なうえに優柔不断でどうしようもないとか……」

　そこはとても先輩らしいお言葉です。

「そのあと、わたしは美緒さんに――」

「え？」

「あ……う、ううん！　なんでもない！」

　結野はぶんぶんと首を横に振る。

「……ううむ」

　俺は両腕を組みながら黙り込む。

　先輩がドＭ治療を集中的に行うようになったのは、結野が俺に告白する場面を目撃したのが原因。結野はそう思っているようだが……ううん、いったいどうなのだろう。

　俺にはわからない。

　が、一つだけはっきりしていることは――

「その原因はともかく……先輩が行う集中的なドＭ治療が、俺の肉体と精神を破滅寸前までに追いつめているってことは確かだ……」

　俺にとっての一番の問題は、そこなのだ。

　そして今回の合宿。

　合宿では、これまでよりもさらに酷ひどいドＭ治療が予想される。

　冗談抜きで、合宿の日が俺おれの命日になってしまうかもしれない。

「…………」

　いかん、今回は本当にやばい。耐えられる気がしない。

　これはもう、本気で先輩に考え直してもらうしかない。俺が生きるために。

「……タロー？」

　急に立ち止まった俺に、怪け訝げんそうな声をかける結ゆう野の。

「先輩、今日は部室に残って合宿をどこでするか考えるって言ってたよな？」

「う、うん。旅行雑誌を見たり、みちる先生のノートパソコンでネットを見たりして調べるとか……」

　じゃあ、まだ先輩は部室に残っているというわけだ。

　説得は早いほうがいい。

　俺はくるっと身を翻ひるがえし、

「俺、先輩に合宿はやめてもらうように頼んでくる。結野は先に帰っててくれ」

「え？　あ……タロー！」

　先輩が帰ってしまう前にたどり着かないといけない。

　俺は結野をその場に残し、ダッシュで校舎に向かった。




　校門を抜け、部室の前にたどり着く。

　部室のドアを開けようとしたとき――

「――美み緒お、ちょっと訊ききたいことがあるんだが」

　という声が漏もれ聞こえてきた。みちる先生の声だ。

　見ると、ドアの隙すき間まが少しだけ開いていた。

「なに？」

　と、石動いするぎ先輩の声。

「ここ最近、砂さ戸ど太た郎ろうのドＭ治療にえらく熱心な様子だが……それにはなにか理由があるのか？」

「それは……」

　先輩が少し言いよどむ。

　先輩がドＭ治療に熱心になった理由はなんなのか。それは、ついさっき俺と結野が話していたこと。ずっと気になっていたこと。

「…………」

　俺はドアのほうに伸ばしていた手を引っ込めた。で、ここで二人の会話を盗み聞きすることに決めた。

　盗み聞きをすることにちょっと罪悪感があったが、罪悪感よりも知りたいという気持ちが勝ってしまった。俺おれの命にも関かかわることだし。

　ドアの隙すき間まから部室の中をうかがう。

　部室にいるのは、先輩とみちる先生だけ。

「あのね……」

　先輩は言葉に躊ちゆう躇ちよの気配をにじませながら、告げる。

「この前のバレンタインデーのときにね……嵐あらし子こが、ブタロウに告白したの」

　俺は息を呑のむ。

　思わず声が漏もれそうになった。

「あたしは偶然、その場に居合わせちゃって……」

「なるほど。一時期、砂さ戸ど太た郎ろうと嵐子の様子がなんだかおかしいときがあったが……あれはその告白が原因だったのか」

　みちる先生はいつもの抑よく揚ようのない口く調ちようで言った。

　先輩は小さくうなずき、

「二人の気まずそうな様子を見て……ブタロウが、嵐子の告白にいい返事をしていないことはすぐにわかった。迷いもせず断ったっていうのも考えにくいから、たぶん、ブタロウは嵐子の告白にまだ返事をすることができないでいるんだと思ったのよ。イエスともノーとも言ってない、どっちつかずの状態」

「…………」

　その通りだった。

　あの時期の俺と結ゆう野のは、俺が中途半端な態度をとってしまっていたせいで、変に気まずいふうになってしまっていたのだ。

「どうしてブタロウは返事ができないでいるのか……嵐子の告白を受け入れずにいるのか……なんでだろうって考えてたら、一つ、思い当たることがあったの」

「それはなんだ？」

「それは、ブタロウのドＭ体質のことよ」

　言って、先輩は続ける。

「あいつは、自分が変態体質であるってことを気にして、自分がこんな体質じゃあ女の子と付き合うことなんてできないって思って、嵐子と付き合えないでいる。そうなんじゃないかと思ったの」

「――っ」

　俺は息を呑む。

「あいつは掛け値なしの馬ば鹿かだから、そういうふうに考えてるんじゃないかって思ったのよ。そんなこと気にしなくてもいいのに。嵐子は気にしないのに」

　先輩は独ひとり言のように告げる。

　みちる先生は黙って先輩を見つめている。

「だから……」

　石動いするぎ先輩は顔を上げ、

「だから――ブタロウのドＭ体質を絶対に治してやろうと思ったの」

　と、言った。

　確かに……辰たつ吉きちにも言ったとおり、俺おれは自分のドＭ体質のことを気にしすぎて卑ひ屈くつになっていた。それが結ゆう野のに返事ができずにいるすべての原因――というわけではもちろんなかったが、この体質のことを完全に忘れて結野に返答するのも難しい、と俺は考えていた。

　そんな俺の考えは、親友である辰吉の言葉によってかなり解きほぐされたのだが……まさか、先輩がそこまで俺のことを考えてくれていたなんて……ドＭ治療に熱心になった理由が、そんなところにあったなんて……

「そうか。そういう理由でな……」

　みちる先生はつぶやくように言った。

「だが、あの二人……少し前はとても気まずい様子だったが、いまは仲が良さそうに見えるな。もしかすると、もうすでに付き合っているのではないか？　砂さ戸ど太た郎ろうが、嵐あらし子この告白を受け入れて」












「……あたしも、もしかしたらそうなんじゃないかと思って、嵐あらし子こに訊きいてみたのよ。ブタロウと付き合ってるのかって」

「嵐子はどう言ったんだ？」

「付き合ってない――というか、まだブタロウに返事をもらってないって言ってた。でも、ブタロウが返事を保留してるのは、嵐子のことを真剣に考えてくれているからだってことも言ってたわ」

「そうか」

「うん」

　先輩はうなずき、

「二人でどんな話をしたのかはしらないけど、最近のあの二人はかなりいい感じに見えるから、これはいい方向に進んでいくんじゃないかって思ったの。これでさらにブタロウのドＭが治ればもうなんの心配もない。二人はいいカップルになれると思うのよ」

「…………」

　みちる先生はしばらく黙り込むと、

「だが……よく考えたすえに、砂さ戸ど太た郎ろうが嵐子の愛の告白を断るということもあるのではないか？　ドＭ体質どうこうは関係なく」

「まさか。そんなこと、あるはずないわよ」

　先輩は淡い笑みを浮かべながら首を横に振る。

「だって……嵐子はかわいいし、優しいし、胸だって大きいし、素晴らしい女の子じゃない。嵐子はブタロウのことを一番よく知ってる女の子だし、ブタロウも嵐子のことを誰だれよりも理解してると思う。最高の恋人どうしになれると思うわ」

「……美み緒おは、それでいいのか？」

「え？」

　みちる先生の言葉に、先輩は顔を上げる。

「いや……すまない。なんでもないよ」

　みちる先生はごまかすような咳せき払ばらいをする。珍しく気まずい思いをしているように見えた。

「……変なことを言うのね、みちる姉ねえは」

　ぽつりと声を落とす。

「嵐子もそうだわ。ブタロウと付き合ってるのかって訊いたとき、最後に嵐子にこう言われたの――美緒さんはタローに好きって言わないんですか、って」

　俺おれは大きく目を見開いていた。

　結ゆう野の……どうしてそんなことを……

　それじゃあまるで、先輩が俺のことを好き――いや、そんなことあるはずないのに……

　先輩はやれやれという表情と仕草で、告げる。

「いったいなにを勘違いしてるんだか。なんであたしがブタロウに好きって言わなきゃならないのよ。わけわかんない。理解不能だわ」

　そう、その通りだ。まったくわけがわからない。

「…………」

　しばしの静寂が部室を覆おおう。

「……とにかく」

　気を取り直すような声で、先輩は言った。

「あたしは、あの二人は絶対に付き合ったほうがいいと思うのよ。全面的に嵐あらし子こを応援する。どんなことをしてでも、二人をくっつけてやるんだから。そのためにもドＭ治療をがんばらないと」

「そうか。だが、砂さ戸ど太た郎ろうのドＭ体質はいっこうに治る気配を見せない。これまで数多くの治療法を試してきたが、まったくと言っていいほど効果なしだ。美み緒おは、砂戸太郎のドＭを治す自信があるのか？」

「う……まあ、確かにあのスーパー変態ドＭ体質を治すのはかなり難しいと思うし、正直、時間はまだかかりそうだけど……」

　先輩はちょっと弱気なことを言ってから、

「だ、だから、もしかしたらドＭの治療は後回しというパターンもあるかも……でも、あの二人をくっつけるほうの自信はあるわよ！　確実に！」

「そうか」

「うん！　あたしはね、あの二人の恋のキューピッドになってやるつもりなのよ！」

「…………」

　俺おれは無言で部室の前から離れた。

　先輩がそんな気持ちで俺のドＭを治そうとしていたなんて。

　それを知ってしまったら……

　合宿は中止にしてくださいって頼むことなんか、できないじゃないか。




　そして、土曜日がやってきてしまった。

　昼までの授業が終わり、いったん自宅に帰って昼食をとったあと、桜さくら守もり駅の前で待ち合わせとのこと。

　自宅で昼食中。

　俺と姉貴と母さんはダイニングのテーブルについている。

　いち早く昼食を食べ終えたあと、俺は二人に、

「あのさ、じつは今日これから――」

「なになに、太た郎ろうちゃん？　今日これからお姉ちゃんとデートしたいって？　じつはお姉ちゃんもそう思ってたところなの！」

「違いますよ、静しず香かさん。太郎さんは私とデートしたいんです」

「お母さんってば、もうボケがはじまっちゃったのかな？　老化ってせつないね……」

「静香さんこそ一段とアホに磨きがかかってるご様子ですね。一度、病院で精密検査を受けたほうがいいんじゃないですか？」

「なんだと、このババァ……」

「このちんちくりんが……」

　姉貴と母さんが不穏な感じで睨にらみ合う。

「いやそうじゃなくて……」

　俺おれはため息をついてから、

「じつは、今日これから部活の合宿に行くんだ。泊まりがけで行ってくるから帰ってくるのは明日の昼以降になると思う」

　そう言うと――

　二人は、手に持っていた茶碗をガチャンとテーブルの上に落とした。

「じゃあ、そういうことで」

　俺は椅い子すの横に用意してあった荷物を手に取ると、早足で玄関のほうに――

「ぬおう!?」

　玄関のほうに行く前に、二人が突進するような勢いで俺の腰に抱きついてきた。

「が、合宿なんて……お姉ちゃん、そんなこと聞いてないよぉ！　イヤだよぉ！」

「そうですよぉ！　太郎さん、行っちゃイヤですううううう！」

　えぐえぐと涙を流しながら叫ぶ二人。

「こ、こら！　二人とも離しやがれっ！」

　あまりにも予想通りの行動。

　こうなるのが嫌だったから、直前まで合宿のことは隠していたのに……

「太郎ちゃんに一日以上も会えないなんて……そんなのってあり得ない……お姉ちゃん、ストレスのせいで万引きを繰り返しちゃうかもだよおおおぉ！」

「私も我慢なんてできません！　きっとストレスのせいで放火を繰り返しちゃったりしますうううう！」

「お願いだから犯罪に走るのだけはやめてください！　社会に迷惑はかけるな！」

　俺は二人を腰に巻き付けたまま走る。走る勢いで振り払おうとする。

　やがて、二人はべちゃあと廊下に落ちた。

「太郎ちゃん――」

「行かないでおくれやすうううう！」

　俺おれは玄関を出ると、駅に向かって全速力で走った。

　――俺が桜さくら守もり駅の前に到着したとき。

　すでに石動いするぎ先輩と結ゆう野のが待っていた。

　二人とも私服姿で、手に旅行用の鞄かばんを持っている。

　石動先輩は、白い長なが袖そでに、ピンク色の胸下切り替えワンピースを着ている。結野はグレーのパーカーに、フリルスカートを合わせていた。二人の私服姿はかわいらしくて、なんかちょっと変に緊張してしまったりした。

　俺はきょろきょろと辺りを見回し、

「あの……みちる先生はまだなんですか？」

「ん？　もうすぐ来るとおもうんだけど……あ、来た！」

　先輩は車道に飛び出し、大きく手を振る。

　ゆっくりとしたスピードでこちらに向かっていたグレイのワンボックスカーが、先輩の前で停車――しなかった。

「ふぎゃっ!?」

　車のフロントバーにぶつかられた先輩の体が、ごろごろと後ろに転がっていく。事故発生の瞬間だった。

「ぬおおおおおっ!?　せ、先輩、大丈夫ですか!?」

「み、美み緒おさん！」

　俺と結野は慌あわてて先輩に駆け寄る。

「大丈夫よ……いてて……」

　先輩はすぐに立ち上がり、

「ちょっと、みちる姉ねえ！　ひどいじゃない！」

　と、車のほうに向かって怒鳴った。え？　みちる姉？

　ワンボックスカーから降りてきた人物。

　それは、みちる先生だった。

「すまない、美緒。少し目算をミスってしまった」

「もう。気をつけてよね」

　先輩は頬ほおを膨らませながら言ったあと、両手で服についた埃ほこりを払う。結野もそれを手伝ってあげていた。どうやら怪け我がはしていないらしい。

　みちる先生は俺たちに顔を向け、

「待たせたな。さあ、乗ってくれ」

「え……？」

　俺は唖あ然ぜんとしながら、

「もしかして、みちる先生が運転する車で行くんですか？」

「ああ、そうだ。不満か？」

「いえ、そういうわけではないんですが……駅前で待ち合わせだったから、てっきり電車で行くものだと……」

　それに、みちる先生が車を運転するなんて、想像もしていなかった。

「じゃあ車に乗りましょう！　あたしは助手席に乗るから、ブタロウと嵐あらし子こは後ろに座りなさい！」

　言って、先輩はさっさと助手席のほうに乗り込む。

　俺おれと結ゆう野のは後部座席に座った。シートベルトを締しめる。

　石動いするぎ先輩はハイテンションな様子で右みぎ拳こぶしを高く掲かかげ、

「よしっ！　じゃあ出発よーっ！」

「オーッ！」

　と、結野も元気よく右拳を振り上げる。

「あ……」

　そして、先輩以外に声を上げたのが自分だけだと気づくと、少し恥ずかしそうにしながらそーっと拳を下げる。

　結野……なんか、ひそかにテンションが高いな……

　俺の視線に気付いた結野は「えへへ」と照れ笑いをしたあと、

「じつはね……わたし、この合宿をちょっと楽しみにしてたの」

「え？」

「タローは嫌がってるみたいだし、その気持ちもわかるけど……わたし、友達とどこかに泊まりに行くなんてこと久しぶりだから、それで……」

「そっか……」

「うん。そ、それに、好きな人とも一緒だし……」

　言ってから、結野はかぁーっと顔を赤くする。

　そんなに赤くなるなら言わなければいいのに……と思いながら、俺のほうも顔を赤くしていた。

「そういえば……合宿ってどこでやるんですか？」

　と、俺は前に座る先輩に尋たずねる。

「あれ？　まだ言ってなかったっけ？」

「はい。待ち合わせ場所と時間だけしか教えてもらってません。行き先の情報については皆かい無むです」

「じゃあ、それは着いてからのお楽しみってことにしとくわ！」

「はあ、そうですか……」

　まあいいか。着けばわかることだ。

　住宅街を抜けたワンボックスカーは、ガードレールの設置された峠とうげ道みちに入っていく。

「あの、みちる先生……出発してからずっと疑問に思ってたんですが……」

「なんだ？」

「ど、どうして、直線の道路を進んでるのに、車が微妙に蛇だ行こうしてるんですか？」

「それは私にもわからない。ミステリーだな」

「…………」

　嫌な予感がした俺おれは、おそるおそる、

「みちる先生って、車の運転はけっこうするほうなんですか？」

「いや。運転するのは四年ぶりくらいだな。四年前に事故を起こして、その日から乗っていなかったんだ」

　俺は絶句してしまった。

　ワンボックスカーが曲がり角にさしかかる。

「ふんっ！」

　みちる先生は謎なぞの気合いを込めながら、ハンドルを切る。

　ワンボックスカーはドリフトでもしてるんですかというほど不安定な走行をしながら、なんとか曲がり角を曲がった。

「ぬ、ぬおう!?」

「きゃああっ!?」

　俺と結ゆう野のはそろって悲鳴を上げる。

　曲がり角に来るたび、車はそんな危険な感じで曲がった。

「み、みちる先生、もうちょっと丁てい寧ねいに運転して――ひいいいい！」

「きゃあああああああ！」

　俺と結野は絶叫を上げた。石動いするぎ先輩だけは「なんかジェットコースターみたいで楽しいわね！　イエーイ！」とかのんきなことを言っている。

　そして、何度目かの曲がり角を迎えたとき――

　横に揺れた俺の腕が、結野の腕に触れてしまった。

「ヒッ――」

　結野の顔が一瞬で青くなる。

「イ、イヤアアアアアアアアアアアアア！」

「ずごっく!?」

　結野が真横に放はなった左ひだり拳こぶしが、俺の右みぎ頬ほおにめり込む。

　激痛が一瞬にして超快楽に変換されたばあああああああああ！

「あ、びゃあびゃあびゃあああああ――っっ！　き、ききき、きもっちいいでふあらしこちゃんちゃーん！　もっとなぐってぽーっ！」

「ひいいいい！　こわいこわいこわいよーっ！」

　結ゆう野のの拳こぶしが連続でヒットする。ノンストップ快楽にオイラ大興奮！　イェー！

　後部座席の惨劇に気付いた先輩が、慌あわてた声を上げる。

「あ、あんたたち、なにやってんのよ!?　みちる姉ねえ、ちょっと止めて！」

　――俺おれと結野が並んで座るのは危険ということがわかったので、しかたなく座る位置を変えることにした。

「まったく……せっかく、あたしが気を利きかせてやったのに……」

　先輩はなにやらぶつぶつつぶやいている。

　俺は先輩と交代し、助手席に座ることになった。

「ごめんね、タロー……」

「いいって。気にすんなよ」

　しゅんとした様子の結野に言う。

　車が再発進。相変わらず、車は直線の通路でも微妙に蛇だ行こうしている。

「み、みちる先生、そんなふらふらさせずにもっとちゃんとハンドルを握らないと……だから蛇行を……」

「ん？　ああ、これは癖だから直らないんだ」

「そんな危険な癖は是ぜが非ひでも直してください……」

「ふむ……もしかすると、スピードが遅すぎるから蛇行してしまうのかもな」

「へ？」

「もう少しスピードを上げてみるか」

　言って、みちる先生はアクセルを踏んだ。かなり思いっきり。

「ぬ、ぬがああ!?　み、みちる先生――」

「ちょっとスピードを上げすぎてしまったな」

「ちょっとどころじゃ――ひいいいい！」

　やがて、前方に曲がり角が見えてくる。

「み、みみ、みちる先生、曲がり角です！　スピードを落としてください！」

「ああ、わかっている」

　曲がり角の前で、車は減速――

　せずに、なぜか逆に加速した。ホワイ!?

　みちる先生はいつもの抑よく揚ようのない口く調ちようで、

「しまった。アクセルとブレーキを間違えてしまった」

「ええええええええええええ!?」

　そして。

　ワンボックスカーはガードレールを突き破り、道路の外に飛び出してしまった。

「ぎゃあああああああああああああ！」

「きゃあああああああああああああ！」

「うおう!?　みちる姉ねえ、どこ走ってんの!?」

　車内に悲鳴があふれる。

　ワンボックスカーは岩肌っぽい斜面を――かなり角度の鋭い斜面を、落下するような勢いで走行する。小刻みに車が跳ねる。

「み、みみみみみちる先生！」

「落ち着け、砂さ戸ど太た郎ろう。こういうときパニックになるのが一番危険だ。まずは冷静になろう――ふう」

「って、あんたこんなときになんでタバコ吸ったりしてんの!?　落ち着きすぎだろ！　つーか頼むからハンドルから両手を放はなすなああああああああああ！」

「大丈夫だ、ちゃんとアクセルは踏んでいる」

「ちゃんとの意味がまったくわかんねえよ！　ああああああ、もう誰だれかなんとかしてええええええ！」

　俺おれは頭を抱かかえながら絶叫した。




　出発してから二時間後、ワンボックスカーはなんとか目的地に到着した。

「無事にたどり着いた……奇跡だ……」

「うん……奇跡……」

　俺と結ゆう野のはげんなりした表情でつぶやいた。

　ガードレールを突き破ったあと、道なき道を適当に直進していたら目的地までたどり着いたのだ。本当に奇跡としか思えない。

　あんなにデンジャラスな道のりだったというのに、みちる先生はいつもの無表情、石動いするぎ先輩も案外けろりとしている。この人たちの心臓はどうなっているのだろうか。

　車を駐車場に入れ、俺たちは外に出る。

　駐車場の隣。そこには――

「……お寺？」

「そう、お寺っ！　ここがあたしたちが合宿する場所よ！」

　と、先輩は言い放った。

「静かでドＭ治療に集中できるし、山の中で景色はいいし温泉はあるし近くに滝やらいろいろ使えそうなもんがあるし、あたし的にはかなりナイスな条件がそろった場所なのよここは！」

「お寺か……」

　俺はホッと安あん堵どの息を吐く。もっと奇想天外な場所に連れて行かれるかと思っていたので、ちょっと安心した。

　山門をくぐり、お寺の目の前までたどり着く。

「うん、なかなかよさげなところじゃない！　ちょっとボロいけど！　あと、若干せまいけど！」

　先輩はお寺を眺めながら、満足そうに失礼なことを言っている。

「――ほっほっほ。手厳しいですな」

　寺の陰から姿を現した人物が、おかしそうに言った。

　姿勢のいい、穏やかな顔立ちをした禿とく頭とうの老人。

「桜さくら守もり高校のみなさんですな？　こんにちは。儂わしがこの寺の住じゆう職しよくをやっております、佐さ々さ木きです」

　寺の住職さん。俺おれたちはかしこまった様子で――いや、かしこまっていたのは俺と結ゆう野のだけだが――住職さんに向き直り、挨あい拶さつをした。

　住職さんは軽く寺についてのお話やいくつかの注意事項などを伝えたあと、「がんばってください」と言って去っていった。

　聞いて驚いたのは、宿泊費をタダにしてくれるということ。その代わり、食事など自分たちのことは自分たちでし、ちゃんと片付けもする。あと、そんなに長い時間ではないがお勤つとめとして境けい内だいの掃除などをしてくださいと言われた。

「宿泊費がかからないのはたすかるね」

「ああ、すげえありがたい。あの住職さん、マジでいい人だな」

　結野とうなずき合う。

　俺たちは寺に隣接して建っている宿泊施設に向かった。そちらに俺たちの泊まるところが用意されているらしい。

　宿坊と呼ぶらしいその建物は、こぢんまりした旅館のような外見をしていた。寺よりもあとに建てられたのか、寺自体よりも新しく見える。

　宿坊の中に足を踏み入れる。そこにいた若いお坊さんに案内され、部屋に向かう。

「おおっ！　なかなか広くてキレイでナイスだわ！」

　ドアを開け部屋の中に入った先輩がうれしそうな声を上げる。

　十五畳ほどの広さの和室。洗面所やお手洗いも付いている。普通の旅館と変わらない感じだった。

　俺は部屋を見回し、

「本当に広いですね。これだったら四人でも……四人……」

　つぶやきながら、ふと思った。

「って、四人じゃないか。ここは女性たちの部屋ですよね？　俺の泊まるところはどこですか？」

「あんたの泊まるところ？　ここに決まってるじゃない」

「へ？」

　俺おれは間抜けな顔をさらしながら、

「ここって……ここですか？　この部屋に？　先輩や結ゆう野のやみちる先生と一緒？」

「うん、そうよ」

　先輩はうなずく。

「なんかほかに部屋が空あいてないらしいから、一緒の部屋ってことになったのよ。あたしたちは四人だけだし、まあいいかって」

「まあいいかって……」

　それは……いろいろまずいんじゃないのでしょうか。

　俺はみちる先生のほうに顔を向ける。

　いちおう保護者的立場であるみちる先生は、

「まあいいんじゃないか」

「…………」

　おいおい、マジですか。

「えええええっ!?」

　と普通の反応をしてくれたのは、結野だった。

「い、一緒の部屋って……寝るときとかもですか？」

「当たり前じゃない」

「そ、それは……」

「じゃあ、寝るときはブタロウを屋外に放ほうり出すことにしよっか」

「いえ、それも酷ひどすぎるというか……」

　結野は顔を赤くしながら、チラチラ俺のほうを見たりしている。嫌がっているというふうではないが、どうしようちょっと困ったなという顔はしていた。うん、それが年とし頃ごろの乙女として当たり前の反応だと思うぞ。

　女の子たちと一緒の部屋か……

　俺は喜べばいいのだろうか。でも、喜びよりも戸惑いや変な緊張が勝ってしまっているというのが正直な感想だった。

　でもまあ、どうあがいてもこの決定は覆くつがえりそうにない。俺たちは持ってきた荷物を軽く整理したりする作業に入った。

　と――

「ブタロウ！」

　石動いするぎ先輩が大きな荷物を抱かかえながら、部屋のドアを開けていた。

「荷物の整理が終わったら、僧そう堂どうのほうに来なさい！」

「え？」

「急ぎなさいよ！」

　言い残し、先輩は荷物を抱かかえたまま部屋から出て行く。慌あわただしい人だ。

　でも、僧そう堂どうに来いってどういうことだろう。

　俺おれは数分で荷物の整理を終えると、部屋を出て僧堂に向かった。もちろん、先輩の命令を無視するなんて怖いことはできない。

　宿坊を出て、お寺の中に足を踏み入れる。

　僧堂は、広い畳敷きの部屋だった。おもに座禅などをするところとどこかで聞いたことがある。厳粛で静せい謐ひつな空間だった。

　その真ん中あたりに立っていたのは――

「遅いわよっ！　喝かつ！」

　石動いするぎ先輩でございました。

「…………」

　俺は唖あ然ぜんとしながら先輩の姿を見つめる。

　先輩は――

　なぜか巫み女こ服ふくを着ていた。

　右手には樫かしの木で出来た長い棒、警きよう策さくを肩に担かつぐようにして持っている。

「先輩、なぜ巫女服を……あ、あと……」

「うるせえっ！」

「おぶっ!?」

　先輩は警策で俺の脳天をぶっ叩たたいた。

「お、おふう！　神聖な快楽が全身を巡めぐるよぉ！　でへでへ！」

「何度見てもキモいわね、興奮状態のあんたは……」

　先輩はつぶやいたあと、警策を俺のほうに向け、

「そんなキモすぎる変態体質を克服するために――早速ドＭ治療を行うわよっ！」

「い、いきなりですか！」

　さっき到着したばかりじゃないですか！

「当たり前じゃない！　なんのために来たと思ってんのよ！」

　先輩は睨にらみつけるようにして叫ぶ。

「合宿に来たのはあんたのドＭを絶対に治すため！　一分一秒も無駄に出来ないわ！　つーわけでブタロウ、そこに正座しなさい！」

「え……？」

「おら、さっさとしやがれ！」

「は、はい！」

　怖い顔で睨にらまれてしまったので、俺おれは素早くその場で正座した。

　先輩は両腕を組みながら、

「あたしが考えたドＭ治療――それは、無む我がの境地にたどり着くことによって変態的な習性を克服するという方法よっ！」

　僧そう堂どう全体に響き渡るような大声で言った。

「む、無我の境地？」

「そうよ！」

　先輩は自信満々に言い放はなつ。

「森しん羅ら万ばん象しようと合ごう一いつすることによって欲にまみれた己という存在を消し去り、女性に罵ののしられたり冷たくされたり殴られたりしても感情を振幅させない究極の精神状態にたどり着くっ！　それに成功すれば、あんたのドＭ体質は治ってしまうという寸法よ！」

　森羅万象と合一……

　先輩、すみませんが意味がわかりません。

「というわけで、無我の境地にたどり着くための修行……座禅をするわよ！」

「ざ、座禅？」

「そう言ってるだろうが、ブタ！」

　怖い顔で睨んでくる先輩。












　座禅……

　そうか、そのために先輩は寺で合宿を……

「ブタロウ！　正座して精神集中して、無になりなさい！」

「無になりなさいって……」

「もし、無になれてなかったら……この警きよう策さくでぶっ叩たたくわ」

　先輩は警策を真剣のように構える。

「つーわけでスタート！　おら、さっさと無になって、その状態をキープするのよ！」

「は、はい！」

　俺おれは反射的にうなずく。

　まったく……無になれとか無む我がの境地とか、ハードル高すぎるだろ……

　そんな境地にたどり着くためには何年、何十年の修行が必要な気がした。なんとなく。とりあえず正座をして背筋を伸ばし、両目をつぶる。

「……ふう」

　深く呼吸をし、なるべく心の中を空からっぽにするように努つとめた。

　と、そのとき、なにやらゴソゴソと音がした。

　気になった俺は、両目を開けて音のしたほうを見やった。

「……？」

　俺が座る場所から三メートルほど離れた位置。そこに、先輩が四角い画面のついたテレビのようなものを設置していた。そのテレビのようなものの上にはパラボナアンテナっぽい機械が置いてあり、そのアンテナは俺の座るほうに向いている。

　俺は思わず、

「先輩……それはいったいなんですか？」

　と、尋たずねていた。

　先輩は俺のほうに顔を向けると、

「これは、発明チビッコを脅おどし――じゃなくてお願いして作ってもらった、心の中で考えたことを映像にする装置よ！」

「こ、心の中で考えたことを映像に？」

「ええ！」

　先輩は右手でばんっと装置を叩くと、

「あんたがちゃんと無になってるか、この装置でチェックするのよ！　無になれてたらこの装置にはなにも映らない。雑念があったら、その雑念を装置が画面に映し出す。で、もし雑念ばっかりで無になれてなかったら、警策でぶっ叩く」

「…………」

　わざわざそんな装置まで用意するなんて……

　そこで、先輩がぎろりと眼光を鋭くし、

「つーか、こっちのことは気にせずあんたは修行に専念しなさい！」

「は、はい！」

　俺おれは慌あわてて両目をつむり、心を無にする。

　心を無に……

　無に……

　そういえば、ふと思い出したけど、昨日テレビで深海生物の特集とかやってたな。

　どれもなんかグロテスクな感じの生物ばっかりで驚いた。海の底には、あんな奇怪な生き物がいっぱいいるんだな。

「ヒッ！」

　という先輩の悲鳴のような声が聞こえたので目を開けてみると――

　装置の画面に、グロテスクな深海生物がドアップで映っていた。

「おおっ!?」

　あれは、いま俺が思い出していた深海生物……

「ブタロウ……」

　先輩が俺を睨にらみつける。

　警きよう策さくを構えながら俺に近づいてくる。

「無になれって言ったのに、なんであんな気持ち悪いモンスターみたいなもんのこと考えてやがんのよ！　いきなりあんなもんが映ってびっくりしただろうが！」

「ぎょ、ぎょばああああああああ！」

　先輩が流星のような警策の連打を俺の体にぶち込んでくれる。

「う、うへい……き、きもちいいジュンジュワー……」

　俺は全身を包む法悦に自我がぶっ飛びそうになりながら、ぴくぴく痙けい攣れんする。

「まったく、この変態は……」

　先輩はふうとため息をつく。

　俺から離れ、

「おら、キモ野郎。修行のやり直しよ」

「は、はひ……」

　俺は快楽に耐えながら正座する。

　もう一度、心を無に……

　それにしても――

　先輩の巫み女こ服ふく姿、すげえ似合ってたよな。

　巫女服を着た女の子があんなにかわいいとは思わなかった。

　俺って、じつは巫女属性があったのだろうか。

「な――」

　先輩の驚いたような声が上がる。

　俺おれは薄目を開ける。

　装置の画面に――

　巫み女こ服ふく姿の先輩が映っていた。

　画面の中の先輩は小首をかしげるようにして、にっこり笑顔。

　うおう、なぜ俺はあんなことを考えてしまってるんだ……

「え、う……」

　石動いするぎ先輩は、右手の甲で口元を隠すような格好で、顔を真っ赤にしていた。

「ブ、ブタロウ！」

　先輩は顔を赤くしたまま近づいてくる。そして、

「てめえなんであたしのことなんか考えてんのよ!?　わ、わけわかんないマジで気持ち悪すぎるんじゃあああああい！」

「しんでぃろっぱああああああああ――っ！」

　鬼のような警きよう策さくの連撃。

　俺の魂は溢あふれんばかりの快楽の光の中に溶けていく。それは超越的忘ぼう我がの瞬間。

「お、おお、これが……これが悟さとりかああああああああ！」

「うるせえ！　死ね！」

　とどめの一撃を脳天に食らい、俺は床にはいつくばった。

「ぐ、ぐふふ……おいらさとっちゃったあああ……」

「ふ、ふん！　ほんと、この変態は！」

　先輩はぷいっと俺から顔を背そむける。

　と、そこに――

「どうです？　修行は順調ですか？」

　禿とく頭とうの老人、さっき挨あい拶さつした住じゆう職しよくさんが声をかけながら近づいてきた。

「ああ、住職」

　と、先輩が言った。

　先輩は両腕を組み、首をかしげながら、

「順調……ではないわね」

　と、むすっと不機嫌そうな顔で告げる。

「座禅で無む我がの境地にたどり着こうとしてるんだけど……いかんせん、この変態は雑念や煩ぼん悩のうが多くて……」

　深くため息。

「すみません……」

　でも、無む我がの境地とか難しすぎます。

「ほう、無我の境地……それはまた高い目標を……」

　ほっほっほっ、と穏やかな笑い声を発する住じゆう職しよくさん。

「まあ、一朝一夕でたどり着ける境地ではありませんが……目標が高いのはいいことです。がんばってください」

「ええ、がんばるわ」

「どれ……では、僭せん越えつながら儂わしが少し座禅の基礎を教えてさしあげましょう」

　言うと、住職さんはさっきまで俺おれが正座していたところとほとんど同じ場所に腰を下ろした。

「まず――大事なのは姿勢ですかな」

　言って、すっと正座する。

「おお……」

　俺と先輩は感嘆の声を漏もらした。

　折りたたまれた両足。すっと伸びた背筋。伏せるように両目に落ちる瞼まぶた。完かん璧ぺきなバランスを保ちながら、一瞬の揺るぎもなく静止している。

　はじめて見た、こんなに綺き麗れいな正座は。

「やるわね、さすが住職……」

　先輩は感心しながら言う。

　俺も同じ気持ちだった。すげえ、と素直に思った。

　が、そのとき――

「ん？」

　柊ひいらぎさんに作ってもらったという、心の中を見ることができる映像装置。

　その画面が揺れ、なにかを映し出そうとしていた。

「あ……」

　俺は気付く。

　装置のアンテナが、正座する住職さんのほうを向いていることに。

　じゃあ、映像は住職さんの心の中の……でも……

　俺はもう一度住職さんを見やる。住職さんは完全に無我の境地に達しているように見えて、雑念があるとはとても思えない様子なのだが。

　画面に映ったのは――

「え……？」

「な……？」

　俺と先輩は驚きの声を上げる。

　画面には、巫み女こ服ふく姿の石動いするぎ先輩が映し出されていた。

　どっかの草原のような場所。

　そこに先輩は腰を下ろし、巫み女こ服ふくをちょっとズラして白い肩を見せながら、なんだかなまめかしい表情をしている。

　そして。さらにもう一人の登場人物。

　それは住じゆう職しよくさんだった。

　画面に出てきた住職さんは「うほほーい！　かわいい巫女様じゃあ～！」とか言いながら先輩のほうに走り寄っていく。――全裸で。

　全裸なのだが、股こ間かんの部分にはモザイクがかかっていた。そして、画面の下のほうに『お見苦しい映像ですので、一部分にモザイク処理を施ほどこしてあります』という注意書きがテロップで流れている。視聴者への配慮は完かん璧ぺきな感じだった。

「な、な、な……」

　先輩は激怒に顔を赤くしながら、画面を見つめている。

　草原で「住職さん、捕まえて♪」「こらこら、待ちんしゃーい！」と楽しそうに追いかけっこをする先輩と住職さん。ただのエロ妄想だった。

　言うまでもないが、先輩はブチギレた。

　警きよう策さくを大きく振りかぶり、

「住職おまえなにを妄想してやがんだごるああああああああ！」

「なんじゃあああああああああああああああ――っ!?」

　顔面に警策の一撃を喰くらった住職さんは派手に吹っ飛ぶ。

「なにが座禅の基礎だこのエロ住職！　一から修行をやりなおしやがれ！」

「ぐ、ぐはあ！　なぜいきなりこんな暴力を……老人虐ぎやく待たいはんたいいいいい！」

　警策でボコボコにされる住職さん。

　酷ひどい光景だったが、なんか同情は出来ない感じだった。

「くそっ。エロ住職のせいでケチがついたわね」

　先輩は怖い表情でつぶやくと、

「しょうがない、次からは寺の外で行うドＭ治療に切り替えるわ！　ブタロウ、こっちにカモン！」

「ちょ、ちょっと……」

　先輩は俺おれの服の後ろ襟を掴つかむと、強引に寺の外に連れ出す。

　そして――




「火渡りの修行でドＭ的な精神を浄化するのよ！　さあ走りなさい！」

「ひ、ひいいいいいいいい！」

　熱した石炭の上を裸足はだしで走らされたり。




「火の次は水！　滝に打たれて精神修行よ！　おら、行ってこい！」

「ぎゃああああ冷たいいいいい！　ご、ごばあ!?　流りゆう木ぼくが頭の上にいいいい！」

　無理矢理に滝たき行ぎようをさせられたり。




「おらあああああ！　一〇八の煩ぼん悩のうを消し去りなさいいいいいい！」

「どぎゃああああ！　この治療はあまりにも意味不明ですううう！」

　除夜の鐘を叩たたくときに使う撞しゆ木もくに俺おれの体をロープで巻き付け、そのまま一〇八回鐘を叩いたり。




　壮絶なドＭ治療は日が暮れる頃ころまで続けられ――

「ふう。今日はこれくらいにしときましょうか」

「……えへ、えへへ……へへ……」

　俺は地面にうつ伏せで倒れていた。この上なくボロボロの状態で、口から魂的なものを吐き出しながら。

　ああ、俺、まだ生きてるんだ……それはなんか逆に不思議だな、うひひ……

「まったく……」

　先輩は両腕を組みながら俺を見下ろしている。

「こんだけやったのに、効果ゼロなんて……ちょっとヘコむわね……」

「えひゅーい、えひゅーい……」

「……うーむ。やっぱりこの合宿でもドＭを治すのは無理かも」

　先輩にしては珍しく弱気なことを言っていた。

「でも、この合宿は二段構えの作戦が……たとえ一つ目は失敗に終わっても……」

　先輩はなにやらぶつぶつつぶやいていた。

「――まあそれはともかく、すんごい動いたからおなか空すいたわね。ブタロウ、宿坊のほうに帰るわよ。ほら、さっさと立ちなさい」

「…………」

　先輩に腕を掴つかまれ、強引に立ち上がらされる。そのまま連行されるように宿坊のほうに向かった。

　部屋に戻る。

「あ、二人ともおかえ――タ、タロー!?　どうしたの!?」

「なんだか爆発コントのあとのような姿だな」

「ちょっとドＭ治療をがんばりすぎちゃって。大丈夫、見た目よりは元気だから」

　……いえ、そんなことないです先輩。見た目通り瀕ひん死し状態です。

　みちる先生がマジマジと俺おれを見つめ、

「四人そろったら夕食にしようと思っていたのだが……その格好だと夕食より先に風ふ呂ろに入ったほうがよさそうだな。宿坊の奥のほうに温泉があるようだから、行ってきたらどうだ？」

「お、温泉ですか……」

　俺はふらふらしながら言う。

「そうですね……ちょっとお風呂で汚れと涙を落としてきます……」

「ああ、そうしたほうがいい」

　俺は着替えとタオルを抱かかえ、部屋を出た。

　すれ違ったお坊さんに温泉の場所を尋たずね、そこに向かう。ちょっと迷ったが、無事にたどり着くことができた。

「つーか、この寺には温泉があるんだ」

　と、遅ればせながら感心する。

　更衣室で服を脱ぎ、浴場への扉を開けた。

「おお……」

　思わず感嘆の声を漏もらす。

「思ってたよりも広い……すげえ……」

　湯けむりをかき分けるようにして、湯の中を進む。温泉の真ん中ぐらいに大きな岩があったので、それにもたれかかろうと思ったのだ。

　大岩に背中を預け、全身をつからせる。すげえ気持ちいい。極楽だマジで。

「……ん？」

　そこで気付いた。すぐ近くに、人影があったことに。

　もうもうと視界を塞ふさぐ湯けむりのせいですぐには気付かなかったのだ。お坊さんか誰だれかだろうか。

　温泉によるリラックス効果がそうさせたのか、俺は気安い感じで声をかけた。

「この温泉、すごくいいですねー。広くて気持ちよくて最高ですよ」

「ああ、そうだな。私もそう思うよ」

「……へ？」

　その声には聞き覚えがあった。とても、聞き覚えがあった。

　ちょうどそのとき、視界を覆おおっていた湯けむりの一部が晴れる。

　その人影は、なんと――

「みみみみ、みちる先生!?」

「その通りだ、砂さ戸ど太た郎ろう」

　みちる先生はいつもの抑よく揚ようのない口く調ちようで言った。

　鎖骨あたりまで湯に浸つかっているみちる先生は――完全なる全裸だった。タオルを巻いたりもしていない。近くに男性である俺おれがいるのに、いろいろときわどい部分を隠そうともしない。

「――ぶっ!?」

　俺は鼻血を出しそうになりながら、慌あわてて顔を背そむける。

「み、みみ、みちる先生！　お願いだからタオルかなにかで体を隠してください！」

「べつに私は見られても気にしないが？」

「俺が気にするんです！」

「そうか。まあ、いいだろう」

　言って、みちる先生は体にタオルを巻き付ける。それでも俺はみちる先生のほうを直視することはできなかったのだが。

　俺は顔を赤くしながら、

「み、みちる先生、どうしてここに……」

「君が部屋を出たあと、私も急いで温泉に向かったのだよ。君のほうが先についているかと思ったんだが、どこかで追い抜いてしまったようだな」

「そうじゃなくて、どうして男湯に……」

「ここは男湯ではないぞ」

「え？　じゃあ、ここは女湯……」

　もしかして、俺が間違えて入ってしまったのだろうか。

「男湯でも女湯でもない。ここは混浴なのだ」

「こ、混浴!?　マジですか!?」

「ああ、マジだ。あれを見ろ」

　言って、みちる先生はどこかを指差す。俺はその指の先に視線を向けた。

　温泉の端のほうに小さな立て札がある。

　そこには、細い文字で、まるで言い訳でもするように『混浴』と記しるされていた。

「……マ、マジで混浴だ」

　そういえば浴場は男湯と女湯にわかれていなかった。家の風ふ呂ろに入る感覚でうっかりしていたのか、そのことを特に疑問にも思わなかった。

　つーかお寺にある温泉が混浴って！　あの住じゆう職しよくはなに考えてんだ！

　そのとき――浴場の扉のほうに、人の気配が。

「おお！　すごい広いじゃない！」

「わああ、ほんとですねぇ……」

　俺は一瞬で顔を青くする。あの声は、まさか……

「ふむ。どうやら美み緒おと嵐あらし子こがやってきたようだな」

　やっぱり先輩と結ゆう野のか！

　湯けむりのせいで視界が悪く、二人の姿をちゃんと見ることはできないのだが、声からして先輩と結野であることは間違いない。

「あ、あの二人はここが混浴だと知って――」

「たぶん、知らないだろうな。知らずに入ってきたのだ」

　俺おれはさらに顔を青くした。

「ここに来る直前、この温泉がいかに素晴らしいものであるかを私の巧たくみな話術で二人に説明したからな。胸が大きくなったり異性への恐怖心がなくなるという効能があるらしいとか嘘うそ情報を混ぜたりして。あの話を聞いたら、すぐにでもこの温泉に入りたくなるだろう。うむ、計算通りだ」

「あ、あんたなんてことをしてくれてんだよっ！」

　ほんと、なんでそんなことを……

　やばい。もし、ここに俺がいることが二人にバレたら……

「……殺される」

　この温泉は混浴ですよ、だから俺がいてもおかしくないんです、そう説明すれば「ああ、だったらしょうがないわね」と言ってくれる――はずがない。というか、見つかってしまったらそんなことを言う暇もなく惨ざん殺さつされるだろう。温泉が血の海になる。

「どうした、砂さ戸ど太た郎ろう。顔色が悪いぞ？　のぼせたのか？」

「や、ややややばいですよ！　二人が……特に先輩が、俺の存在に気付いたら……」

「まあ、十中八九殺されるだろうな」

　俺は「あああああ」と唸うなりながら頭を抱かかえた。

「大丈夫だ、砂戸太郎。こんなこともあろうかと思って、いいものを用意してある」

　言って、みちる先生が岩の陰から取り出したのは――

「……女物のカツラ？」

「ああ。あと、胸パッドも」

　みちる先生は俺の頭にカツラをかぶせると、胸パッドをつけさせ、タオルを巻いてそれを固定した。

「よし、完成だ」

「みちる先生、これはどういう……」

「こうやって女装していれば、君が砂戸太郎であるということはバレないだろう。二人が湯から上がるまでごまかすことができたら、君の命はたすかる」

「バレないだろうって……そんなわけないじゃないですかっ！　絶対にバレますって！」

「ずっとうつむいていれば大丈夫だよ。それに、私が口裏を合わせてやる」

「口裏……」

「ああ、全力で君をサポートする。心配するな」

　みちる先生は力強くうなずいた。おお、頼もしい。

「その代わりといってはなんだが……ちょっと君にお願いがあるのだ」

「え？　なんですか？」

「――私の趣味が、かわいらしい女の子のかわいらしい写真を撮ることだということは君も知っているだろう？」

「はあ、まあ……」

「特に私は、美み緒おのかわいらしい写真を撮り続けてきた。美緒は極上にかわいらしい女の子だからな。……ゴスロリ、魔法使い、シスターなどなど、私はこれまでいろいろな姿の美緒の写真を撮ってきた。が、いまだに一つだけ、撮ることができない写真がある」

　そこまで言うと、みちる先生は微妙に真剣な顔をして、

「それは、美緒のヌード写真だ」

「ヌ、ヌード!?」

「そうだ。その写真を、今日、撮ろうと思っている。そこで……君に協力してもらいたいのだ」

「協力って……」

「これまで何度も美緒のヌードを撮るためにチャレンジしたのだが、美緒の警戒心はかなり高く、失敗を重ねるばかりだった。美緒の勘は野生動物なみだからな。私がシャッターを切ろうとすると、美緒はすぐに気付いてしまう。だから、私が美緒の注意を引きつけているあいだに、君がシャッターを切ってほしい」

「お、俺おれがですか!?」

「そうだ。この完かん璧ぺきに防水処置を施ほどこしたデジカメで」

　言うと、みちる先生は俺にデジタルカメラを渡してくる。

「頼んだぞ、砂さ戸ど太た郎ろう」

「い、嫌ですよ！　お断りします」

　俺は迷わず言った。ヌード写真を撮るなんて、そんな犯罪的なことできるわけない。

「そうか。では……君がここにいることをバラすことにしよう」

「な――きょ、脅きよう迫はくするんですか!?」

「ああ」

「こ、この鬼畜が……最初から俺を利用するために温泉に行けとか言ったんだな……」

「さあ、どうする？」

　俺はかなり迷ったすえに、仕方なくうなずいた。命には代えられない。

「よし、交渉成立だ」

　この人は本当にダメだ……やばいくらいにダメすぎる……

「――なにが交渉成立なの？」

　と言ったのは、いつの間にか俺おれたちのそばに来ていた石動いするぎ先輩だった。

「……っ!?」

　俺は悲鳴を上げそうになったが、両手で口を押さえてなんとか声を殺した。声を上げたら俺が砂さ戸ど太た郎ろうだってことがバレてしまう。そして死刑が執行される。

　俺たちの目の前に立っている先輩と結ゆう野の。二人とも体にバスタオルを巻いている。

　一瞬視界に入ったその姿に、俺はかなりドキドキしてしまっていた。体を隠すのは薄いタオル一枚だけ。光を反射する真っ白な肌に、なんだかなまめかしい感じのするボディライン。ダメだ、体温が急上昇してしまう――俺は慌あわててうつむいた。

「……やはり、バスタオルを巻いてきたか」

　みちる先生はぼそりとつぶやいていた。

「あの……そちらの方は誰だれですか？」

　と、結野が俺のほうを見つめながら尋たずねてくる。俺はびくりと肩を震わせた。

「ああ、彼女はこの寺に座禅修行に来た女子大生だそうだ。私たち二人しかいなかったから、なんとなく会話をしていたのだよ」

　みちる先生はいつもの抑よく揚ようのない口く調ちようで言った。

「ちなみに、名前はタロ子さんというらしい」

　タ、タロ子って！　そのまんまじゃねえか！　もうちょっと捻ひねれよ頼むから！

「こ、こんにちは」

　黙っているのも不自然だろうと思い、俺はできるだけ声を高くして挨あい拶さつした。

「タロ子……ふうん、女子大生ねえ……」

「女子大生さんですか……」

　先輩と結野はまじまじと俺のほうを見つめている。

　な、なんだ？　やっぱりすぐにバレてしまったのか？

「さすが女子大生……大きいわね……」

「ええ、大きいです……」

　二人が見つめているのは、俺の胸のあたりだった。胸パッドで必要以上に大きくした胸のあたり。この大きな胸が二人の興味を引いているらしい。特に石動先輩の。

　先輩と結野が俺の胸のあたりを見ているあいだに、みちる先生はこっそりと二人のそばに近づき、

「美み緒お、嵐あらし子こ。あっちに全裸にフルフェイスのヘルメットをかぶった怪あやしげな男が」

　二人は「えっ!?」と驚きの声を上げながらみちる先生が指差した方向を見つめる。

　その瞬間、みちる先生の両目が光った。そして、

「うえっ!?」

「ひゃっ!?」

　右手で先輩のタオルを、左手で結ゆう野ののタオルを、素早くはぎ取った。

　上から下まですっぽんぽん。うえからしたまですっぽんぽん――っ！

　いまだ、砂さ戸ど太た郎ろう――そんな意味を込めた視線を俺おれに送ってくる。

　先輩だけじゃなく結野のヌードまで……なんてあざとい……

　俺はそんなことを思いながら、デジカメを構え――

　二人の生まれたままの姿を激写し――

「や、やっぱりダメだあああああああああああああああ！」

　俺は叫びながら、一瞬だけ見てしまった二人のあられもない姿に顔を赤くしながら、デジタルカメラをあさっての方向に放ほうり投げた。

　ダメだ、無許可でヌード撮影なんてやっぱりできない。絶対に。

「え……ブ、ブタロウ？」

「タ、タロー……？」

　先輩と結野の困惑したような声。俺は全身をこわばらせた。

　し、しまった！　いまので正体がバレて……

「ど、どどど、どうしてブタロウがこんなところに……」

「あ、ああああ、あと、その格好は……」












「え、えっと、これは……はあ、はあ、はあ……」

　やばい！　死の予感を覚えた全身がすでに興奮状態に入ってしまっている！

「――つまり、こういうことだろう」

　みちる先生は遠くを見つめるようにして言った。

「美み緒おと嵐あらし子この裸をどうしても見たいと思った砂さ戸ど太た郎ろうは、わざわざ女装をして女湯に忍び込んだのだ。なんて凄すさまじい情欲。その常軌を逸いつした性欲に、私は恐怖すら覚える」

「な――!?」

　みちる先生の瞳ひとみはこう語っていた。『裏切り者には死を』。

「へえ、そういうことなんだ……ふうん……」

「タロー……さすがにそれは……」

　二人の全身を怒気が覆おおう。おおおおお……はあ、はあ、はあ……

「ちょ、ちょっと待っ――ひいいいいいいいいいいいいい！」

　――そして、温泉は血の海となった。




　温泉から上がり宿坊に戻ると、四人で夕食をとった。夕食のあいだ、俺おれはさっきの温泉での件を先輩と結ゆう野のに説明した。あれは誤解だ、みちる先生の陰謀なんだと。日ひ頃ごろの行いの差か、最終的に石動いするぎ先輩と結野は俺の言葉を信じてくれたので、俺は安あん堵どした。……まあ、それでもボコボコにされた事実は消えないのだけれど。




　夕食のあとは自由時間とのこと。

　夕食のあともドＭ治療をするんではないかとビクビクしていた俺は、自由時間と聞いてかなりホッとした。

　俺たちは四人でＵＮＯやトランプをしたりお喋しやべりを楽しんだりした。

　遊びが一段落してまったりしていると――

「ねえ、タロー」

　結野が俺に声をかけてきた。

「あの、もしよかったらだけど……」

　結野はもじもじした様子で、

「ちょっと、二人で散歩でもしませんか……？」

「散歩？」

「う、うん」

「そうだな……じゃあ、行くか」

　俺がそう告げると、結野はうれしそうにうなずいた。

　宿坊の扉を抜け、境けい内だいに出る。

　三月にしては暖かい夜だった。俺おれたちは部屋着のような服の上にパーカーを羽は織おったぐらいの格好だったのだが、そんなに寒いとは感じない。

　二人で並び、ゆっくりとした歩調で境内を散策する。

「あ……タロー見て。星がすごく綺き麗れい」

「ん？　おお、ほんとだ」

　その場で立ち止まり、頭上を見上げる。

　夜空を覆おおう無数の星々。

　陳ちん腐ぷなたとえかもしれないが、宝石箱をひっくり返したようだ。

「山の中だからかな、星がすっごく綺麗に見えるね」

「ああ、そうだな」

「あっ！」

「おお！」

　いま――流れ星がながれた。

　結ゆう野のはうれしそうな声で、

「わたし……流れ星ってはじめて見たかも」

「じつは、俺もそうだったりするんだ」












　一瞬の時間、夜空の上を滑すべるように流れていく光のかけら。

　その光景は、俺おれの胸にちょっとした感動を刻みつけてくれた。

「流れ星が流れてるあいだに三回願いを言うとそれが叶かなうっていうけど――」

「誰だれもが言うとおり、絶対に不可能だよな」

「うん」

「あ……でも、短い言葉ならもしかしたら間に合うかも。金、金、金とか」

「……なんかロマンがない願いごと」

　と言って、結ゆう野のは笑う。

「じゃあ、結野だったらどんなことをお願いするんだ？」

「わたし？　わたしだったら……」

　結野はちょっと照れた表情で、

「タローと、恋人どうしになれますようにって……」

　言ってから、ボッと火がついたように顔を真っ赤にする。

「や、やだ、わたしったら、なに言ってんだろ……」

「結野……」

　顔を真っ赤にしながらえへへと笑う結野は――本当にかわいいと思った。

　反射的にあのときの『返事』を言ってしまいそうになるほどに。

　口から飛び出そうになった自分の言葉に、なによりも俺自身が一番驚く。

　俺は、いまなにを言おうと……

「――ねえ、タロー」

「え!?」

「どうしたの？　そんな驚いた顔して」

「い、いや……」

　俺は首を横に振る。

「タロー、今日は日が暮れるまでずっとドＭ治療をしてたんだよね？」

「ああ……」

　思い出したくもない光景が脳裏によみがえる。

　俺はため息をつき、

「正直、よく生きてたなって思うよ。マジで」

「大変だったんだ。……で、今回のドＭ治療は効果あった？」

「いーや、まったく」

　俺は苦笑する。

「結野とみちる先生はなにをしてたんだ？」

「んー？　えっと、境けい内だいの掃除とかのお勤つとめと、あと夕食の準備……あ、それから僧そう堂どうで座禅をしたりしてたの」

「座禅？」

「うん。わたしも精神修行しようと思って。男性恐怖症を克服するために」

「そっか、座禅を……」

　俺おれと先輩が僧そう堂どうを出たあとにやって来たんだな。

「そう。二時間以上はしてたかな」

「へえ。そりゃあたいしたもんだ」

「それで……」

「ん？」

「え、えっと……」

「なんだよ？」

　どうしたのだろう、結ゆう野のはちょっともじもじした様子で俺を見上げている。

「わ、わたし、がんばって精神修行をしたの……男性恐怖症を治すために……」

「ああ」

「だから……男性恐怖症が治ってるか、ちょっと試してみるね――」

　言って――

　結野は俺の胸に飛び込んできた。

「……っ!?」

　俺は結野の体を支えるように抱きしめる。それは反射的な行動だった。

　やわらかい体と、髪の毛から漂うシャンプーの匂におい。

　このままずっと抱きしめていたい……そう思わせるような、心ここ地ちいい感覚……

　きゅっ、と両腕に力を込める。

「結野……」

「…………」

　結野はすっと俺から離れると、顔を真っ赤にしながら、

「――やっぱりまだコワイイイイイイイイイイイイ！」

「そばああああああああああああああああああああ!?」

　強烈なアッパーカットを放はなってくださいました。

　俺の体はぎゅるぎゅる回転しながら空高く舞い上がる。

　どじゃあ――激しく地面に落下した。

「ハッ!?　ご、ごめんなさい！　わたしったら――」

「えふぉー、えふぉー！　きもちいいだはだはだは！」

「ほ、ほんとにごめんね……？」

　地面に倒れながら悶もん絶ぜつしている俺に向かって、結野は申し訳なさそうに言った。




　宿坊に戻ると、畳の上に布団が敷いてあった。

　布団が四つ。

「…………」

　俺おれは無言で布団を見つめる。

　そっか……俺、今日はこの部屋で寝るんだよな。

　この、女性三人がいる部屋で。

「砂さ戸ど太た郎ろう。なにを固まっているんだ？」

　と声をかけてきたのは、みちる先生だった。

「……みちる先生」

　俺はみちる先生の姿を眺めながら、

「えっと……いつもそれを着て寝てるんですか？」

「そうだが。なにか文句でも？」

「いえ、文句はないですが……」

　みちる先生は真っ白なネグリジェを着ていた。頭にはナイトキャップまでつけている。なんかもうイメージと真逆の寝間着姿だった。

　俺と先輩と結ゆう野のはトレーナーにジャージやスパッツという部屋着兼寝間着な感じの格好。だからこそみちる先生だけが浮いて見える。みちる先生は寝る前にわざわざ部屋着から着替えたのだ。

「じゃあ、そろそろ寝ましょうか！」

　と、先輩が言った。

　俺たち四人は床につく。

　真っ暗だと眠れないと子供みたいなことを先輩が言ったので、電気は真っ暗にせず豆電球をつけている。

　皆が床についてから二時間後――

「…………」

　俺はまったく眠ることができず、布団の中で固まっていた。

　四方から聞こえてくるすーすーという穏やかな寝息。

　先輩とみちる先生は床についた瞬間に眠りに落ち、最初は緊張と戸惑いを見せていた結野もやがて寝息を立てるようになった。

　寝ていないのは俺だけ。眠れないのは俺だけ。

　なんでみんな普通に眠れるんだ？

　おかしいのは俺なのか？　俺が神経質すぎるのか？

「うぬぬ……」

　しかも、この布団の配置……

　布団は横に四つ並べて敷かれている。

　結ゆう野の、俺おれ、石動いするぎ先輩、みちる先生の順に。

　なんでこんな広い部屋なのに四つ横に並べてるんだ？　しかもなぜ互いの布団の間隔がほとんどゼロなほどに近いんだ？　せめて俺は一番端っこにするべきだと思うのに、なんでこんなところに配置されてるんだ？　これは俺を不眠にする陰謀ですか？

　まさかこの布団の配置もなんらかのドＭ治療の一環なのかも――そんなことを疑ってしまうほどだった。

　俺はもう何度目かも忘れた寝返りを打つ。

　ちらりと目を開けると、そこにいるのは石動先輩。

「ふにゃあ……」

　と、寝言のような声を漏もらしたあと、軽く寝返りを打ってこちらに顔を向けてくる。

「――ぶっ！」

　先輩は眠っているというのに、ドキリとしてしまった。やばい。

　俺は慌あわてて体を反転させ、逆方向を向く。

　そこにいるのは結野。

「すー、すー……」

　結野は普通の枕まくらを抱き枕代わりにするようにぎゅっと抱きしめ、幸せそうな顔で眠っている。ときおり、口元がむにゃむにゃと動いたりしている。

「――ぐっ！」

　なんか妙にかわいい寝ね相ぞうだ。やばい。

「……ダメだ」

　俺は憔しよう悴すいしながらつぶやいた。

「眠れる気がしない……」

　それからまた一時間ほどが経たち――

　さすがに俺もウトウトしはじめた頃ころだった。

　隣で眠っていたはずの石動先輩が、のっそりと上半身を起こした。

　そして、

「……のど……かわいた……」

　と、寝ぼけているような声でつぶやくと、ふらりと立ち上がった。

　扉のほうに歩いていく。どうやら、部屋に置いてあった小さな冷蔵庫のほうに向かっているようだった。あの中にはジュースのペットボトルなどが入っている。

　冷蔵庫の扉が開く音。閉まる音。

　しばらくして、先輩が戻ってくる気配がする。

　だが――

「……ふに」

「――っ!?」

　先輩は、自分の布団には入らず……なぜか俺おれの布団の中に入ってきた。

　なぬうういる!?

　べぼぼるるる!?

　ふわっとなあ!?

　あまりの驚きのせいで一瞬日本語を忘れてしまうほど。

　なんなんだこの事態は……

「せ、先輩……」

　囁ささやくような声で言う。

　が、返ってくるのはすーすーという寝息だけ。

　どうやら先輩は寝ぼけて布団を間違ってしまったらしい。

　な、なんてこったい……いったいどうすれば……

　先輩は俺のほうに顔を向ける形で体を横にし、両腕を胸の前に持ってきた格好で眠っている。穏やかな寝息に合わせて、華きや奢しやな肩がゆっくりと上下している。

　いい匂においのする長い髪。

　淑しとやかに伏せられた長い睫まつ毛げ。

　あどけなく開けられた可か憐れんな唇。

「…………」

　うわあ、やっぱり先輩はすげえかわいい――って、俺はなにを見とれてるんだ！　そんな場合じゃないだろうが！　アホゥ！

　とりあえず、先輩を自分の布団のほうに戻さないと……

　俺はおずおずと手を伸ばし、先輩の肩をちょっと向こうに押してみた。ごろんと寝返りを打ってあっち――自分の布団のほうに転がってくれないかと思ったのだ。

　が、そんなふうにうまくはいきません。

　それどころか――

「…………ふんん……」

　先輩はもぞもぞ身を動かすと、また少し俺のほうに近づいてきてしまった。

　ぬあ……事態はさらに悪化……

　目の前に、石動いするぎ先輩の小さなお顔がある。

　ほとんど鼻先が触れあいそうな距離。

　ドキドキドキドキドキ――心音が加速していく。この鼓動の音で先輩が起きてしまうのではないかと心配になるくらい。

　ああ、なんかマジでやばい……

　もう緊張とか焦あせりとかいろいろな感情が渦うず巻まいてしまって硬直状態。

　とにかく、もう一度チャレンジだ。

　今度はもうちょっと強く……

　俺おれは右手を伸ばし、先輩の左肩に触れようとした。

　が、そのとき。

　左肩を少し前に寝かせるような体勢になっていた先輩が、微かすかに身を起こした。

　その結果――

「――っ!?」

　俺の右手は、石動いするぎ先輩の胸に触れてしまっていた。

　ふにっという、この上なくやわらかい感触。

「――ふにっ！」

　あまりに混乱していたせいか、俺は胸に触ったときの擬ぎ音おんを口に出してしまっていた。

　慌あわてて先輩の胸から右手を引きはがす。

　だが。

「…………ん……？」

　胸に触られたせいか、それとも俺の声のせいか。












　俺おれの目の前で、石動いするぎ先輩の瞼まぶたがゆっくりと開いていった。

　ばっちりと目が合う。

　寝ぼけ眼まなこが微かすかに見開かれる。

　殴られる。

　というか殺される。

「……ブタロウ」

　子供のように舌っ足らずな声でつぶやく。

「これは……ゆめ……？」

　どうやら先輩はまだちょっと寝ぼけているようだった。

「ブタロウ……」

　消え去りそうな声で言うと、先輩はこてんっと頭を俺のほうに倒してきた。

「……え？」

　俺の胸に額ひたいをくっつけている石動先輩。

　そのままの格好で動かない。

　もしかして……また眠ってしまったのだろうか。

　それはかなりラッキーだ。

　命拾いした。

　と、思っていたら。

「――って」

　先輩の鋭い声。

「夢じゃねえなこりゃあああああ！」

「うわああああああああああああ!?」

　がばっと頭を上げた先輩に驚き、俺は身を引いた。

　先輩はすぐさま立ち上がると、

「ブ、ブタロウ！　お、おお、おまえなにあたしの布団に忍び込んでやがんのよっ!?　こ、ここここのスケベ変態がっ！」

「ひ、ひぎゃああああああああああああああ！」

　先輩の蹴けりが連続で俺にヒットする。あああああ、きもちいいきもちいいきもちいいきもちいいきもちいいよおおおおお！

　部屋の電気がつく。

「美み緒お？　何事だ？」

　みちる先生も結ゆう野のも立ち上がり、驚いた顔でこちらを見つめていた。

　先輩は激怒した顔で倒れる俺を指さし、

「こ、この変態野郎があたしの布団に忍び込みやがったのよっ！　マジであり得ないこんなクズスケベは警察につきだしてやるわっ！」

「ご、誤解ですよっ！」

　通報されてはたまらない。俺おれは上半身を起こし、声を張り上げる。

「俺の布団の中に入ってきたのは先輩のほうです！」

「はあ!?」

「先輩、飲み物を飲むために一度布団から出たじゃないですか！　そのとき寝ぼけて入る布団を間違えたんですよ！」

「え……？」

　先輩は呆ぼう然ぜんとつぶやくと、自分の立っている場所を確認した。

　先輩はいま、俺の敷き布団の上に立っている。俺もそこに尻しり餅もちをついている。状況的に、どちらが本当のことを言っているかは明白だった。

「……えーっと」

　石動いするぎ先輩はぽりぽりと頭をかきながら、

「……まあ、寝ぼけてたんならしょうがないわよね。うん、しょうがない」

「あの……俺、先輩にメチャクチャ蹴けられてすげえ痛いんですけど」

「うん、しょうがない」

　まったく、この人は……

「――美み緒おさん」

　結ゆう野のだった。

　結野は真剣な表情で石動先輩を見つめ、

「本当に……寝ぼけてたんですか？」

「え？」

　先輩はきょとんとした顔を結野に向ける。

「本当にって、どういう意味？」

「じつは寝ぼけてたんじゃなくて、寝ぼけたフリをして、わざとタローの布団の中に入ったんじゃないんですか？」

「な――」

　先輩は一瞬絶句し、

「嵐あらし子こ、あんたなに言ってんのよ!?　なんであたしがそんなことしなきゃいけないの!?」

「美緒さんは素直じゃないから……素直になれないから……だから……」

「意味わかんないわ！　それじゃあなに？　あたしがブタロウに色仕掛けでもしようとしたって言いたいの!?　いくら嵐子でも、それは本気で怒るわよ!?」

　言葉通り、先輩は本気の怒いかりを発しながら結野を睨にらみ付ける。

「だって……」

「だってもくそもない！」

　先輩は激しい感情を瞳ひとみに宿しながら、結ゆう野のを見み据すえる。

　結野も一歩も引かない様子で、先輩の瞳を見返す。

　視線の鍔つば迫ぜり合あい。

　部屋の空気が張りつめていく。

　俺おれは超急速な状況の変化に追いつくことができず、二人がなにを話しているのかすら理解できないほどにうろたえていた。

「――二人とも、落ち着け」

　みちる先生が二人の間に割って入る。いつもの無表情だが、どことなく真剣な気配が漂ただよっているように感じた。

　その言葉を聞いた結野と先輩は、ハッと我に返った顔をした。

　気まずそうに視線を逸そらす。

　二人ともなにも言わない。

　それから――

　俺たちは変な空気を抱かかえたままそれぞれの布団に戻っていった。




　翌日。朝食をとったあと、俺たちは当初の約束通り掃除などのお勤つとめを行った。

　俺と結野は、境内の掃はき掃除を担当。

　箒ほうきを手に持つ結野は、かなり元気がないように見える。

「……結野。もしかして、昨日のことを気にしてるのか？」

　結野は「うん」と言って、うつむく。

「……わたし、なんであんなこと言っちゃったんだろ。寝起きみたいなものだったから、ちょっと混乱してたのかな……」

　はあ、とため息。

「美み緒おさんが怒るのも当然だよ。ほんと、自己嫌悪で死にそう」

「今朝になってから、先輩とは話したのか？」

「ううん……」

　首を横に振ったあと、またため息。これは重傷だ。

「そんなに気にしてるんなら、さらっと謝ってこいよ。先輩はあんな性格だから、そんな長いこと根に持たないだろうし、簡単にゆるしてくれるって」

　結野は「そうだね……」とつぶやくと、

「うん。タローの言うとおり。わたしが悪いんだから、謝ってくる」

「おう。そのほうがいい」

　俺はにかっと笑みを浮かべ、

「ここの掃除は俺おれがやっとくから、いまから行ってこい」

「ありがと……じゃあ、行ってくる」

　言って、結ゆう野のが先輩のところに向かおうとしたとき――

　微妙に早足で、こちらに向かってくる人影が。

「みちる先生？」

　みちる先生は俺と結野の前で立ち止まると、言った。

「君たちにちょっと頼みたいことがあるんだが」

「頼みたいこと？　いったいなんですか？」

「じつはな……」

　みちる先生は寺の背後に広がる山のほうに視線を向けると、

「美み緒おがな……ケンカした嵐あらし子こと顔を合わすのは気まずいと言って、寺の裏にある山の中に逃げてしまったんだよ。一時間くらい前に」

「え……？」

　気まずくて逃げたって……そんな子供みたいな……

「携帯電話の電源も切っているみたいで、連絡もつかない。美緒のことだからまあ大丈夫だろうが、万が一のこともあるかもしれないと思って、これからちょっと美緒を探しに行こうと考えてるんだが……君たちも手伝ってくれないか？」

「美緒さん……」

　結野は深刻な表情を浮かべながら、言った。

「わ、わかりました。すぐに探しに行きましょう」




「美緒さーん！」

「石動いするぎせんぱーい！」

「美緒ー」

　寺の裏にある山。俺たちは石動先輩を探しながら山道を歩く。

　しばらく歩いたところで――

「む……道が二手に分かれているな」

　二手に分かれた山道の前で、みちる先生が言った。

「ここからは二手に分かれて探すことにしよう。私は左のほうの道を行くから、君たちは右のほうを探してくれ」

　みちる先生は左の山道を進んでいく。俺と結野は右のほうを進んだ。

　ゆるやかな傾斜となっている山道を歩く。辺りには鬱うつ蒼そうと茂しげった樹じゆ木もくが広がっていた。上空を覆おおう枝葉が陽光を遮さえぎり、周囲はわずかに薄暗い。

「美緒さーん！　いるなら返事してくださーい！」

　俺おれの少し前を歩く結ゆう野のが、両手をメガホンの形にして大声を上げる。

　それから、つぶやくように、

「美み緒おさん、大丈夫かな……怪け我がとかしてないかな……」

「大丈夫だって。あの石動いするぎ先輩なんだから」

「でも……」

　結野はいまにも泣き出しそうに見えるほどの憂うれい顔で、

「もし遭そう難なんとかしちゃってたらどうしよう……わたしが、あんなこと言ったせいで……」

「し、心配しすぎだって。きっと、すぐに見つかる……と思う」

　と言う俺も微妙に不安になってきた。結野の心情が伝染したのだろうか。

　結野は俺のほうを振り向くと、無理矢理な感じの笑みを浮かべ、

「うん、そうだよね。きっとすぐに見つか――」

　その言葉が不自然な感じで途切れる。

「結野？」

「…………」

「結野、どうしたんだ？」

　最初、結野はぽかんとした顔をしていた。次ついで、その顔がだんだん青ざめていった。結野は震える指先を俺の背後に向けると、

「タ、タタタ、タロー……あ、あれ……」

「なんだ？　先輩がいたのか？」

　言いながら背後を振り向き、

「へ……？」

　一瞬、唖あ然ぜんとしてしまった。

　俺たちから十メートルほど離れた辺り。そこに――

　黒い毛並みの獣がいた。

　体長は成人男性とほぼ同じくらいだろうか。黒い体毛に覆おおわれたがっしりとした体たい躯く。小さな両目。口から覗のぞく牙きば。そして、凶器のような五本のかぎ爪づめ。

　えーっと……あれって、もしかして……

「……ク、クマ？」

　あそこにいるのはクマなのか？　え、マジで？

　でもクマっていまの時期は冬眠してるんじゃあ……いや、もう三月なんだから冬眠から目覚めたのがいてもおかしくないのかもしれないけど、でも……ええええええ……

　――クマの両目が、俺たちをとらえる。

　クマは立ち上がるように前足を上げると、口こう腔こうから「グオオオオオオオオオ――ッ！」という獰どう猛もうな雄お叫たけびを放はなった。腹に響くような重低音の雄叫び。

　その雄お叫たけびをぶつけられた俺おれはハッと我に返る。背後にいる結ゆう野のに向け、

「ゆ、ゆゆゆ結野！　逃げろ！」

「タ、タロー……あれって、クマ……」

「そうだよ！　クマだよ！　だから逃げろ！」

「あ……う、うん！」

　結野は身を翻ひるがえすと、全速力で駆けた。俺もその背中を追うように走る。

　そのときふと思い出した。そうだ、なにかで聞いたことがあるけど、クマって確か背中を向けて逃げるものを追う習性があるとか……

　走りながら、そーっと後ろをうかがってみると――

　クマが、猛烈な勢いで俺たちを追ってきていた。

「ぎゃああああああ！　し、しまったああああああ！」

　いまさら立ち止まってももう遅い。このまま逃げるしかない。逃げ切るしかない。

「ぜえ、ぜえ、ぜえ……」

「はあ、はあ、はあ……」

　俺と結野は息を切らしながらゆるやかな傾斜を駆け上がる。

　必死に逃げる俺たちは、いつの間にか山道を外れてしまっていた。

　木々のあいだを縫うように走る。

　俺の少し前方には結野の背中がある。全力疾走すれば結野を追い越して先に逃げることは充分可能だったが、最後に残った理性がそれはダメだと叫んでいた。本当は結野の手を引いて走りたいのだが……結野は男性恐怖症なので、それはできない。

　俺たちとクマとの距離はつかず離れず。追う速度と逃げる速度が拮きつ抗こうしている。クマにしては遅いような気がしたがクマの走る速度なんて正確には知らないので、あれが普通なのかもしれない。それか、冬眠明けで体力が低下しているのかも。

　とにかく、俺たちにできるのは逃げ続けることだけだ。

　やがて頭上からまぶしい陽光が降りかかってくる。

　空を覆おおっていた枝葉が途切れたせいだった。密度の濃い森林を抜け、少し拓ひらけた場所に出る。と、そこで――

　突然、前を走っていた結野が足を止めた。

「結野、どうし――」

　言いかけたところで、気付いた。

　前方に……崖がけがあった。

　切り立った崖。その下には渓けい流りゆうが流れている。渓流までの高さは十メートルほどだろうか。飛び降りたら死ぬ――かどうかはわからないが絶対に軽い怪け我がではすまないだろう。

「う、ううう……」

　俺おれと結ゆう野のは思わず崖がけの先端から距離をとる。

「タ、タロー……」

　結野が不安そうな顔で見つめてくる。

　前には崖。後ろからはクマ。絶体絶命の状況。いったい、どうすれば……

「く、くそっ！」

　俺は体を反転させると――

　クマに向かって突っ込んだ。

「う、うおおおおおおおおおお！」

「タ、タロー!?」

　我ながら無謀だとは思う。が、このままじっとしてても最悪な結末が訪れるだけ。だったら、クマの虚きよをついて突撃してやろうと思ったのだ。逃げていた奴やつがいきなり襲いかかってきたら、クマの奴もびっくりして逃げ出すかも。そんな甘い期待もあった。

　俺はクマの懐ふところに体当たりすることに成功した。

　が、クマは微動だにしない。

　いま俺はクマとがっしり抱き合っているような格好。俺は顔を青くした。

　そして――俺の体が高く抱かかえ上げられる。

　クマは、俺を思いっきり投げ飛ばした。

「――ふ、ふぎゃ!?」

　俺の体は結野の近くの地面でバウンドし、崖の先端あたりにべちゃあとうつ伏せで倒れ込んだ。全身を激しい痛みが襲う。

「タロー、大丈夫!?」

「い、いてて……え……？」

　痛みに顔をしかめながら上半身を起こしたと同時――俺の肉体の内部で、信じられない現象が起こった。

　なぜか……

　俺の体は、気持ちよくなってしまっていたのだ。

「な、なんで……？　はあ、はあ、はあ……」

　俺は地面に尻しり餅もちをついた格好で息を荒あららげる。恐怖や疲労のせいではなく、全身に広がる快楽のせいで。おふぅ、なんかよくわかんないけどすっげえきもちいいいーっっ！

　俺は呆ぼう然ぜんとしながらクマのほうを見つめ――気付いた。

　前足を振り上げ、直立するような感じでそこにいるクマ。

　そのクマの股こ間かん部分に、男性のシンボル的なアレは存在していない。

　つまり、このクマは雌めすということでなのある。

「ま、まさか……」

　俺おれは愕がく然ぜんとしながらつぶやく。

「こ、このクマが雌めすだったから……俺は、気持ちよくなってしまったのか……？」

　雌のクマから加か虐ぎやくを受けたから、俺の体は興奮して……

「そ、そんなああああああ！」

　俺は頭を抱かかえながら絶叫した。まさかこの変態ドＭボディが、人間だけではなく動物からの加虐にも反応する残念ハイスペックだったなんて。それはもう、なんというか、あまりにもショックだった。立ち直れないほどに。

　そのときだった。

　絶望する俺の下で、なにやら不穏な震動が。訝いぶかしく思った次の瞬間。

　崖がけの先端が崩れ、その部分の土砂が渓けい流りゆうに向かって落下した。

「な……!?」

　その崖の先端にいた俺の体も土砂にさらわれるようにして、落ちた。

　不安定な浮遊感。俺は恐怖で両目をつぶる。

　俺の体は渓流に向かってまっすぐ落下――しなかった。

「……え？」

　ぎゅっと両目をつぶっていた俺は、驚きながら瞼まぶたを開ける。

　結ゆう野のが――

　結野が必死に両腕を伸ばし、俺の右手を掴つかんでいた。

　崖に腹ばいになるような格好で両手を伸ばす結野。必死に俺の右手を掴み、宙に投げ出された俺の体をギリギリのところで支えている。

「結野、おまえ……」

　俺は言葉を失う。

　結野は男性恐怖症で男に触れることができない。

　だというのに――いま結野は、自分から男性である俺の体に触れている。

「結野……」

　男性恐怖症が治った、ということではない。

　その証拠に……結野は全身を小刻みに震わせ、顔全体に玉のような汗を浮かべ、強く歯を食いしばりながら、フーフーと不自然なほど荒あらい呼吸を繰り返している。鬼気迫った表情で、顔を真っ赤にしながら、ぼろぼろと涙をこぼしながら――それでも、俺の右手を放はなさない。

「結野、もういい！」

　俺は反射的に叫んでいた。

「下には川が流れてる！　落ちても死ぬことはない！　だから、もう手を放してくれ！」

　だが、結野は手を放さない。強く首を横に振るだけ。ぶんぶん、ぶんぶんと。汗と涙の飛沫しぶきをまき散らしながら、駄だ々だっ子のように首を横に振る。

　そのとき、ずり、と結ゆう野のの体が前に滑すべった。

　結野の体重、結野の腕力では、俺おれの体を引っ張り上げることなんて到底できない。それどころか、このままでは二人一緒に落下してしまうことに……

「どうして……どうして、そこまで……」

「だ、だ、だだ……だっ、て……」

　結野は自身の内側で荒れ狂う恐怖心でぐちゃぐちゃになっているはずなのに、余裕なんてまったくないはずなのに――あえて、いたずらっぽい笑みを浮かべながら、

「だ、だって……まだ、タローの返事、聞いて、ないから……」

「――っ」

　その、汗と涙にまみれた、お世辞にも綺き麗れいとは言えない笑顔を目まの当たりにしたとき。

　俺の胸中に渦うず巻まいていた感情が、大きいが曖あい昧まいな姿だった感情が、一点に凝ぎよう固こしはっきりとした形を持った。

「返事なら……返事なら、いましてやる……」

　その感情の形をそのまま喉のどから吐き出すように――俺は告げた。

「――俺は、結野のことが好きだ」

　結野の瞳ひとみが大きく見開かれる。

「俺は、おまえのことが好きなんだ。結野」

「……うれしい。すごく、うれしい」

　結野の瞳からさきほどまでとは違う種類の涙がこぼれる。

「好きな人に……世界で一番大好きな人に、自分の気持ちを伝えて……それを受け入れてもらえて……好きって言ってもらえて……し、信じられないくらいに幸せ……こんなにうれしくて幸せなことが、この世界にはあったんだって、そう思えるくらいに……生まれてきてよかったって、そう思えるくらいに……」

　結野は俺の顔を見つめ、言った。

「ありがとう、タロー……」

　そこが限界だったのか、結野の体が引っ張られるように前にずれる。ダメだ、落ちる。

　それでも、結野は俺の右手だけは放はなさずに――

　俺たちは二人そろって落下して――

「は……？」

「え……？」

　俺と結野は呆ぼう然ぜんとした声を上げる。

　なんかもうわけがわからない。

　意味不明で理解不能なのだが、見たまんまをそのまま言葉にすると……

　――クマが、俺おれたちをたすけてくれていた。

　クマは左手で結ゆう野のの背中を支え、下に伸ばした右手で俺の右手を掴つかみ、落ちそうになっていた俺たち二人を間一髪のところですくってくれていたのだ。

　そして――クマは一息で俺と結野の体を崖がけの上にあげる。すごい力だった。

　俺と結野はぽかんとした顔でクマを見つめる。もう頭の中は真っ白、なにも考えることができない。

　俺たちに見つめられていたクマは、一瞬うろたえたような気配を漂ただよわせたあと――

　脱だつ兎とのように、この場から逃げ出していった。

　俺は逃げるクマの後ろ姿を見つめる。

　そのとき、俺はようやく気付いた。




　腰が抜けてしばらく動けないという結野をその場に残し、俺は森林のほうに歩いていった。結野にはみちる先生を呼んでくるからここで待っていてくれと言ったのだが……本当は、逃げたクマのあとを追うためだった。

　木々もまばらな、平坦な場所。

　そこにある岩に背中を預けるようにして――クマが腰を下ろしていた。

　俺はゆっくりとクマのほうに近づいていく。

　クマがハッと顔を上げた。俺の存在に気付くと、慌あわてて駆け出そうとする。

　俺は逃げようとしたクマに向かって、言った。

「待ってください――先輩！」

　クマがぴたりと動きを止める。

「もう正体はバレちゃってるんですよ……石動いするぎ先輩……」

「…………」

　クマはすくっと二本足で立つと、俺のほうに体を向けた。両手で頭を掴む。

　ぽんっという感じで上方に外れるクマの頭。

　その下には――汗だくになった、石動先輩の顔があった。

「……どうして、気付いたのよ？」

「クマに投げ飛ばされたとき、俺、気持ちよくなっちゃったんですよ。最初は、雌めすのクマに投げ飛ばされたからだと思ったんですが……冷静になって考えると、さすがにそんなことはあり得ない。じゃあどうして俺はドＭ的に興奮してしまったのか。それは、クマの正体が、身内以外の女性だったからです」

　俺は苦笑しながら、

「まあ、そんなのは関係なく最後のでバレバレでしたけど。崖から落ちそうになった人間をたすけようとするクマなんていませんから」

　あんなパワフルなことができる異性は、石動いするぎ先輩以外にいない。

「……もふもふした着ぐるみの両手であんたたちをたすけるのは、本当に大変だったわ」

「先輩……どうして、こんなことをしたんですか？」

　尋たずねると、先輩はつぶやくように、

「吊つり橋理論ってあるじゃない……？」

　吊り橋理論――揺れる吊り橋を渡るときのドキドキが恋のドキドキ感に移行するとかいうアレのことだろうか。

「ドＭ治療に応用できないかと思って心理学の本を読んでるときに、そういう理論があることを知って……それでね、その理論をうまく使ってブタロウと嵐あらし子この仲を発展させることができないかと思ったのよ……」

　もともと、この合宿は二段構えの思惑があったらしい。

　第一に、ドＭ治療で俺のドＭ体質を治すという目的。

　そしてもう一つは、吊り橋理論を使って俺おれと結ゆう野のの仲を発展させようというもの。

　一日目はドＭ治療を行い、もし治る見込みがないと判断したら、二日目は吊り橋理論をやってみるということに決めていたらしい。

「二人をドキドキさせるにはどうしたらいいか。そう考えたとき、思いついたのよ。山の中でクマに追いかけられたりしたら、この上なくドキドキするんじゃないかって」

　確かにドキドキしましたけど……心臓が破裂しそうなほどに……

「それで、みちる姉ねえに頼んで精せい巧こうなクマの着ぐるみを用意してもらったの。頭部にはちょっと細工したボイスチェンジャーが仕組まれてあって、声を上げると獰どう猛もうな獣の雄お叫たけびみたいな感じに変換される。……で、昨日の口くち喧げん嘩かのことを利用して、あんたと嵐子を山の中に誘導したのよ。みちる姉に協力してもらって」

　そうか、みちる先生もぐるだったのか……

「きりのいいところで逃げ出して、あんたたちを二人っきりにしてあげようと思ったんだけど……まさか、あんたがあんなふうに反撃してくるとは思わなかったわよ。反射的に投げ飛ばしちゃって……それで、あんたが崖がけに落ちそうになって……あのときはさすがに頭が真っ白になって、しばらく動けなかったわ……」

　そう言う石動先輩の両肩は微かすかに震えていた。あのときのことをかなり悔いている様子だった。俺はいろいろ文句を言おうと思っていたのだけれど……その様子を見ていると、なんだかもうなにも言えなくなってしまった。

「そんなことよりも――」

　先輩は俺の目の前まで歩み寄ってくると、言った。

「嵐子に言ったあの言葉に……嘘うそはないわよね？」

「え？」

　結ゆう野のに言った言葉――俺おれが、結野に好きだと伝えた言葉……

「あ、あれは……」

「はっきりと言いなさい。どうなの？」

　先輩は真剣な顔で言ってくる。とても、真剣な顔で。

　俺は背筋を伸ばすと、告げた。

「――はい。俺は、結野のことが好きです」

　確かにあの場の勢い半分というのはあったのかもしれない。

　が、あのとき俺が見つけた俺の言葉は、嘘うそ偽いつわりのない真実だった。

「そう……」

　先輩はつぶやくように言うと、顔をうつむかせた。

「じゃあ、作戦は成功ね……本当によかった……」

「……先輩？」

　うつむいているせいで、先輩の表情をうかがうことができない。

　と――

「……ふ、ふがっ!?」

　いきなり、視界が真っ暗になった。

　いったいなにが起こったんだと思って――気付いた。先輩が、持っていたクマの頭部を俺の頭にかぶせたのだ。覗のぞき穴が見あたらないから、たぶん前後を反対にして。

　どうして、こんなことを……

「……嵐あらし子このことを、大切にしなさいよ」

「え？」

「嵐子のことを大切にして、絶対に幸せにしなさい。ううん、嵐子だけじゃなくて、あんたも幸せにならないとダメよ。二人で幸せになりなさい。世界中の誰だれよりも、幸せに。そうじゃないと……絶対にゆるさないんだから……」

　着ぐるみの頭部をかぶっているからだろうか、なんだか先輩の声がいつもと少し違って聞こえた。か細くて、震えていて、まるで泣いているような……

「あと、ね……」

　そんな、先輩の囁ささやくような声が聞こえたあと――

　目の前にいた石動いするぎ先輩がさらに半歩、俺のほうに近づいてくる気配が。

　そして。

　俺が前後反対にかぶるクマの頭部の着ぐるみ、それの後頭部のあたり、つまり俺の口の前あたりの部分に、微かすかな圧力というか感触があった――ような気がした。

「石動先輩……？」

「…………」

　近づいていた体温が離れる。

　俺おれがクマの着ぐるみを脱いだとき、すでに先輩の姿はなかった。




　結ゆう野のと一緒に山を下りる。すでに山を下りていた先輩の姿を見つけると、結野は泣きながら先輩に抱きついた。先輩は優しげな表情で結野の頭を撫なでる。仲直りは一瞬だった。

　昼には、お寺の境けい内だいでバーベキューをした。

　合宿の締しめはバーベキューと決めていたらしく、バーベキューのセットをみちる先生の車に積んでいたらしい。

　晴天の下、缶ジュースを片手に、串くしに刺した牛肉や野菜を食べる。めちゃくちゃうまかったし、楽しかった。俺も、結野も、みちる先生も、石動いするぎ先輩も、みんな楽しそうにしていた。特に、先輩はいつも以上にはしゃいでいるように見えた。

　バーベキューの後片付けをし、住じゆう職しよくさんたちにお礼を言ったあと、俺たちはみちる先生の運転するボックスカーに乗り、お寺をあとにした。

「ふう……」

　俺は息をつく。

　とても疲れた合宿だった。酷ひどい目にもたくさん遭あった。だけど……

「なんだかんだで、ちょっと楽しかったかもな……」

　そんなふうに思える自分は、筋金入りのドＭなのかもしれない。

　やがて、車が桜さくら守もり駅に到着する。ここで解散の予定。

　俺たちは車から降りた。

「さて……」

　車から降りた先輩はつぶやくと、並んで立つ俺と結野のほうに顔を向け、

「太た郎ろう。嵐あらし子こ。あんたたちに言っておくことがあるわ」

「へ？」

　俺と結野は顔を見合わせる。

　俺たちに言っておくこと？

　それはいったいなんだろう。見当も付かなかった。

　先輩は一瞬瞼まぶたを閉じたあと、顔を上げ、言った。

「――あんたたちは、クビよ」

　……クビ？

　クビってどういう意味だ？

　困惑する俺と結野。

　石動先輩は真剣な表情で、こう告げた。

「あんたたちには――第二ボランティア部を辞やめてもらうわ」






あとがき









　どうも、変態ネガティブ作家、松まつ野の秋あき鳴なりです（笑）。

『えむえむっ！』もなんだかんだで八巻！　末すえ広がりの八巻ですよ！

　ここまで来られたのも読者さまのおかげです。本当に感謝しております。あと、まったく笑えない文章の最後に（笑）とかつけたら死ぬほど寒いってことにいま気付きました！




　そういえば、テレビでやっていた某バンドもののアニメを観みていたとき、自分も何年か前にエレキギターを買ったことがあったなということを思い出しました。

　買ったはいいですが、あまりにも難しいので二週間ほどで挫ざ折せつしてしまいました。さすがはダメ人間です。

　挫折するまでのあいだにしたことは作曲活動でした。

　一音一音探さぐって紙に音符を書き込み、作詞までしました。曲のタイトルは『ＦＬＯＷＥＲ』だったことを覚えています。

　完成した曲を音楽をちょっとかじっている友人に歌って披露したところ、「ウンコみたいな歌、あと書いてある音符がすべて間違ってる」というようなことを言われました。

　ちなみに、いまでも覚えている歌詞の一部分をここで披露！

『ＦＬＯＷＥＲ～♪　あの花の～笑顔が君を強くする～♪』

　書いている途中になんだか嘔おう吐としそうになりました。驚くほどテンションが急降下です。あの花の笑顔ってなんだよ。なんで君を強くするんだよ。もう意味不明でこの上なく寒いです。冒頭の（笑）なんぞ比較になりませんね。ひでぶっ。




　謝辞です。お忙しい中、今回も超イラストを描いてくださったQP:flapperの小お原はらトメ太た様とさくら小こ春はる様、ありがとうございました。担当のＳ様、編集長のＭ様、ありがとうございます。装丁を担当してくださった松まつ井い様、校正様、編集部の皆様、営業の皆様、いつも本当にありがとうございます。

　そして最後は読者様に。本当に本当に本当にありがとうございます！

　ではでは、次巻でお会いできればうれしいです。


二〇〇九年　六月　松野秋鳴

























　著者

　松野秋鳴（まつの・あきなり）

　　兵庫県川西市在住。

　　第一回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞優秀賞を受賞してデビュー。

　　メンタルの弱さには定評のあるウツ系男子。

　　今日も残念ライフを満喫しています。




　イラストレーター

　QP:flapper（きゅーぴーふらっぱー）

　　さくら小春と小原トメ太によるユニット。ゲームの原画、ライトノベルの挿絵、よくわからない漫画を描いたりしています。

　　代表作は『鎖－クサリ－』（Leaf）キャラクターデザイン＆原画担当、『ラッキーチャンス！』（電撃文庫）挿絵、など。

　　公式ＨＰ「QPchick（キューピチック）」

　　http://qp.banbi.net/

















　　カバー・口絵・本文イラスト／QP:flapper

　　装丁／松井庸介（KARORI DESIGN）











えむえむっ！８








松野秋鳴
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